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は じ め に 

 

 

現在、全国的に進行している人口減少及び少子高齢化は、本市におい

ても今後進行していくことが見込まれ、地域社会の在り方そのものを大

きく変化させていくことが見込まれます。 

そのような中で未来に向けて活力と潤いのあるまちづくりを推進す

るためには、男女がともに尊重し合い、それぞれの個性と能力を十分に

発揮できる社会の実現が必要不可欠です。 

新座市では、平成６年に市民と行政が一体となって男女平等を目指し

行動する「にいざ男女平等行動プラン」を策定するとともに、平成１２

年には埼玉県下で初めてとなる「新座市男女共同参画推進条例」を制定

しました。 

また、平成１３年１１月には男女共同参画都市を宣言し、女性も男性

も、性別にとらわれず、自分らしく生き生きと暮らすことができる豊か

で活力ある男女共同参画社会を築くことを目指し、まちづくりを推進し

ています。 

この「新座市男女平等意識・実態調査」は、令和２年度に策定予定の

「（仮称）第４次にいざ男女共同参画プラン」の基礎資料にするとともに、

今後の男女共同参画社会実現に向けての各種施策に反映していくために

実施したものです。 

この報告書が、今後の新座市の男女共同参画推進の一助となれば幸い

です。 

終わりに、調査に御協力を頂きました市民の皆様に、心からお礼を申

し上げます。 

 

令和２年３月  

 

新座市長 並木 傑
マサル
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第１章 調査の概要 
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１．調査の目的 

この調査は、市民の家庭、地域、職場など様々な場面における男女平等に関する意識と実態を把握し、

令和２年度策定予定の「（仮称）第４次にいざ男女共同参画プラン」の基礎資料とする。 

 

２．調査内容 

（１）就業 （５）社会参加 

（２）家庭生活 （６）防災 

（３）教育 （７）男女平等 

（４）配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力について （８）自由意見 

 

３．調査設計 

（１）調査対象 新座市に在住する満１８歳以上の方 

（２）標本数 ２，０００サンプル 

（３）調査方法 郵送配布・郵送回収 

（４）調査期間 令和元年８月３０日（金）～９月２５日（水） 

（５）調査実施機関 株式会社タイム・エージェント 

 

４．回収結果 

（１）対 象 者 数 ２，０００人 

（２）回 収 数 ７３２人（女性：３６８人、男性：２５３人、無回答：１１１人） 

（３）有効回収率 ３６．６％（女性：３６．８％、男性：２５．３％） 

  

 

※ 性・年代別回収結果 

  女性   男性  無回答 

 発送数 回収数 回収率 発送数 回収数 回収率 回収数 

18～19歳 27件 7件 25.9％ 26件 5件 19.2％ 0件 

20～29歳 142件 30件 21.1％ 140件 17件 12.1％ 5件 

30～39歳 160件 49件 30.6％ 163件 40件 24.5％ 9件 

40～49歳 234件 75件 32.1％ 221件 39件 17.6％ 23件 

50～59歳 185件 79件 42.7％ 167件 59件 35.3％ 6件 

60～69歳 144件 71件 49.3％ 148件 58件 39.2％ 24件 

70歳以上 108件 53件 49.1％ 135件 32件 23.7％ 34件 

無回答 － 4件 － － 3件 － 10件 

合 計 1,000件 368件 36.8％ 1,000件 253件 25.3％ 111件 

 

 

 

 



第１章 調査の概要 

 4 

※ 性・年代別回収構成比率     令和元年から選挙権年齢に合わせて調査対象年齢を18歳まで引き下げた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．報告書の見方 

（１）調査結果の比率は、その設問の回答者を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出して

いる。四捨五入の関係で、合計が１００％にならない場合がある。 

（２）複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常１００％を超える。 

（３）図表中の「n」（net）とは、その設問への回答者数を表す。小数点以下１位まで示した数値は、

回答比率（％）である。 

（４）クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計（全

体）の有効回答数が合致しないことがある。 

（５）選択肢の語句が長い場合、本文中の表・グラフでは省略した表現を用いている。 

（６）これまでの調査の実施時期は平成１１年、１６年、２１年及び２６年である。ただし、本文中で

は項目ごとに調査時期の最も古いものと前回（平成２６年）、今回（令和元年）を比較している。 

n (%)

女性 (368)

男性 (253)

女性 (456)

男性 (356)

女性 (529)

男性 (361)

女性 (450)

男性 (360)

女性 (500)

男性 (358)

平成26年

令和元年

平成11年

平成16年

平成21年

1.9

2.0

8.2

6.7

7.9

6.7

9.1

7.8

9.8

11.9

14.6

11.2

13.3

15.8

18.4

13.8

20.2

15.8

19.8

14.2

20.6

12.3

20.4

15.4

16.9

15.7

13.2

16.6

13.6

15.8

15.4

16.2

21.5

23.3

12.7

15.4

14.7

16.3

21.6

16.7

25.2

26.5

19.3

22.9

20.8

22.2

22.1

27.4

24.0

27.2

15.8

24.3

14.4

12.6

21.1

25.0

16.3

14.1

8.4

13.9

7.6

7.5

1.1

1.2

2.2

1.1

4.3

1.9

2.9

0.3

0.8

2.0

10 

歳 

代 

30 

歳 

代 

20 

歳 

代 

40 

歳 

代 

70 

歳 

以 

上 

50 

歳 

代 

60 

歳 

代 

無 

回 

答 
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◆ 最初にあなた自身のことについてお答えください。 

Ｆ１ あなたの性別は。 
％（人） 

  全 体 

  
100.0 
(732) 

１ 男 性 34.6 

２ 女 性 50.3 

３ その他 - 

 無回答 15.2 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢は。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ １８～１９歳 1.6 1.9 2.0 - 

２ ２０～２９歳 7.1 8.2 6.7 4.5 

３ ３０～３９歳 13.4 13.3 15.8 8.1 

４ ４０～４９歳 18.7 20.4 15.4 20.7 

５ ５０～５９歳 19.7 21.5 23.3 5.4 

６ ６０～６９歳 20.9 19.3 22.9 21.6 

７ ７０歳以上 16.3 14.4 12.6 30.6 

 無回答 2.3 1.1 1.2 9.0 

 

 

Ｆ３ あなたは、新座市にお住まいになって何年になりますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ ３年未満 6.3 6.5 5.1 8.1 

２ ３年以上５年未満 5.2 5.2 6.3 2.7 

３ ５年以上１０年未満 7.9 7.1 8.3 9.9 

４ １０年以上２０年未満 21.4 23.1 19.8 19.8 

５ ２０年以上３０年未満 19.3 18.8 21.7 15.3 

６ ３０年以上 29.0 31.0 26.5 27.9 

７ 生まれてからずっと 9.2 7.6 12.3 7.2 

 無回答 1.8 0.8 - 9.0 
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Ｆ４ あなたの家族の構成は。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 一人住まい 9.7 8.4 11.5 9.9 

２ 夫婦のみ 26.6 26.1 26.5 28.8 

３ ひとり親＋子ども 7.4 8.7 5.9 6.3 

４ 両親＋子ども 45.2 46.5 47.4 36.0 

５ 親＋子ども夫婦 1.4 0.5 2.0 2.7 

６ 親＋子ども夫婦＋孫 5.2 6.5 4.0 3.6 

７ 兄弟姉妹 0.5 0.5 - 1.8 

８ その他 2.0 2.4 2.0 0.9 

 無回答 1.9 0.3 0.8 9.9 

 

 

Ｆ５ あなたには、子どもがいますか。 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ いる 70.6 74.5 64.8 71.2 

２ いない 28.0 25.5 35.2 19.8 

 無回答 1.4 - - 9.0 

 

 【子どもの人数】 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(517) 

100.0 
(274) 

100.0 
(164) 

100.0 
(79) 

１ １人 26.9 29.6 23.2 25.3 

２ ２人 54.2 53.6 54.9 54.4 

３ ３人 14.5 12.4 18.3 13.9 

４ ４人 2.1 2.6 1.8 1.3 

５ ５人 0.4 0.4 0.6 - 

 無回答 1.9 1.5 1.2 5.1 
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Ｆ６ 子どものいる方にお聞きします。一番年齢の低い子どもは、現在次のどれにあてはまりますか。

（○は一つ）[子どもと同居していない場合も含みます。] 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(517) 

100.0 
(274) 

100.0 
(164) 

100.0 
(79) 

１ １歳未満 2.7 3.6 1.8 1.3 

２ １～３歳未満 5.8 5.8 6.1 5.1 

３ ３歳～小学校入学前 7.5 8.0 7.9 5.1 

４ 小学生 11.8 13.5 10.4 8.9 

５ 中学生 5.6 5.8 6.1 3.8 

６ 高校生 5.0 6.6 3.7 2.5 

７ 短大・各種学校・大学生・大学院生・浪人生 5.0 5.1 5.5 3.8 

８ 社会人（未婚） 29.6 24.5 34.8 36.7 

９ 社会人（既婚） 26.1 25.9 23.2 32.9 

 無回答 0.8 1.1 0.6 - 

 

 

Ｆ７ あなたは、結婚の経験がありますか。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 既婚 70.6 72.6 68.8 68.5 

２ 未婚 18.0 14.9 26.1 9.9 

３ 死別 4.4 6.3 1.2 5.4 

４ 離別 5.3 6.0 4.0 6.3 

５ その他 - - - - 

 無回答 1.6 0.3 - 9.9 
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Ｆ８ 【Ｆ７で、「１ 既婚」と答えた方にお聞きします。】 

  あなたの配偶者（パートナー）の職業は。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(517) 

100.0 
(267) 

100.0 
(174) 

100.0 
(76) 

１ 自由業・自営業・家業（農業・会社経営など） 11.8 14.6 8.0 10.5 

２ 勤め人（正規雇用） 38.9 50.9 23.0 32.9 

３ 

 

勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイト

など）） 
5.2 6.0 4.6 3.9 

４ 勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用） 13.2 6.4 21.3 18.4 

５ 内職 0.2 - - 1.3 

６ 専業主婦・専業主夫 12.2 0.7 32.2 6.6 

７ 学生 - - - - 

８ 無職 18.0 20.6 10.9 25.0 

９ その他 - - - - 

 無回答 0.6 0.7 - 1.3 
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 就 業 

問１ あなたの職業は何ですか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 自由業・自営業・家業（農業・会社経営など） 7.8 4.9 12.6 6.3 

２ 勤め人（正規雇用） 34.6 21.2 57.3 27.0 

３ 

 

勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイト

など）） 
7.7 7.6 5.9 11.7 

４ 勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用） 17.2 24.7 6.3 17.1 

５ 内職 0.4 0.5 - 0.9 

６ 専業主婦・専業主夫 14.5 24.7 0.4 12.6 

７ 学生 2.9 3.0 3.6 0.9 

８ 無職 13.4 12.2 13.0 18.0 

９ その他 0.7 0.8 0.4 0.9 

 無回答 1.0 0.3 0.4 4.5 

 

 

問２ あなたは、収入を伴う仕事に就いていますか。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 仕事に就いている 68.7 59.5 85.0 62.2 

２ 仕事に就いていない 29.9 39.4 15.0 32.4 

 無回答 1.4 1.1 - 5.4 
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問２－１ 仕事に就いている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(503) 

100.0 
(219) 

100.0 
(215) 

100.0 
(69) 

１ 生計を維持するため 72.6 65.3 83.3 62.3 

２ 生活費に余裕が欲しいため 41.2 49.3 32.6 42.0 

３ 住宅ローンや住宅資金、家賃のため 26.0 19.6 33.5 23.2 

４ 子どもの教育資金のため 25.8 27.9 23.3 27.5 

５ 将来に備えて貯蓄するため 44.7 45.2 46.5 37.7 

６ 自分で自由になるお金が欲しいため 39.6 47.0 32.1 39.1 

７ 自分の能力・技術・資格を生かすため 24.5 27.4 23.7 17.4 

８ 働くことが好きであるため 18.9 23.7 14.0 18.8 

９ 社会や他人とのつながりを持つため 32.8 40.6 24.2 34.8 

10 社会的な信頼を得るため 16.3 13.7 20.0 13.0 

11 働くことは当たり前のことであるため 27.0 21.0 34.4 23.2 

12 家業であるため 2.6 2.3 2.8 2.9 

13 その他 2.0 0.5 3.3 2.9 

 無回答 0.2 - 0.5 - 

 

 

問２－２ 仕事に就いていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(219) 

100.0 
(145) 

100.0 
(38) 

100.0 
(36) 

１ 働かなくても経済的に困らないため 29.7 27.6 36.8 30.6 

２ 妊娠中のため 3.2 3.4 - 5.6 

３ 家事・育児に専念したいため 8.2 11.0 - 5.6 

４ 家事・育児と両立できないため 7.8 11.0 - 2.8 

５ 高齢者や病人の世話があるため 9.6 9.0 7.9 13.9 

６ 健康上の理由 16.0 13.8 21.1 19.4 

７ 勤務条件のよい職場がないため 7.8 10.3 2.6 2.8 

８ 能力を生かせる職場がないため 2.3 0.7 2.6 8.3 

９ 職業能力に自信がないため 5.0 4.8 10.5 - 

10 就職活動をしたが、採用されないため 3.7 3.4 7.9 - 

11 家族の反対があるため 0.9 0.7 - 2.8 

12 家族の転勤のため 0.5 0.7 - - 

13 その他 31.5 35.9 26.3 19.4 

 無回答 3.7 2.8 5.3 5.6 
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【問１で、「３ 勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイトなど））」、または、「４ 勤め人

（パートなど、フルタイムでない非正規雇用）」と回答した方にお聞きします。】 

問３ その仕事を選んだ主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(182) 

100.0 
(119) 

100.0 
(31) 

100.0 
(32) 

１ 好きな時間に働けるため 39.0 38.7 29.0 50.0 

２ 家事・育児との両立ができるため 35.7 47.1 - 28.1 

３ 配偶者（パートナー）など家族の同意が得やすいため 11.0 13.4 12.9 - 

４ 仕事の責任が軽いため 12.1 7.6 25.8 15.6 

５ やめるのが簡単なため 6.6 6.7 9.7 3.1 

６ 非正規の仕事しかなかったため 18.1 13.4 32.3 21.9 

７ パートの仕事しかなかったため 9.3 9.2 12.9 6.3 

８ 期間限定の仕事しかなかったため 0.5 - 3.2 - 

９ 扶養の範囲内で働けるため 17.0 21.8 3.2 12.5 

10 その他 13.2 12.6 16.1 12.5 

 無回答 2.2 0.8 3.2 6.3 
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問４ あなたの実際の働き方はどうですか（どうでしたか）。もっとも近いものを選んでください。（○

は一つ） 

 

１ あなた自身について 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた） 46.2 31.8 71.5 36.0 

２ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を

続けている（いた） 
3.4 5.4 - 4.5 

３ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事

を続けている（いた） 
13.9 23.4 - 14.4 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもっている（いた） 4.5 6.8 0.4 6.3 

５ 

 

子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就いてい

ない（いなかった） 
4.0 7.1 - 2.7 

６ 

 

結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない

（いなかった） 
4.8 7.1 - 8.1 

７ 仕事に就いていない（就いていなかった） 4.5 3.8 5.1 5.4 

８ その他 5.9 6.8 5.1 4.5 

 無回答 12.8 7.9 17.8 18.0 

 

 

【配偶者（パートナー）のいる（いた）方にお聞きします。】 

２ 配偶者（パートナー）について 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(588) 

100.0 
(312) 

100.0 
(187) 

100.0 
(89) 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた） 58.0 77.9 29.4 48.3 

２ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を

続けている（いた） 
3.9 0.6 10.2 2.2 

３ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事

を続けている（いた） 
10.7 4.8 20.9 10.1 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもっている（いた） 3.2 1.9 4.3 5.6 

５ 

 

子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就いてい

ない（いなかった） 
3.6 0.6 8.6 3.4 

６ 

 

結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない

（いなかった） 
5.4 2.9 9.1 6.7 

７ 仕事に就いていない（就いていなかった） 3.9 2.2 5.3 6.7 

８ その他 1.5 0.6 0.5 6.7 

 無回答 9.7 8.3 11.8 10.1 
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問５ 女性が働くことについて、あなたの考え方にもっとも近いものを選んでください。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けるほうがよい 31.7 33.4 29.2 31.5 

２ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を

続けるほうがよい 
15.6 14.7 16.6 16.2 

３ 

 

子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事

を続けるほうがよい 
23.1 27.4 17.0 22.5 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもつほうがよい 7.1 6.8 8.7 4.5 

５ 

 

子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就かない

ほうがよい 
3.7 2.7 4.3 5.4 

６ 

 

結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就かないほうが

よい 
1.5 - 3.2 2.7 

７ 仕事に就かないほうがよい 1.6 1.1 2.4 1.8 

８ その他 9.8 9.8 11.5 6.3 

 無回答 5.9 4.1 7.1 9.0 
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問６ 女性が働く上で、さまざまな面で男性と異なる立場に置かれることについて、どのように考えま

すか。ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

 

項 目 

当
然
だ
と
思
う 

や
む
を
え
な
い
と
思
う 

不
合
理
な
こ
と
だ
と
思
う 

女
性
に
対
す
る
差
別
だ
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無 

回 

答 

ア 

 

募集や採用で女性は男性より不利であ

ること 

全 体 1.6 30.1 36.3 15.7 12.0 4.2 

女 性 2.7 33.4 33.4 16.0 11.4 3.0 

男 性 0.4 26.1 39.9 15.8 13.0 4.7 

無回答 0.9 27.9 37.8 14.4 11.7 7.2 

イ 女性を配置しない職種・部門があること 

全 体 5.6 47.4 21.3 12.4 9.4 3.8 

女 性 5.2 49.2 21.2 12.5 9.8 2.2 

男 性 7.9 47.8 20.2 11.5 8.3 4.3 

無回答 1.8 40.5 24.3 14.4 10.8 8.1 

ウ 

 

昇進面で女性は男性より不利であるこ

と（女性の管理職が少ないなど） 

全 体 1.2 14.3 45.8 26.4 8.7 3.6 

女 性 1.9 15.2 46.7 27.4 6.8 1.9 

男 性 0.4 13.0 46.2 24.9 11.1 4.3 

無回答 0.9 14.4 41.4 26.1 9.9 7.2 

エ 

 

同期や同年齢の男性より、賃金が低いこ

と 

全 体 1.4 9.8 40.4 36.2 8.3 3.8 

女 性 1.4 9.0 38.3 42.1 7.1 2.2 

男 性 0.8 10.3 45.8 28.9 9.9 4.3 

無回答 2.7 11.7 35.1 33.3 9.0 8.1 

オ 

 

同じ仕事の男性より、研修や出張の機会

が少ないこと 

全 体 2.3 28.7 33.3 17.9 13.9 3.8 

女 性 3.5 34.8 29.3 16.3 13.6 2.4 

男 性 1.2 20.6 39.9 20.6 13.4 4.3 

無回答 0.9 27.0 31.5 17.1 16.2 7.2 

カ 

 

同じ仕事の男性より、転勤などの人事異

動で不利であること 

全 体 2.6 28.1 32.1 16.1 16.5 4.5 

女 性 4.1 31.0 31.0 14.4 17.1 2.4 

男 性 0.8 23.3 36.4 18.6 15.4 5.5 

無回答 1.8 29.7 26.1 16.2 17.1 9.0 

キ 

 

女性には、補助的、雑用的な仕事しか与

えられないこと 

全 体 0.7 5.3 35.7 45.8 8.2 4.4 

女 性 0.5 5.2 34.8 49.5 7.6 2.4 

男 性 0.8 5.5 39.1 40.7 9.1 4.7 

無回答 0.9 5.4 30.6 45.0 8.1 9.9 

 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

 

項 目 

当
然
だ
と
思
う 

や
む
を
え
な
い
と
思
う 

不
合
理
な
こ
と
だ
と
思
う 

女
性
に
対
す
る
差
別
だ
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

無 

回 

答 

ク 結婚退職の慣習があること 

全 体 1.9 16.8 32.4 32.5 12.4 4.0 

女 性 1.9 13.9 32.6 39.1 10.3 2.2 

男 性 2.0 20.2 33.6 24.5 14.6 5.1 

無回答 1.8 18.9 28.8 28.8 14.4 7.2 

ケ 出産退職の慣習があること 

全 体 2.5 20.6 32.1 30.1 11.1 3.7 

女 性 2.4 17.9 33.2 35.6 9.0 1.9 

男 性 2.0 23.7 33.6 23.3 12.6 4.7 

無回答 3.6 22.5 25.2 27.0 14.4 7.2 

コ 定年の年齢が男女で違うこと 

全 体 1.2 8.2 35.5 39.5 11.7 3.8 

女 性 1.4 8.7 32.9 45.9 9.0 2.2 

男 性 0.4 7.5 39.9 32.0 15.4 4.7 

無回答 2.7 8.1 34.2 35.1 12.6 7.2 

 

 

問７ 女性が働き続ける環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはま

るものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 男女とも労働時間の短縮を促進 40.7 46.7 37.2 28.8 

２ 育児休業制度・介護休業制度の定着・促進 71.7 73.6 71.5 65.8 

３ 労働の場での男女平等の推進 40.4 38.3 45.1 36.9 

４ 保育所・学童保育などの育児環境の充実と経済的負担の軽減 69.0 71.5 66.8 65.8 

５ 介護サービス、介護施設などの充実 49.3 52.2 46.2 46.8 

６ 働き続けることへの家族の理解・協力 55.1 60.1 51.4 46.8 

７ 男性の家事・育児の分担 57.8 63.9 54.2 45.9 

８ その他 3.1 3.3 3.2 2.7 

 無回答 2.2 0.8 2.8 5.4 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問８ 女性が再就職・起業しやすい環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 再就職・起業準備のための講座やセミナー、技能訓練の充実 32.8 34.5 30.8 31.5 

２ 再就職・起業制度の促進 41.1 40.5 42.7 39.6 

３ 求人情報の提供や女性が働ける新しい職場、職域の開発 53.6 57.6 49.8 48.6 

４ 保育所・学童保育などの育児環境の充実 73.5 75.3 73.1 68.5 

５ 再就職・起業することへの家族の理解・協力 43.6 45.4 42.3 40.5 

６ その他 2.7 2.4 3.6 1.8 

 無回答 2.9 1.9 2.8 6.3 
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【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問９ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のようなこと

がありますか。ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各

項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

さ
れ
た
経
験
が
あ
る 

見
た
こ
と
が
あ
る 

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い 

無 

回 

答 

ア 嫌がっているのに性に関する話を聞かせる 

全 体 6.4 6.3 13.6 65.7 8.0 

女 性 11.3 5.6 10.7 65.3 7.1 

男 性 0.4 8.8 17.1 67.9 5.8 

無回答 3.8 2.9 15.2 61.9 16.2 

イ 異性の身体にさわる 

全 体 9.9 7.3 12.9 62.2 7.7 

女 性 16.7 5.1 11.6 60.2 6.5 

男 性 0.4 11.3 17.9 64.2 6.3 

無回答 8.6 5.7 5.7 64.8 15.2 

ウ 宴会でお酌やデュエットを強要する 

全 体 8.0 9.7 11.0 63.7 7.6 

女 性 13.6 8.5 9.3 62.1 6.5 

男 性 0.4 12.9 13.8 67.5 5.4 

無回答 6.7 6.7 10.5 60.0 16.2 

エ 上司が地位を利用した性的誘いをする 

全 体 3.1 2.9 11.9 74.2 7.9 

女 性 5.9 2.8 9.9 74.9 6.5 

男 性 - 3.3 15.4 75.0 6.3 

無回答 1.0 1.9 10.5 70.5 16.2 

オ 結婚予定や出産予定をたびたび聞く 

全 体 5.0 5.3 15.3 66.1 8.3 

女 性 8.5 4.0 11.9 68.4 7.3 

男 性 0.4 8.8 20.8 63.8 6.3 

無回答 3.8 1.9 14.3 63.8 16.2 

カ 

 

ヌード写真を見せたり、ヌードや水着のポスタ

ーなどを見える所に貼る 

全 体 1.1 3.3 2.3 85.4 7.9 

女 性 2.0 4.2 1.4 85.3 7.1 

男 性 - 2.5 4.2 87.5 5.8 

無回答 1.0 1.9 1.0 81.0 15.2 

キ 職場の女性を「女の子」や「オバサン」と呼ぶ 

全 体 8.3 12.6 16.2 55.2 7.7 

女 性 13.6 9.6 12.7 57.6 6.5 

男 性 0.4 18.8 23.3 51.3 6.3 

無回答 8.6 8.6 11.4 56.2 15.2 

 

全 体  100.0 (699) 

女 性  100.0 (354) 

男 性  100.0 (240) 

無回答  100.0 (105) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

さ
れ
た
経
験
が
あ
る 

見
た
こ
と
が
あ
る 

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い 

無 

回 

答 

ク 容姿について不快なことを言う 

全 体 6.7 9.6 16.0 59.8 7.9 

女 性 10.5 7.3 12.4 62.7 7.1 

男 性 1.7 12.9 23.3 56.3 5.8 

無回答 5.7 9.5 11.4 58.1 15.2 

ケ 

 

年齢について、とりたてて話題にしたり、から

かったりする 

全 体 6.2 9.4 13.7 62.8 7.9 

女 性 9.9 7.3 11.6 64.1 7.1 

男 性 0.8 14.6 17.9 60.8 5.8 

無回答 5.7 4.8 11.4 62.9 15.2 

コ 

 

 

その他 

※その他の括弧内に具体的な記述の 

ないものは集計に含めていない 

全 体 85.7 14.3 - - - 

女 性 83.3 16.7 - - - 

男 性 - - - - - 

無回答 100.0 - - - - 

 

 

全 体  100.0 (699) 

女 性  100.0 (354) 

男 性  100.0 (240) 

無回答  100.0 (105) 

全 体 (7) 

女 性 (6) 

男 性 (-) 

無回答 (1) 
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【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問１０ マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされることや、

職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のようなことがあ

りますか。ア～キの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項

目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

さ
れ
た
経
験
が
あ
る 

見
た
こ
と
が
あ
る 

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い 

無 

回 

答 

ア 

 

妊娠中や産休・育休明けなどに、休暇を取るこ

となどについて心無いことを言う 

全 体 2.7 3.6 17.2 66.1 10.4 

女 性 4.5 3.7 16.7 65.5 9.6 

男 性 0.4 2.9 20.0 69.2 7.5 

無回答 1.9 4.8 12.4 61.0 20.0 

イ 

 

妊娠・出産がきっかけで、解雇や契約打ち切り、

自主退職への誘導等をする 

全 体 2.1 3.1 11.9 72.5 10.3 

女 性 3.1 4.0 11.3 72.6 9.0 

男 性 0.4 2.9 13.8 75.4 7.5 

無回答 2.9 1.0 9.5 65.7 21.0 

ウ 

 

妊娠中や産休・育休明けなどに、残業や重労働

などを強いる 

全 体 0.7 1.0 5.0 82.5 10.7 

女 性 1.1 1.1 5.4 82.8 9.6 

男 性 - 1.3 4.2 86.7 7.9 

無回答 1.0 - 5.7 72.4 21.0 

エ 

 

妊娠・出産がきっかけで、望まない異動をさせ

る 

全 体 1.1 2.7 11.9 73.5 10.7 

女 性 2.0 4.0 13.6 71.2 9.3 

男 性 0.4 1.3 10.8 79.2 8.3 

無回答 - 1.9 8.6 68.6 21.0 

オ 妊娠・出産がきっかけで、雇用形態を変更する 

全 体 1.1 3.4 13.0 71.7 10.7 

女 性 2.3 4.5 12.4 71.2 9.6 

男 性 - 1.7 15.0 75.4 7.9 

無回答 - 3.8 10.5 64.8 21.0 

カ 妊娠・出産がきっかけで、給料を減らす 

全 体 0.9 1.4 8.6 78.5 10.6 

女 性 1.7 2.0 8.8 78.2 9.3 

男 性 - 1.3 9.6 81.3 7.9 

無回答 - - 5.7 73.3 21.0 

キ 

 

 

その他 

※その他の括弧内に具体的な記述の 

ないものは集計に含めていない 

全 体 66.7 33.3 - - - 

女 性 66.7 33.3 - - - 

男 性 - - - - - 

無回答 - - - - - 

全 体  100.0 (699) 

女 性  100.0 (354) 

男 性  100.0 (240) 

無回答  100.0 (105) 

全 体 (3) 

女 性 (3) 

男 性 (-) 

無回答 (-) 
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問１１ 育児や家族介護を行うために、法律に基づき育児休業や介護休業を取得できる制度がありま

す。あなたは、この制度を活用して、育児休業や介護休業を取得したことがありますか。（○

は各項目に一つ） 

 

【ア 育児休業】 

％（人） 

   全 体 女 性 男 性 無回答 

  
 100.0 

(732) 
100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 取得したことがある 10.5 15.8 4.3 7.2 

２ 

 

取
得
し
た
こ
と
が
な
い 

 

(
主
な
理
由
を
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
)

そのような制度がなかった 18.9 17.9 21.3 16.2 

３ 制度があることを知らなかった 3.7 4.9 2.4 2.7 

４ 

 

取得しなくても対応できた（有給休暇で対応した場

合を含む） 
10.0 4.6 16.6 12.6 

５ 

 

取得したかったが、周囲の事情などにより取得でき

なかった 
3.1 3.3 3.6 1.8 

６ 自分の仕事や業績に支障が出る 2.2 0.3 5.1 1.8 

７ 取得すると収入が下がる 1.1 0.8 1.2 1.8 

８ 在職中に育児・介護の対象者がいなかった 27.6 32.9 24.5 17.1 

９ 働いたことがない 9.7 9.5 9.1 11.7 

 無回答 13.3 10.1 11.9 27.0 

 

【イ 介護休業】 

％（人） 

   全 体 女 性 男 性 無回答 

  
 100.0 

(732) 
100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 取得したことがある 0.8 1.4 0.4 - 

２ 

 

取
得
し
た
こ
と
が
な
い 

 

(
主
な
理
由
を
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
) 

そのような制度がなかった 14.9 14.4 16.2 13.5 

３ 制度があることを知らなかった 5.5 6.5 4.3 4.5 

４ 

 

取得しなくても対応できた 

（有給休暇で対応した場合を含む） 
7.5 5.4 11.1 6.3 

５ 

 

取得したかったが、周囲の事情などにより取得でき

なかった 
1.8 1.6 1.6 2.7 

６ 自分の仕事や業績に支障が出る 1.8 0.8 4.0 - 

７ 取得すると収入が下がる 1.4 1.6 1.2 0.9 

８ 在職中に育児・介護の対象者がいなかった 41.9 47.0 39.5 30.6 

９ 働いたことがない 9.7 9.5 9.1 11.7 

 無回答 14.8 11.7 12.6 29.7 
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 家庭生活 

問１２ 家庭生活における役割分担について、どのように考えますか。ア～クの各項目について、そ

れぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

主
と
し
て
男
性
が
よ
い 

共
同
し
て
分
担
が
よ
い 

主
と
し
て
女
性
が
よ
い 

ど
ち
ら
が
し
て
も
よ
い 

無 

回 

答 

ア 家事（炊事・洗濯・掃除など） 

全 体 0.1 47.7 16.3 33.3 2.6 

女 性 - 50.8 12.5 34.8 1.9 

男 性 0.4 44.3 21.7 30.8 2.8 

無回答 - 45.0 16.2 34.2 4.5 

イ 子育て（子どもの世話、しつけ、教育など） 

全 体 0.3 60.7 10.9 25.4 2.7 

女 性 0.5 66.3 6.0 25.3 1.9 

男 性 - 55.3 15.4 26.5 2.8 

無回答 - 54.1 17.1 23.4 5.4 

ウ 介護（高齢者の世話、病人の介護など） 

全 体 0.5 59.8 5.3 31.4 2.9 

女 性 - 62.0 4.6 31.5 1.9 

男 性 1.2 56.5 6.3 33.2 2.8 

無回答 0.9 60.4 5.4 27.0 6.3 

エ 地域の行事への参加 

全 体 5.5 39.9 4.6 47.0 3.0 

女 性 4.3 41.8 3.3 48.4 2.2 

男 性 5.9 39.5 6.7 44.7 3.2 

無回答 8.1 34.2 4.5 47.7 5.4 

オ 自治会、ＰＴＡ活動 

全 体 4.1 36.5 9.8 46.4 3.1 

女 性 3.0 38.9 6.5 49.2 2.4 

男 性 5.9 34.4 14.6 42.3 2.8 

無回答 3.6 33.3 9.9 46.8 6.3 

カ 生活費の確保 

全 体 34.0 33.7 3.3 26.2 2.7 

女 性 32.9 37.2 2.7 24.7 2.4 

男 性 36.4 30.4 2.8 28.1 2.4 

無回答 32.4 29.7 6.3 27.0 4.5 

キ 家計の管理 

全 体 2.9 31.7 29.8 33.5 2.2 

女 性 1.9 31.5 28.3 37.0 1.4 

男 性 4.3 33.6 32.4 27.7 2.0 

無回答 2.7 27.9 28.8 35.1 5.4 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

主
と
し
て
男
性
が
よ
い 

共
同
し
て
分
担
が
よ
い 

主
と
し
て
女
性
が
よ
い 

ど
ち
ら
が
し
て
も
よ
い 

無 

回 

答 

ク 高額な商品や土地・家屋の購入の決定 

全 体 20.5 53.8 0.7 22.5 2.5 

女 性 19.3 55.2 0.3 23.4 1.9 

男 性 19.4 53.8 1.6 23.3 2.0 

無回答 27.0 49.5 - 18.0 5.4 

 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問１３ あなたの家庭での実際の役割分担はどうですか。ア～クの各項目について、それぞれあては

まる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

項 目 

主
と
し
て
男
性 

共
同
し
て
分
担 

主
と
し
て
女
性 

該
当
し
な
い 

無 

回 

答 

ア 家事（炊事・洗濯・掃除など） 

全 体 3.1 22.4 65.2 5.9 3.4 

女 性 0.8 20.4 72.6 3.3 3.0 

男 性 7.9 24.9 54.5 9.9 2.8 

無回答 - 23.4 64.9 5.4 6.3 

イ 子育て（子どもの世話、しつけ、教育など） 

全 体 1.0 26.0 43.9 24.5 4.8 

女 性 0.3 21.7 51.6 22.3 4.1 

男 性 2.0 30.4 34.4 30.0 3.2 

無回答 0.9 29.7 39.6 18.9 10.8 

ウ 介護（高齢者の世話、病人の介護など） 

全 体 1.9 17.9 21.3 53.1 5.7 

女 性 0.8 12.8 26.9 54.3 5.2 

男 性 4.0 24.1 13.8 54.5 3.6 

無回答 0.9 20.7 19.8 45.9 12.6 

エ 地域の行事への参加 

全 体 10.9 23.4 37.8 23.0 4.9 

女 性 7.1 17.4 48.6 22.3 4.6 

男 性 16.2 30.4 25.7 24.9 2.8 

無回答 11.7 27.0 29.7 20.7 10.8 

オ 自治会、ＰＴＡ活動 

全 体 9.3 18.4 45.2 21.9 5.2 

女 性 5.7 13.3 56.5 19.8 4.6 

男 性 13.8 23.3 34.8 24.9 3.2 

無回答 10.8 24.3 31.5 21.6 11.7 

カ 生活費の確保 

全 体 54.4 25.5 8.9 7.2 4.0 

女 性 51.9 26.9 11.7 6.0 3.5 

男 性 60.1 22.5 4.7 9.9 2.8 

無回答 49.5 27.9 9.0 5.4 8.1 

キ 家計の管理 

全 体 14.3 23.1 51.5 7.0 4.1 

女 性 10.9 20.7 59.2 5.7 3.5 

男 性 21.3 26.5 39.5 9.9 2.8 

無回答 9.9 23.4 53.2 4.5 9.0 

ク 高額な商品や土地・家屋の購入の決定 

全 体 33.9 44.1 5.3 12.8 3.8 

女 性 32.3 45.4 6.8 12.0 3.5 

男 性 36.4 44.3 4.0 13.8 1.6 

無回答 33.3 39.6 3.6 13.5 9.9 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問１４ 家庭生活の考え方について、あなたは「実生活」では何を優先していますか。また、「希望」

では何を優先したいですか。（○は各項目に一つ） 

 

１ 実生活 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 家事・子育て・介護を優先している 21.2 31.0 9.9 14.4 

２ 

 

どちらかといえば、仕事や趣味よりも家事・子育て・介護

を優先している 
14.1 16.3 7.5 21.6 

３ 

 

仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいで

ある 
25.7 26.1 27.7 19.8 

４ 

 

どちらかといえば、家事・子育て・介護より、仕事や趣味

を優先している 
10.8 6.0 18.2 9.9 

５ 仕事や趣味を優先している 24.0 17.1 33.2 26.1 

 無回答 4.2 3.5 3.6 8.1 

 

２ 希望 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 家事・子育て・介護を優先したい 14.3 17.9 8.7 15.3 

２ 

 

どちらかといえば、仕事や趣味より家事・子育て・介護を

優先したい 
12.0 13.3 7.9 17.1 

３ 

 

仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいに

したい 
38.9 39.9 41.1 30.6 

４ 

 

どちらかといえば、家事・子育て・介護より、仕事や趣味

を優先したい 
8.5 6.5 11.5 8.1 

５ 仕事や趣味を優先したい 20.5 16.8 26.1 19.8 

 無回答 5.7 5.4 4.7 9.0 

 

 

問１５ あなたの家庭での家事分担の状況について、あなたはどう思いますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 満足している 23.5 20.1 32.4 14.4 

２ まあまあ満足している 34.3 29.6 36.4 45.0 

３ どちらとも言えない 18.7 17.9 21.3 15.3 

４ やや不満である 12.2 18.5 3.6 10.8 

５ 不満である 5.2 8.2 1.2 4.5 

６ その他 2.6 2.4 3.2 1.8 

 無回答 3.6 3.3 2.0 8.1 
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【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１６ あなたと配偶者（パートナー）の子育てのかかわりは十分である（あった）と思いますか。

（○は各項目に一つ） 

 

１ あなた自身について 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(517) 

100.0 
(274) 

100.0 
(164) 

100.0 
(79) 

１ 十分である（あった） 31.1 42.0 19.5 17.7 

２ ある程度は十分である（あった） 46.4 45.6 44.5 53.2 

３ あまり十分ではない（なかった） 15.3 9.1 25.0 16.5 

４ 十分ではない（なかった） 3.9 2.6 5.5 5.1 

 無回答 3.3 0.7 5.5 7.6 

 

【問１６ １ あなた自身についてで、「３ あまり十分ではない（なかった）」、または、「４ 十分で

はない（なかった）」と回答した方にお聞きします。】 

かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(99) 

100.0 
(32) 

100.0 
(50) 

100.0 
(17) 

ア 仕事が忙しすぎるため 76.8 53.1 92.0 76.5 

イ 育児休業制度が不十分または利用しにくいため 15.2 12.5 22.0 - 

ウ 趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため 6.1 6.3 8.0 - 

エ 子どものことや家庭のことにあまり関心がないため 9.1 21.9 4.0 - 

オ 子どもの世話が面倒だと考えているため 6.1 9.4 6.0 - 

カ 子育ての大変さを理解していないため 12.1 9.4 14.0 11.8 

キ 子どもとどのように接したらよいかわからないため 3.0 6.3 2.0 - 

ク 子育てに関する知識や情報が乏しいため 14.1 15.6 10.0 23.5 

ケ 

 

子育ては主に配偶者（パートナー）がするべきものだと思っ

ているため 
20.2 28.1 16.0 17.6 

コ その他 2.0 3.1 - 5.9 

 無回答 4.0 6.3 2.0 5.9 
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２ 配偶者（パートナー）について 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(515) 

100.0 
(273) 

100.0 
(164) 

100.0 
(78) 

１ 十分である（あった） 30.7 18.7 55.5 20.5 

２ ある程度は十分である（あった） 35.7 35.9 34.1 38.5 

３ あまり十分ではない（なかった） 19.4 28.9 3.7 19.2 

４ 十分ではない（なかった） 9.7 13.6 1.2 14.1 

 無回答 4.5 2.9 5.5 7.7 

 

【問１６ ２ 配偶者（パートナー）についてで、「３ あまり十分ではない（なかった）」、または、

「４ 十分ではない（なかった）」と回答した方にお聞きします。】 

かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(150) 

100.0 
(116) 

100.0 
(8) 

100.0 
(26) 

ア 仕事が忙しすぎるため 58.7 57.8 75.0 57.7 

イ 育児休業制度が不十分または利用しにくいため 12.0 14.7 - 3.8 

ウ 趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため 24.7 27.6 - 19.2 

エ 子どものことや家庭のことにあまり関心がないため 22.7 25.0 - 19.2 

オ 子どもの世話が面倒だと考えているため 12.0 13.8 - 7.7 

カ 子育ての大変さを理解していないため 30.7 36.2 - 15.4 

キ 子どもとどのように接したらよいかわからないため 14.0 14.7 - 15.4 

ク 子育てに関する知識や情報が乏しいため 20.7 23.3 12.5 11.5 

ケ 子育ては主にあなたがするべきものだと思っているため 44.0 49.1 - 34.6 

コ その他 4.7 5.2 12.5 - 

 無回答 3.3 2.6 12.5 3.8 

 

【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１７ あなたの家庭での子育て分担の状況について、あなたは満足していますか（していましたか）。

（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(517) 

100.0 
(274) 

100.0 
(164) 

100.0 
(79) 

１ 満足している（いた） 18.8 16.8 26.8 8.9 

２ まあまあ満足している（いた） 39.3 33.6 44.5 48.1 

３ どちらとも言えない 13.3 12.8 15.2 11.4 

４ やや不満である（あった） 15.7 22.3 4.9 15.2 

５ 不満である（あった） 7.2 11.3 1.2 5.1 

６ その他 0.2 0.4 - - 

 無回答 5.6 2.9 7.3 11.4 
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 教 育 

問１８ 子どもにどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。女子と男子に分けて、あてはまる番

号を選んでください。子どもがいない場合は、子どもがいると仮定して選んでください。（○

は一つ） 

 

【ア 女子】 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 中学まで - - - - 

２ 高校まで 3.3 2.2 4.0 5.4 

３ 短大・専門学校まで 8.9 11.7 4.7 9.0 

４ 大学まで 44.4 42.9 49.0 38.7 

５ 大学院まで 1.8 0.5 4.0 0.9 

６ 子どもに任せる 29.8 32.1 26.5 29.7 

７ わからない 1.5 1.1 2.8 - 

 無回答 10.4 9.5 9.1 16.2 

 

【イ 男子】 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 中学まで 0.1 0.3 - - 

２ 高校まで 2.3 1.6 2.8 3.6 

３ 短大・専門学校まで 2.5 2.7 2.0 2.7 

４ 大学まで 50.8 50.3 52.2 49.5 

５ 大学院まで 3.4 2.2 5.1 3.6 

６ 子どもに任せる 29.9 33.7 28.1 21.6 

７ わからない 1.4 0.8 2.4 0.9 

 無回答 9.6 8.4 7.5 18.0 
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問１９ 学校教育についてどのように考えますか。ア～カの各項目について、それぞれあてはまる番

号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

 

 

項 目 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
は
思
わ
な
い 

そ
う
は
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無 

回 

答 

ア 中学校は男女共学のほうがよい 

全 体 56.7 23.4 2.3 4.9 6.4 6.3 

女 性 52.2 26.6 2.4 5.4 7.9 5.4 

男 性 64.8 18.2 2.4 4.0 5.5 5.1 

無回答 53.2 24.3 1.8 5.4 3.6 11.7 

イ 高校は男女共学のほうがよい 

全 体 44.5 26.9 4.8 8.1 9.2 6.6 

女 性 39.4 29.9 5.4 8.2 11.4 5.7 

男 性 54.5 22.1 4.0 5.9 8.3 5.1 

無回答 38.7 27.9 4.5 12.6 3.6 12.6 

ウ 

 

学校においてもっと積極的に男女平等

教育を進めたほうがよい 

全 体 39.1 29.2 6.4 5.9 12.7 6.7 

女 性 39.9 30.7 5.7 5.2 12.8 5.7 

男 性 45.5 22.1 7.5 7.9 11.1 5.9 

無回答 21.6 40.5 6.3 3.6 16.2 11.7 

エ 

 

学校で出席をとる時など、男子が先、

女子が後というのはおかしいことだ 

全 体 21.9 15.8 10.8 29.0 16.1 6.4 

女 性 20.1 16.0 12.8 29.3 16.0 5.7 

男 性 24.9 15.4 7.5 31.2 15.8 5.1 

無回答 20.7 16.2 11.7 22.5 17.1 11.7 

オ 

 

女性の校長・教頭をもっと増やすべき

だ 

全 体 23.0 24.6 9.8 12.4 23.6 6.6 

女 性 22.0 29.3 9.2 9.8 23.9 5.7 

男 性 26.5 18.2 8.3 15.8 25.7 5.5 

無回答 18.0 23.4 15.3 13.5 18.0 11.7 

カ 

 

学校では、男子・女子ともに「さん」

をつけて呼んだほうがよい 

全 体 22.5 15.3 12.3 25.0 18.3 6.6 

女 性 23.1 16.6 12.0 22.3 20.4 5.7 

男 性 22.1 12.3 14.2 29.6 16.6 5.1 

無回答 21.6 18.0 9.0 23.4 15.3 12.6 

 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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 配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力 

問２０ 次のようなことが配偶者（パートナー）の間で行われた場合、それをどのように感じますか。

ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 

ど
ん
な
場
合
で
も
暴
力
に
あ
た
る 

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る 

暴
力
に
あ
た
る
と
は
思
わ
な
い 

無 

回 

答 

ア 何を言われても無視をする 

全 体 23.0 53.4 16.8 6.8 

女 性 26.1 53.3 15.8 4.9 

男 性 21.3 55.7 17.8 5.1 

無回答 16.2 48.6 18.0 17.1 

イ 

 

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や

行動を細かく監視する 

全 体 42.8 40.4 9.8 7.0 

女 性 47.8 38.9 7.6 5.7 

男 性 38.7 44.3 12.6 4.3 

無回答 35.1 36.9 10.8 17.1 

ウ 

 

配偶者（パートナー）が大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりする 

全 体 72.0 18.3 3.0 6.7 

女 性 74.7 17.4 2.7 5.2 

男 性 71.5 20.6 3.2 4.7 

無回答 64.0 16.2 3.6 16.2 

エ 

 

 

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ない

くせに」「役立たず」などと人格を否定することを

言う 

全 体 77.0 13.1 3.1 6.7 

女 性 84.5 9.0 1.4 5.2 

男 性 71.9 18.2 5.1 4.7 

無回答 64.0 15.3 4.5 16.2 

オ 大声でどなったり、殴るふりをしておどす 

全 体 80.1 11.5 1.9 6.6 

女 性 85.9 8.4 0.5 5.2 

男 性 75.5 17.0 3.2 4.3 

無回答 71.2 9.0 3.6 16.2 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 

ど
ん
な
場
合
で
も
暴
力
に
あ
た
る 

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る 

暴
力
に
あ
た
る
と
は
思
わ
な
い 

無 

回 

答 

カ 殴る、蹴るなどの暴力をふるう 

全 体 90.4 1.5 1.4 6.7 

女 性 93.2 0.8 0.8 5.2 

男 性 90.9 2.4 2.0 4.7 

無回答 80.2 1.8 1.8 16.2 

キ 命の危険を感じさせるほどの暴力をふるう 

全 体 90.8 1.1 1.2 6.8 

女 性 93.8 0.3 0.8 5.2 

男 性 91.3 2.0 2.0 4.7 

無回答 80.2 1.8 0.9 17.1 

ク 

 

見たがっていないのに、ポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる 

全 体 70.9 18.6 3.3 7.2 

女 性 75.5 16.3 2.4 5.7 

男 性 69.6 21.3 4.3 4.7 

無回答 58.6 19.8 3.6 18.0 

ケ 避妊に協力しない 

全 体 68.7 20.5 3.4 7.4 

女 性 73.6 19.0 1.9 5.4 

男 性 65.6 24.1 5.1 5.1 

無回答 59.5 17.1 4.5 18.9 

コ おどしや暴力によって、性的な行為を強要する 

全 体 89.5 1.8 1.8 7.0 

女 性 92.7 1.4 0.8 5.2 

男 性 89.7 2.8 2.8 4.7 

無回答 78.4 0.9 2.7 18.0 

サ 生活費を渡さないなど、経済的に困窮させる 

全 体 79.9 10.0 3.0 7.1 

女 性 83.2 9.2 2.2 5.4 

男 性 79.8 12.3 3.2 4.7 

無回答 69.4 7.2 5.4 18.0 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問２１ 新聞・雑誌・テレビ・インターネット（パソコン・携帯電話）などのメディアにおける性・

暴力表現についてどのように思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 

 

女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が

目立つ 
37.2 41.0 32.8 34.2 

２ 女性に対する犯罪を助長するおそれがある 35.0 37.8 34.8 26.1 

３ 

 

性・暴力が子どもたちの目に触れないように配慮されてい

ない 
44.9 51.1 39.5 36.9 

４ 

 

男は仕事、女は家庭、男は強く、女は弱いなど固定的な男

女のイメージにとらわれている 
27.9 32.1 24.9 20.7 

５ 女性の性を商品化し過ぎている 37.2 40.8 30.8 39.6 

６ 特に感じない 17.3 11.7 25.3 18.0 

７ その他 4.4 5.4 3.2 3.6 

 無回答 5.6 3.5 3.6 17.1 
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【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】 

問２２ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）に対して、次のようなことをしたことがありま

すか。ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に

一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

項 目 

何
度
も
あ
っ
た 

一
、
二
度
あ
っ
た 

全
く
な
い 

無 

回 

答 

ア 何を言われても無視をした 

全 体 8.3 36.1 51.9 3.7 

女 性 9.3 35.3 52.9 2.6 

男 性 6.4 37.4 51.9 4.3 

無回答 9.0 36.0 48.3 6.7 

イ 

 

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や

行動を細かく監視した 

全 体 0.7 4.9 90.8 3.6 

女 性 1.0 5.8 90.7 2.6 

男 性 0.5 3.2 92.0 4.3 

無回答 - 5.6 88.8 5.6 

ウ 

 

配偶者（パートナー）が大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりした 

全 体 0.7 3.9 91.2 4.3 

女 性 1.0 5.1 91.0 2.9 

男 性 0.5 3.2 90.9 5.3 

無回答 - 1.1 92.1 6.7 

エ 

 

 

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ない

くせに」「役立たず」などと人格を否定することを

言った 

全 体 1.9 9.4 85.0 3.7 

女 性 1.3 8.0 88.5 2.2 

男 性 3.2 13.9 78.1 4.8 

無回答 1.1 4.5 87.6 6.7 

オ 大声でどなったり、殴るふりをしておどした 

全 体 3.6 18.9 74.0 3.6 

女 性 2.9 13.5 81.4 2.2 

男 性 4.8 29.9 61.0 4.3 

無回答 3.4 14.6 75.3 6.7 

カ 殴る、蹴るなどの暴力をふるった 

全 体 1.0 7.3 88.3 3.4 

女 性 0.6 7.1 90.1 2.2 

男 性 2.1 8.0 85.6 4.3 

無回答 - 6.7 87.6 5.6 

キ 命の危険を感じさせるほどの暴力をふるった 

全 体 0.3 1.5 94.7 3.4 

女 性 - 1.0 96.8 2.2 

男 性 1.1 1.6 93.0 4.3 

無回答 - 3.4 91.0 5.6 

 

全 体  100.0 (588) 

女 性  100.0 (312) 

男 性  100.0 (187) 

無回答  100.0 ( 89) 
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％（人） 

区 分 

 

 

項 目 

何
度
も
あ
っ
た 

一
、
二
度
あ
っ
た 

全
く
な
い 

無 

回 

答 

ク 

 

見たがっていないのに、ポルノビデオやポルノ雑

誌を見せた 

全 体 - 1.0 95.4 3.6 

女 性 - - 97.4 2.6 

男 性 - 2.7 93.0 4.3 

無回答 - 1.1 93.3 5.6 

ケ 避妊に協力しなかった 

全 体 0.5 1.4 94.6 3.6 

女 性 - 0.6 97.1 2.2 

男 性 1.6 2.7 90.9 4.8 

無回答 - 1.1 93.3 5.6 

コ おどしや暴力によって、性的な行為を強要した 

全 体 - 0.7 95.7 3.6 

女 性 - 0.3 97.4 2.2 

男 性 - 0.5 94.7 4.8 

無回答 - 2.2 92.1 5.6 

サ 生活費を渡さないなど、経済的に困窮させた 

全 体 0.3 1.7 94.0 3.9 

女 性 0.3 1.9 95.5 2.2 

男 性 - 0.5 94.1 5.3 

無回答 1.1 3.4 88.8 6.7 

 

 

【問２２で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２３ そのようなことをするに至った理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(315) 

100.0 
(160) 

100.0 
(110) 

100.0 
(45) 

１ 

 

相手が自分の言うことを聞こうとしないので、行動でわから

せようとしたから 
17.5 17.5 18.2 15.6 

２ 

 

いらいらがつのり、ある出来事がきっかけで感情が爆発した

から 
47.3 50.0 44.5 44.4 

３ 相手がそうされても仕方がないようなことをしたから 29.8 29.4 32.7 24.4 

４ 相手が自分に危害を加えてきたので、身を守ろうと思ったから 4.4 4.4 5.5 2.2 

５ 親しい関係ではこうしたことは当然であるから 1.3 0.6 2.7 - 

６ 自分が相手を管理する立場であったから 0.3 0.6 - - 

７ 覚えていない 7.3 6.3 7.3 11.1 

８ 特に理由はない 3.8 1.9 5.5 6.7 

９ その他 6.7 8.8 4.5 4.4 

 無回答 9.2 8.8 7.3 15.6 

 

全 体  100.0 (588) 

女 性  100.0 (312) 

男 性  100.0 (187) 

無回答  100.0 ( 89) 
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【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】 

問２４ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）から、次のようなことをされたことがあります

か。ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一

つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

項 目 

何
度
も
あ
っ
た 

一
、
二
度
あ
っ
た 

全
く
な
い 

無 

回 

答 

ア 何を言っても無視をされた 

全 体 10.4 23.6 58.7 7.3 

女 性 12.8 19.6 62.5 5.1 

男 性 7.5 31.6 51.9 9.1 

無回答 7.9 21.3 59.6 11.2 

イ 

 

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や

行動を細かく監視された 

全 体 2.0 5.8 85.4 6.8 

女 性 2.9 7.1 85.6 4.5 

男 性 1.6 4.8 84.5 9.1 

無回答 - 3.4 86.5 10.1 

ウ 

 

あなたが大切にしているものを、わざと壊したり

捨てたりされた 

全 体 2.0 6.0 85.0 7.0 

女 性 3.2 4.5 87.5 4.8 

男 性 - 8.6 82.4 9.1 

無回答 2.2 5.6 82.0 10.1 

エ 

 

 

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ない

くせに」「役立たず」などと人格を否定することを

言われた 

全 体 5.8 10.7 76.5 7.0 

女 性 8.0 11.9 75.3 4.8 

男 性 2.7 10.2 78.1 9.1 

無回答 4.5 7.9 77.5 10.1 

オ 大声でどなられたり、殴るふりをしておどされた 

全 体 9.0 14.6 69.6 6.8 

女 性 13.1 17.3 65.1 4.5 

男 性 3.2 9.6 78.1 9.1 

無回答 6.7 15.7 67.4 10.1 

カ 殴る、蹴るなどの暴力をふるわれた 

全 体 2.6 7.0 83.5 7.0 

女 性 3.8 9.0 82.7 4.5 

男 性 1.1 4.8 84.5 9.6 

無回答 1.1 4.5 84.3 10.1 

キ 命の危険を感じるほどの暴力をふるわれた 

全 体 0.9 2.7 89.5 7.0 

女 性 0.6 4.2 90.7 4.5 

男 性 1.1 0.5 88.8 9.6 

無回答 1.1 2.2 86.5 10.1 

 

全 体  100.0 (588) 

女 性  100.0 (312) 

男 性  100.0 (187) 

無回答  100.0 ( 89) 
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％（人） 

区 分 

 

 

項 目 

何
度
も
あ
っ
た 

一
、
二
度
あ
っ
た 

全
く
な
い 

無 

回 

答 

ク 

 

見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見

せられた 

全 体 0.3 1.4 90.8 7.5 

女 性 0.6 1.6 92.6 5.1 

男 性 - 0.5 89.8 9.6 

無回答 - 2.2 86.5 11.2 

ケ 避妊に協力してくれなかった 

全 体 2.4 3.2 87.1 7.3 

女 性 3.8 4.5 86.9 4.8 

男 性 0.5 1.1 88.8 9.6 

無回答 1.1 3.4 84.3 11.2 

コ おどしや暴力によって、性的な行為を強要された 

全 体 1.0 2.2 89.6 7.1 

女 性 1.6 3.5 90.4 4.5 

男 性 0.5 - 89.8 9.6 

無回答 - 2.2 86.5 11.2 

サ 

 

生活費を渡してくれないなど、経済的に困窮させ

られた 

全 体 3.1 2.0 87.9 7.0 

女 性 4.5 2.9 88.1 4.5 

男 性 - 0.5 89.8 9.6 

無回答 4.5 2.2 83.1 10.1 

 

 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２５ 問２４のことをされた時に、子ども（１８歳未満）はそれを見たことはありましたか。（○

は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(265) 

100.0 
(146) 

100.0 
(84) 

100.0 
(35) 

１ あった 35.5 34.9 36.9 34.3 

２ なかった 33.6 35.6 28.6 37.1 

３ わからない 12.8 12.3 14.3 11.4 

４ 子どもはいない 11.7 13.0 13.1 2.9 

 無回答 6.4 4.1 7.1 14.3 

 

全 体  100.0 (588) 

女 性  100.0 (312) 

男 性  100.0 (187) 

無回答  100.0 ( 89) 
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【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２６ 配偶者（パートナー）は、子ども（１８歳未満）に対して、あなたがされていたことと同じ

ことをしたことがありますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(265) 

100.0 
(146) 

100.0 
(84) 

100.0 
(35) 

１ あった 18.5 25.3 8.3 14.3 

２ なかった 57.7 55.5 57.1 68.6 

３ わからない 7.9 5.5 14.3 2.9 

４ 子どもはいない 11.7 12.3 14.3 2.9 

 無回答 4.2 1.4 6.0 11.4 

 

 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２７ 問２４のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(265) 

100.0 
(146) 

100.0 
(84) 

100.0 
(35) 

１ 相談した 29.4 37.0 17.9 25.7 

２ 相談したかったが、相談しなかった 5.7 4.8 6.0 8.6 

３ 相談しようとは思わなかった 54.3 51.4 60.7 51.4 

 無回答 10.6 6.8 15.5 14.3 

 

 

【問２７で、「１ 相談した」と回答した方にお聞きします。】 

問２７－１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(78) 

100.0 
(54) 

100.0 
(15) 

100.0 
(9) 

１ 家族 64.1 64.8 53.3 77.8 

２ 友人・知人 62.8 64.8 66.7 44.4 

３ 同じ経験をした人 - - - - 

４ 職場の上司 1.3 - 6.7 - 

５ 医師・カウンセラー 3.8 3.7 6.7 - 

６ 弁護士 2.6 3.7 - - 

７ 公的な相談窓口・電話相談など 7.7 11.1 - - 

８ 新座市女性困りごと相談室 3.8 5.6 - - 

９ その他 1.3 1.9 - - 

 無回答 - - - - 
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【問２７で、「２ 相談したかったが、相談しなかった」、または「３ 相談しようとは思わなかった」

と回答した方にお聞きします。】 

問２７－２ だれ（どこ）にも相談できなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(159) 

100.0 
(82) 

100.0 
(56) 

100.0 
(21) 

１ だれ（どこ）に相談してよいのかわからなかったから 5.0 3.7 5.4 9.5 

２ 恥ずかしくてだれにも言えなかったから 10.1 8.5 8.9 19.0 

３ 相談しても無駄だと思ったから 16.4 18.3 12.5 19.0 

４ 

 

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい

暴力を受けると思ったから 
2.5 4.9 - - 

５ 

 

相談窓口の担当者の言動により、不快な思いをすると思った

から 
1.3 1.2 1.8 - 

６ 

 

自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくことができ

ると思ったから 
17.6 15.9 17.9 23.8 

７ 世間体が悪いから 5.0 4.9 5.4 4.8 

８ 他人を巻き込みたくないから 6.3 3.7 8.9 9.5 

９ 思い出したくないから 4.4 4.9 3.6 4.8 

10 自分に悪いところがあると思ったから 19.5 19.5 21.4 14.3 

11 相談するほどのことではないと思ったから 49.1 45.1 53.6 52.4 

12 その他 1.3 1.2 - 4.8 

 無回答 10.1 8.5 16.1 - 

 

 

【あなたの１０代から２０代の経験についてお聞きします。結婚している方、結婚したことのある方

については、結婚前についてお答えください。】 

問２８ １０代から２０代の時に、交際相手がいましたか。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 交際相手がいた（いる） 75.4 79.9 71.9 68.5 

２ 交際相手はいなかった（いない） 19.4 17.4 21.3 21.6 

 無回答 5.2 2.7 6.7 9.9 
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【問２８で、「１ 交際相手がいた（いる）」と回答した方にお聞きます】 

問２９ １０代、２０代の時に、交際相手からア～カのようなことをされたことがありますか。（○

は各項目に一つ） 

 
％（人） 

区 分 

 

 

  項 目 

 

代
に
あ
っ
た 

 

代
に
あ
っ
た 

両
方
と
も
あ
っ
た 

全
く
な
い 

無 

回 

答 

ア 

 

殴られたり、蹴られたり、物を投げつけ

られたり、突き飛ばされた（される） 

全 体 2.9 2.2 1.1 92.6 1.3 

女 性 3.4 2.0 1.4 92.5 0.7 

男 性 2.2 2.2 0.5 92.9 2.2 

無回答 2.6 2.6 1.3 92.1 1.3 

イ 

 

 

人格を否定するような暴言や交友関係

を細かく監視するなどの精神的な嫌が

らせをされた（される） 

全 体 2.2 4.0 1.8 90.9 1.1 

女 性 3.4 4.1 2.4 89.5 0.7 

男 性 0.5 3.3 1.1 92.9 2.2 

無回答 1.3 5.3 1.3 92.1 - 

ウ 

 

あなたやあなたの家族への危害をほの

めかすなどの脅迫をされた（される） 

全 体 0.9 1.3 0.5 96.0 1.3 

女 性 1.7 2.0 0.7 94.9 0.7 

男 性 - 0.5 - 97.3 2.2 

無回答 - - 1.3 97.4 1.3 

エ 

 

 

メールやＳＮＳをチェックされたり、メ

ールやＳＮＳの返事をすぐに返さない

と言って怒られたりした（する） 

全 体 2.9 2.5 1.8 91.1 1.6 

女 性 4.1 2.4 2.4 90.1 1.0 

男 性 1.1 3.3 1.1 92.3 2.2 

無回答 2.6 1.3 1.3 92.1 2.6 

オ 性的な行為を強要された（される） 

全 体 1.6 1.4 1.1 94.0 1.8 

女 性 2.7 2.4 1.7 91.8 1.4 

男 性 - - - 97.3 2.7 

無回答 1.3 1.3 1.3 94.7 1.3 

カ 

 

お金を貸しても返さない、いつもおごら

されることがあった（ある） 

全 体 1.3 3.3 0.5 93.7 1.3 

女 性 2.0 4.1 0.3 93.2 0.3 

男 性 - 1.6 - 95.6 2.7 

無回答 1.3 3.9 2.6 90.8 1.3 

 

10 20 
全 体  100.0 (552) 

女 性  100.0 (294) 

男 性  100.0 (182) 

無回答  100.0 ( 76) 
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【問２９で「１０代にあった」、「２０代にあった」、または、「両方ともあった」に一つでも回答した

方にお聞きします】 

問３０ 問２９のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○は一つ） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(81) 

100.0 
(53) 

100.0 
(15) 

100.0 
(13) 

１ 相談した 38.3 45.3 13.3 38.5 

２ 相談したかったが、相談しなかった 21.0 24.5 6.7 23.1 

３ 相談しようとは思わなかった 39.5 30.2 80.0 30.8 

 無回答 1.2 - - 7.7 

 

 

【問３０で、「１ 相談した」と回答した方にお聞きします。】 

問３１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(31) 

100.0 
(24) 

100.0 
(2) 

100.0 
(5) 

１ 家族 41.9 45.8 - 40.0 

２ 友人・知人 90.3 87.5 100.0 100.0 

３ 同じ経験をした人 6.5 4.2 - 20.0 

４ 職場の上司 3.2 4.2 - - 

５ 医師・カウンセラー - - - - 

６ 弁護士 - - - - 

７ 公的な相談窓口・電話相談など 3.2 - - 20.0 

８ 新座市女性困りごと相談室 - - - - 

９ その他 - - - - 

 無回答 - - - - 
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 社会参加 

問３２ あなたは、市の施策について女性の意見や考え方がどの程度反映されていると思いますか。

（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 十分反映されている 2.6 1.9 3.6 2.7 

２ ある程度反映されている 21.4 20.7 25.3 15.3 

３ どちらともいえない 55.5 57.6 52.2 55.9 

４ あまり反映されていない 12.0 13.0 10.3 12.6 

５ ほとんど反映されていない 3.7 3.3 4.3 3.6 

 無回答 4.8 3.5 4.3 9.9 

 

 

【問３２で、「４ あまり反映されていない」、または「５ ほとんど反映されていない」と回答した

方にお聞きします。】 

そう思う理由は何ですか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(115) 

100.0 
(60) 

100.0 
(37) 

100.0 
(18) 

ア 女性議員が少ないため 16.5 18.3 13.5 16.7 

イ 行政機関の女性の管理職が少ないため 6.1 6.7 5.4 5.6 

ウ 審議会や委員会に女性委員が少ないため 2.6 1.7 2.7 5.6 

エ 地域組織のリーダーに女性が少ないため 7.0 6.7 10.8 - 

オ 女性自身の意欲や責任感が乏しいため 7.0 8.3 5.4 5.6 

カ 女性自身が消極的であるため 2.6 3.3 - 5.6 

キ 男性の意識・理解が足りないため 8.7 6.7 13.5 5.6 

ク 社会の仕組みが女性に不利なため 20.9 23.3 13.5 27.8 

ケ 女性の能力に対する偏見があるため 2.6 1.7 2.7 5.6 

コ その他 6.1 5.0 10.8 - 

 無回答 20.0 18.3 21.6 22.2 
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問３３ 市には各種の協議会、審議会、委員会があり、市民の方に委員をお願いしていますが、この

ような委員への就任依頼があった場合、あなたはどうしますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 積極的に引き受ける 3.6 3.0 4.3 3.6 

２ 自分の興味のある分野であれば引き受ける 13.4 12.8 14.6 12.6 

３ 時間に余裕があれば引き受ける 30.6 28.3 33.6 31.5 

４ 家族や周囲の理解が得られれば引き受ける 6.8 6.0 8.3 6.3 

５ 引き受けない 41.0 47.0 34.4 36.0 

６ その他 1.2 1.1 1.6 0.9 

 無回答 3.4 1.9 3.2 9.0 

 

 

問３４ 問３３の場合以外に、市では、委員を募集する場合があります。このような募集があった場

合、あなたはどうしますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 積極的に応募する 1.6 1.1 2.4 1.8 

２ 自分の興味のある分野であれば応募する 10.4 8.7 13.4 9.0 

３ 時間に余裕があれば応募する 21.9 19.6 26.5 18.9 

４ 家族や周囲の理解が得られれば応募する 4.8 2.4 6.7 8.1 

５ 応募しない 55.7 64.4 45.8 49.5 

６ その他 1.0 0.8 0.8 1.8 

 無回答 4.6 3.0 4.3 10.8 
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 防災 

問３５ 防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があると思うことは何ですか。（あてはまるも

のすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 避難所に男女別のトイレや更衣室を設置すること 82.2 86.4 77.9 78.4 

２ 被災者に対する相談窓口を設置すること 66.9 67.9 68.8 59.5 

３ 

 

避難所等における暴力を予防するため、巡回警備等を実施

すること 
60.5 66.6 54.5 54.1 

４ 

 

 

乳幼児、高齢者、障がい者、病人、妊産婦、授乳中の方などの

ニーズを的確に把握すること、また、物資を支給する際には適

切な配慮をすること 

80.9 83.4 78.3 78.4 

５ 

 

避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性

の視点が入ること 
59.6 64.7 53.0 57.7 

６ 

 

防災計画・復興計画などを策定するに当たり、防災会議に

女性が参画すること 
52.6 52.4 53.8 50.5 

７ 

 

救援医療体制（診察・治療体制、妊産婦をサポートする保

健師・助産師の配置）を構築すること 
73.5 76.4 70.8 70.3 

８ 特にない 1.8 0.5 4.0 0.9 

９ その他 3.3 3.8 3.2 1.8 

 無回答 2.0 1.4 1.6 5.4 

 

 

 

 男女平等 

問３６ 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ そのとおりだと思う 3.1 2.4 3.2 5.4 

２ どちらかといえばそう思う 26.8 25.0 29.6 26.1 

３ どちらかといえばそう思わない 30.2 32.6 26.9 29.7 

４ そうは思わない 36.5 37.2 37.9 30.6 

 無回答 3.4 2.7 2.4 8.1 
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【問３６で、「１ そのとおりだと思う」、または「２ どちらかといえばそう思う」と回答した方に

お聞きします。】 

問３６－１ その理由は何ですか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(219) 

100.0 
(101) 

100.0 
(83) 

100.0 
(35) 

１ 男は仕事、女は家事・育児に向いているから 15.1 8.9 19.3 22.9 

２ 

 

男女の役割をはっきり分ける方が、仕事も家庭もうまくい

くから 
13.2 15.8 12.0 8.6 

３ 子どものころから、そうした教育をされているから 12.3 11.9 13.3 11.4 

４ 子どもを育てるには、女性は家庭にいた方がよいから 33.8 28.7 39.8 34.3 

５ 

 

女性は仕事を持っても、勤労条件に恵まれず、仕事と家庭

との両立が難しいから 
12.3 17.8 4.8 14.3 

６ その他 4.6 5.9 4.8 - 

 無回答 8.7 10.9 6.0 8.6 

 

 

【問３６で、「３ どちらかといえばそう思わない」、または「４ そうは思わない」と回答した方に

お聞きします。】 

問３６－２ その理由は何ですか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(488) 

100.0 
(257) 

100.0 
(164) 

100.0 
(67) 

１ 生まれつき男女の役割は決められていないから 8.6 5.1 15.2 6.0 

２ 仕事や家事の能力に男女差はないから 15.6 14.8 14.6 20.9 

３ 

 

従来の慣習が薄れ、男女の役割を固定しない風潮が高まっ

ているから 
12.5 15.6 9.1 9.0 

４ 仕事の面でも活躍している女性が多くなっているから 13.1 14.0 14.0 7.5 

５ 

 

男女ともに社会的にも家庭的にも自立することが望ましい

から 
37.1 36.6 36.0 41.8 

６ その他 4.9 5.4 4.3 4.5 

 無回答 8.2 8.6 6.7 10.4 
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問３７ 日常生活における男女の役割について、本来どうあるべきだと思いますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 男は仕事、女は家事・育児をする 4.4 3.3 4.7 7.2 

２ 

 

男は仕事、女は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事を

する 
13.7 12.5 15.4 13.5 

３ 

 

男女とも仕事をし、家事も男女でするが、育児は主に女性

がする 
6.6 4.1 8.7 9.9 

４ 男女とも仕事をし、家事・育児も男女でする 32.7 35.9 29.2 29.7 

５ 女は仕事、男は家事・育児をする 0.1 0.3 - - 

６ 性別で役割を決める必要はない 38.1 41.0 37.5 29.7 

７ その他 0.8 1.1 0.4 0.9 

 無回答 3.7 1.9 4.0 9.0 

 

 

問３８ 女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。（あてはまるものすべ

てに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 売春・買春・援助交際 43.4 46.2 39.5 43.2 

２ レイプ（強制性交）や痴漢行為など女性への性暴力 69.4 73.1 64.4 68.5 

３ 配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力 50.1 54.6 45.1 46.8 

４ 職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 57.8 60.3 55.7 54.1 

５ 

 

 

職場におけるマタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、

出産を理由に解雇、雇い止めされることや、職場で受ける

精神的、肉体的な嫌がらせ） 

63.7 67.7 58.1 63.1 

６ 

 

職場におけるパワー・ハラスメント（社会的地位や職権を

利用して行う嫌がらせのこと） 
46.6 49.7 43.5 43.2 

７ 女性のヌード写真などを掲載した雑誌 24.6 27.4 20.6 24.3 

８ 

 

人目を引くためだけに女性の性的あるいは外見的な側面を

強調して表現している広告 
30.1 34.5 25.7 25.2 

９ 女性の容姿を競うコンテスト 16.1 14.1 17.8 18.9 

10 特に感じない 8.5 7.1 11.1 7.2 

11 その他 1.9 2.4 1.6 0.9 

 無回答 4.1 1.6 5.5 9.0 
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問３９ 次にあげる分野において、男女の地位は平等であると思いますか。ア～クの各項目について、

それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 

％（人） 

区 分 

 

 

 

項 目 

女
性
が 

 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

や
や
女
性
が 

 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

や
や
男
性
が 

 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

男
性
が 

 
優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

無 

回 

答 

ア 家庭では 

全 体 5.3 11.6 35.2 22.1 12.7 9.8 3.1 

女 性 4.1 12.8 28.3 26.4 15.8 11.4 1.4 

男 性 5.9 9.9 44.7 18.2 8.7 8.7 4.0 

無回答 8.1 11.7 36.9 17.1 11.7 7.2 7.2 

イ 職場では 

全 体 1.4 4.2 22.7 35.0 22.4 10.4 4.0 

女 性 1.1 3.3 16.6 36.7 26.9 13.3 2.2 

男 性 2.4 6.3 32.4 32.4 15.4 7.1 4.0 

無回答 - 2.7 20.7 35.1 23.4 8.1 9.9 

ウ 教育の場では 

全 体 0.8 3.7 50.7 18.2 4.8 18.3 3.6 

女 性 0.8 3.8 46.5 18.8 6.5 22.0 1.6 

男 性 1.2 3.6 55.7 19.0 2.4 14.6 3.6 

無回答 - 3.6 53.2 14.4 4.5 14.4 9.9 

エ 社会活動の場では 

全 体 0.7 2.3 33.2 32.4 12.0 16.0 3.4 

女 性 0.5 1.6 25.8 36.4 14.1 19.6 1.9 

男 性 1.2 3.2 43.5 26.9 7.9 13.0 4.3 

無回答 - 2.7 34.2 31.5 14.4 10.8 6.3 

オ 法律や制度では 

全 体 0.8 4.5 33.2 28.0 11.5 18.2 3.8 

女 性 0.5 3.5 27.4 28.3 14.1 23.9 2.2 

男 性 1.6 5.5 41.1 28.5 6.3 12.6 4.3 

無回答 - 5.4 34.2 26.1 14.4 11.7 8.1 

カ しきたりや慣習では 

全 体 - 2.3 15.3 33.1 32.4 12.7 4.2 

女 性 - 1.9 13.3 30.2 37.5 14.7 2.4 

男 性 - 2.8 17.0 37.2 26.9 11.5 4.7 

無回答 - 2.7 18.0 33.3 27.9 9.0 9.0 

キ 余暇生活では 

全 体 1.2 8.9 45.1 16.0 6.4 18.2 4.2 

女 性 0.3 8.2 39.4 18.5 9.2 21.5 3.0 

男 性 2.8 7.9 53.8 13.0 3.2 15.4 4.0 

無回答 0.9 13.5 44.1 14.4 4.5 13.5 9.0 

ク 全体としては 

全 体 0.3 2.2 26.2 42.1 10.2 15.0 4.0 

女 性 - 0.5 22.0 44.6 12.5 17.7 2.7 

男 性 0.4 4.7 32.0 38.3 7.9 12.6 4.0 

無回答 0.9 1.8 27.0 42.3 8.1 11.7 8.1 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問４０ 男女共同参画社会を実現するために、市がどのような取組を進めたらよいと思いますか。（あ

てはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 学校における男女平等教育の推進 52.3 54.3 51.8 46.8 

２ 女性の社会的な自立を促す講座の開催 26.4 28.3 23.7 26.1 

３ 男女共同参画についての広報活動 29.4 28.5 31.2 27.9 

４ 経営者、事業主に対する啓発活動 32.7 32.1 37.2 24.3 

５ 福祉・健康・労働など女性に関する相談業務 33.3 35.9 27.7 37.8 

６ 保育所などの児童福祉の推進 54.0 56.8 49.8 54.1 

７ 市の審議会などへの女性委員の登用 30.2 28.8 32.8 28.8 

８ 地域活動やボランティア活動への支援 17.6 16.6 18.6 18.9 

９ 男女共同参画に関して活動を行っている団体への支援と育成 23.6 22.6 24.1 26.1 

10 女性起業家の支援と育成 22.4 21.7 23.3 22.5 

11 高齢者介護などの福祉の充実 51.1 56.0 43.1 53.2 

12 男女共同参画推進プラザにおける事業の拡充 13.4 12.0 16.6 10.8 

13 その他 3.8 3.8 4.0 3.6 

 無回答 4.4 2.2 5.9 8.1 
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問４１ 男女共同参画問題に関する次の取組や用語などをご存じですか。ア～トの各項目について、

それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 

％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無 

回 

答 

ア 新座市男女共同参画情報紙 Ｆｏｒ Ｙｏｕ 

全 体 7.5 20.1 68.6 3.8 

女 性 9.0 23.6 64.1 3.3 

男 性 5.1 15.4 77.5 2.0 

無回答 8.1 18.9 63.1 9.9 

イ 

 

第３次にいざ男女共同参画プラン（平成２８年３

月策定） 

全 体 2.3 11.1 82.1 4.5 

女 性 2.4 13.9 80.2 3.5 

男 性 1.6 8.7 87.0 2.8 

無回答 3.6 7.2 77.5 11.7 

ウ 

 

新座市男女共同参画推進条例（平成１２年７月１

日施行） 

全 体 1.9 13.0 80.5 4.6 

女 性 1.6 15.2 79.3 3.8 

男 性 2.0 10.3 85.0 2.8 

無回答 2.7 11.7 73.9 11.7 

エ 女性困りごと相談室（平成１２年１０月１日開設） 

全 体 9.3 29.1 57.0 4.6 

女 性 13.0 36.7 46.7 3.5 

男 性 4.3 18.6 73.9 3.2 

無回答 8.1 27.9 52.3 11.7 

オ 

 

 

男女雇用機会均等法【雇用の分野における男女の

均等な機会及び待遇の確保等に関する法律】 

（昭和６１年施行） 

全 体 35.5 31.0 29.1 4.4 

女 性 32.3 29.9 34.2 3.5 

男 性 42.7 32.0 22.5 2.8 

無回答 29.7 32.4 27.0 10.8 

カ 

 

 

育児・介護休業法【育児休業、介護休業等育児又

は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律】 

（平成４年施行） 

全 体 32.1 37.2 26.5 4.2 

女 性 32.6 36.7 26.9 3.8 

男 性 34.8 36.4 26.5 2.4 

無回答 24.3 40.5 25.2 9.9 

キ 男女共同参画社会基本法（平成１１年施行） 

全 体 13.5 29.5 52.5 4.5 

女 性 10.9 29.3 55.7 4.1 

男 性 19.0 30.8 47.8 2.4 

無回答 9.9 27.0 52.3 10.8 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無 

回 

答 

ク 

 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ。配偶者（パ

ートナー）から振るわれる暴力） 

全 体 72.0 14.8 9.4 3.8 

女 性 75.3 13.3 8.2 3.3 

男 性 71.5 16.6 9.9 2.0 

無回答 62.2 15.3 12.6 9.9 

ケ デートＤＶ（交際相手から振るわれる暴力） 

全 体 51.1 20.8 24.0 4.1 

女 性 56.8 18.8 21.2 3.3 

男 性 45.5 25.3 26.5 2.8 

無回答 45.0 17.1 27.9 9.9 

コ 

 

ＤＶ防止法【配偶者からの暴力の防止及び被害者

の保護等に関する法律】（平成１３年施行） 

全 体 41.9 34.2 19.4 4.5 

女 性 44.8 33.7 17.7 3.8 

男 性 40.7 35.2 21.3 2.8 

無回答 35.1 33.3 20.7 10.8 

サ 

 

男女共同参画週間（毎年６月２３日～２９日の１

週間） 

全 体 4.2 23.1 68.2 4.5 

女 性 4.1 22.8 69.0 4.1 

男 性 5.1 22.1 70.4 2.4 

無回答 2.7 26.1 60.4 10.8 

シ 

 

ジェンダー（社会的・文化的につくられた 

性別のこと） 

全 体 49.0 23.5 23.4 4.1 

女 性 51.4 24.2 21.2 3.3 

男 性 50.2 22.1 24.9 2.8 

無回答 38.7 24.3 27.0 9.9 

ス ＬＧＢＴ（性的マイノリティのこと） 

全 体 52.3 21.3 22.5 3.8 

女 性 54.3 19.3 23.4 3.0 

男 性 54.5 23.7 19.8 2.0 

無回答 40.5 22.5 26.1 10.8 

セ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

全 体 75.7 14.2 6.1 4.0 

女 性 78.5 13.3 5.2 3.0 

男 性 77.1 14.2 5.9 2.8 

無回答 63.1 17.1 9.9 9.9 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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％（人） 

区 分 

 

 

 

 

項 目 

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

無 

回 

答 

ソ 

 

 

マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、 

出産を理由に解雇、雇い止めされることや、 

職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ） 

全 体 72.7 17.1 6.6 3.7 

女 性 76.6 14.9 5.4 3.0 

男 性 72.7 17.8 7.5 2.0 

無回答 59.5 22.5 8.1 9.9 

タ 

 

パワー・ハラスメント（社会的地位や職権を利用

して行う嫌がらせのこと） 

全 体 75.3 14.5 6.4 3.8 

女 性 77.2 14.4 5.4 3.0 

男 性 76.7 13.8 7.1 2.4 

無回答 65.8 16.2 8.1 9.9 

チ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

全 体 39.1 26.5 30.3 4.1 

女 性 35.3 26.6 34.2 3.8 

男 性 47.8 23.7 26.5 2.0 

無回答 31.5 32.4 26.1 9.9 

ツ ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置） 

全 体 9.2 25.7 61.2 4.0 

女 性 7.9 24.7 63.9 3.5 

男 性 11.5 24.9 61.7 2.0 

無回答 8.1 30.6 51.4 9.9 

テ 

 

女性活躍推進法【女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律】（平成２７年施行） 

全 体 10.9 30.6 54.5 4.0 

女 性 9.2 29.1 58.2 3.5 

男 性 15.0 30.0 53.0 2.0 

無回答 7.2 36.9 45.9 9.9 

ト 

 

政治分野における男女共同参画の推進に関する法

律（平成３０年施行） 

全 体 6.8 21.0 68.3 3.8 

女 性 4.9 17.9 73.9 3.3 

男 性 9.1 24.5 64.4 2.0 

無回答 8.1 23.4 58.6 9.9 

 

全 体  100.0 (732) 

女 性  100.0 (368) 

男 性  100.0 (253) 

無回答  100.0 (111) 
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問４２ 新座市男女共同参画推進プラザ（志木駅南口前のにいざほっとぷらざ内に平成１４年２月１

日に開設）をご存じですか。また、ここで開催された講座などに参加したことはありますか。

（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(732) 

100.0 
(368) 

100.0 
(253) 

100.0 
(111) 

１ 男女共同参画推進プラザを知っている 23.1 25.0 18.2 27.9 

２ 男女共同参画推進プラザを知らない 74.9 73.9 80.2 65.8 

 無回答 2.0 1.1 1.6 6.3 

 

 

【問４２で、「１ 男女共同参画推進プラザを知っている」と回答した方にお聞きします。】 

問４２－１－１ 利用したことはありますか。（○は一つ） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(169) 

100.0 
(92) 

100.0 
(46) 

100.0 
(31) 

１ 利用したことがある 14.2 17.4 6.5 16.1 

２ 利用したことはない 85.8 82.6 93.5 83.9 

 無回答 - - - - 

 

 

【問４２－１－１で、「１ 利用したことがある」と回答した方にお聞きします。】 

問４２－１－２ どのようなことで利用しましたか。（あてはまるものすべてに○） 
％（人） 

  全 体 女 性 男 性 無回答 

  
100.0 
(24) 

100.0 
(16) 

100.0 
(3) 

100.0 
(5) 

１ 講演会や映画鑑賞会に参加した 50.0 50.0 33.3 60.0 

２ パネル展など展示物を見た 75.0 68.8 100.0 80.0 

３ 

 

情報交流コーナーにおいて、男女共同参画に関する図書や

情報誌を閲覧した 
25.0 18.8 33.3 40.0 

４ 女性困りごと相談を受けた 4.2 6.3 - - 

５ 女性法律相談を受けた - - - - 

６ その他 8.3 6.3 - 20.0 

 無回答 4.2 6.3 - - 

 

 

 



第３章 調査の結果 

 53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 調査の結果 
 

 



第３章 調査の結果 

 54 
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１．調査回答者の基本的特性 

Ｆ１ あなたの性別は。 

「女性」が５０．３％、「男性」が３４．６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本市では、自分の体の性と心の性が同じでない「性同一性障がい」のある方々の心情に配慮し、市民の皆様に

記入していただくアンケートについて、性別記載欄を設けないか又は男女の他に「その他」という欄を設けて

います。 

 

Ｆ２ あなたの年齢は。（○は一つ） 

女性では「５０歳代」が２１．５％で最も高く、次いで「４０歳代」が２０.４％、「６０歳代」

が１９．３％と続いている。男性では「５０歳代」は２３．３％で最も高く、次いで「６０歳代」

が２２．９％、「３０歳代」が１５．８％、「４０歳代」が１５．４％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

1.6

1.9

2.0

0.0

7.1

8.2

6.7

4.5

13.4

13.3

15.8

8.1

18.7

20.4

15.4

20.7

19.7

21.5

23.3

5.4

20.9

19.3

22.9

21.6

16.3

14.4

12.6

30.6

2.3

1.1

1.2

9.0

(%)

(732)

無
回
答

男
性

34.6 50.3 0.0 15.2

女
性

そ
の
他

n

10 

歳 

代 

30 

歳 

代 

20 

歳 

代 

40 

歳 

代 

70 

歳 

以 

上 

50 

歳 

代 

60 

歳 

代 

無 

回 

答 
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Ｆ３ あなたは、新座市にお住まいになって何年になりますか。（○は一つ） 

男女とも「３０年以上」が最も高く、女性では３１．０％、男性では２６．５％となっている。次い

で女性では「１０年以上２０年未満」が２３．１％、男性では「２０年以上３０年未満」が２１．７％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

年 

未 

満 

10５ 

年年 

未以 

満上 

５３ 

年年 

未以 

満上 

2010 

年年 

未以 

満上 

か生 

らま 

ずれ 

って 

とか 

 ら 

3020 

年年 

未以 

満上 

30 

年 

以 

上 

無 

回 

答 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

6.3

6.5

5.1

8.1

5.2

5.2

6.3

2.7

7.9

7.1

8.3

9.9

21.4

23.1

19.8

19.8

19.3

18.8

21.7

15.3

29.0

31.0

26.5

27.9

9.2

7.6

12.3

7.2

1.8

0.8

9.0



第３章 調査の結果 

 57 

Ｆ４ あなたの家族の構成は。（○は一つ） 

全体では、「両親＋子ども」が４５．２％で最も高く、次いで「夫婦のみ」が２６．６％、「一人住まい」

が９．７％、「ひとり親＋子ども」が７．４％と核家族が続き、以下「親＋子ども夫婦＋孫」が５．２％、

「親＋子ども夫婦」が１．４％、「兄弟姉妹」が０．５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

一人住まい

夫婦のみ

ひとり親＋子ども

両親＋子ども

親＋子ども夫婦

親＋子ども夫婦＋孫

兄弟姉妹

その他

無回答

9.7

26.6

7.4

45.2

1.4

5.2

0.5

2.0

1.9

8.4

26.1

8.7

46.5

0.5

6.5

0.5

2.4

0.3

11.5

26.5

5.9

47.4

2.0

4.0

-

2.0

0.8

9.9

28.8

6.3

36.0

2.7

3.6

1.8

0.9

9.9

0 10 20 30 40 50

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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Ｆ５ あなたには、子どもがいますか。 

全体では、「いる」が７０．６％、「いない」が２８．０％となっている。女性は「いる」（７４．５％）

が、男性（６４．８％）に比べ、９．７ポイント高くなっている。 

子どもの人数は、「２人」が５４．２％と半数を超えており、次いで「１人」が２６．９％、「３人」

が１４．５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもがいる人の、子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・未既婚別 子どもの有無】 

        【女 性】               【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (517)

女性 (274)

男性 (164)

無回答 (79)

26.9

29.6

23.2

25.3

54.2

53.6

54.9

54.4

14.5

12.4

18.3

13.9

2.1

2.6

1.8

1.3

0.4

0.4

0.6

0.0

1.9

1.5

1.2

5.1

１
人

４
人

３
人

５
人

無
回
答

２
人

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

い
な
い

70.6

74.5

64.8

71.2

28.0

25.5

35.2

19.8

1.4

9.0

い
る

無
回
答

n (%)

既婚 (174)

未婚 (66)

死別 (3)

離別 (10)

い
な
い

89.7

100.0

50.0

10.3

100.0

50.0

い
る

無
回
答

n (%)

既婚 (267)

未婚 (55)

死別 (23)

離別 (22)

い
な
い

88.8

1.8

82.6

77.3

11.2

98.2

17.4

22.7

い
る

無
回
答
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Ｆ６ 子どものいる方にお聞きします。一番年齢の低い子どもは、現在次のどれにあてはまり

ますか。（○は一つ）〔子どもと同居していない場合も含みます。〕 

全体では、「社会人（未婚）」が２９．６％で最も高く、次いで「社会人（既婚）」が２６．１％、「小

学生」が１１．８％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ７ あなたは、結婚の経験がありますか。（○は一つ） 

男女とも「既婚」が最も高く、女性が７２．６％、男性が６８．８％となっている。男女差があ

る項目として、「未婚」は、男性（２６．１％）が、女性（１４．９％）に比べ、１１．２ポイント高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

70.6

72.6

68.8

68.5

18.0

14.9

26.1

9.9

4.4

6.3

1.2

5.4

5.3

6.0

4.0

6.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.3

0.0

9.9

既
婚

離
別

死
別

そ
の
他

無
回
答

未
婚

(%)

１歳未満

１～３歳未満

３歳～小学校入学前

小学生

中学生

高校生

短大・各種学校・大学生・大学院生・浪人生

社会人（未婚）

社会人（既婚）

無回答

2.7

5.8

7.5

11.8

5.6

5.0

5.0

29.6

26.1

0.8

3.6

5.8

8.0

13.5

5.8

6.6

5.1

24.5

25.9

1.1

1.8

6.1

7.9

10.4

6.1

3.7

5.5

34.8

23.2

0.6

1.3

5.1

5.1

8.9

3.8

2.5

3.8

36.7

32.9

-

0 10 20 30 40 50

全 体 n = (517)

女 性 n = (274)

男 性 n = (164)

無回答 n = ( 79)
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Ｆ８ 【Ｆ７で、「１ 既婚」と答えた方にお聞きします。】 

あなたの配偶者（パートナー）の職業は。（○は一つ） 

全体では、「勤め人（正規雇用）」が３８．９％で最も高く、次いで「無職」が１８．０％、「勤め人

（パートなど、フルタイムでない非正規雇用）」が１３．２％、「専業主婦・専業主夫」が１２．２％、

「自由業・自営業・家業（農業・会社経営など）」が１１．８％と続いている。 

性別で見ると、女性では「勤め人（正規雇用）」が５０．９％で最も高く、次いで「無職」が２０．６％、

「自由業・自営業・家業（農業・会社経営など）」が１４．６％となっている。男性では「専業主婦・専

業主夫」が３２．２％で最も高く、次いで「勤め人（正規雇用）」が２３．０％、「勤め人（パートなど、

フルタイムでない非正規雇用）」が２１．３％となっている。 

(%)

自由業・自営業・家業

（農業・会社経営など）

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用

（臨時・派遣・アルバイトなど））

勤め人（パートなど、フルタイム

でない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

無回答

11.8

38.9

5.2

13.2

0.2

12.2

-

18.0

-

0.6

14.6

50.9

6.0

6.4

-

0.7

-

20.6

-

0.7

8.0

23.0

4.6

21.3

-

32.2

-

10.9

-

-

10.5

32.9

3.9

18.4

1.3

6.6

-

25.0

-

1.3

0 20 40 60

全 体 n = (517)

女 性 n = (267)

男 性 n = (174)

無回答 n = ( 76)
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２．就業 

（１）職業 

問１ あなたの職業は何ですか。（○は一つ） 

全体では、「勤め人（正規雇用）」が３４．６％で最も高く、次いで「勤め人（パートなど、フルタイ

ムでない非正規雇用）」が１７．２％、「専業主婦・専業主夫」が１４．５％、「無職」が１３．４％と

なっている。 

【性別】 

女性では「勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用）」および「専業主婦・専業主夫」が

ともに２４．７％、次いで「勤め人（正規雇用）」が２１．２％、「無職」が１２．２％となっている。 

男性では「勤め人（正規雇用）」が５７．３％で最も高く、次いで「無職」が１３．０％、「自由業・

自営業・家業（農業・会社経営など）」が１２．６％となっている。 

(%)

自由業・自営業・家業

（農業・会社経営など）

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用

（臨時・派遣・アルバイトなど））

勤め人（パートなど、フルタイム

でない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

無回答

7.8

34.6

7.7

17.2

0.4

14.5

2.9

13.4

0.7

1.0

4.9

21.2

7.6

24.7

0.5

24.7

3.0

12.2

0.8

0.3

12.6

57.3

5.9

6.3

-

0.4

3.6

13.0

0.4

0.4

6.3

27.0

11.7

17.1

0.9

12.6

0.9

18.0

0.9

4.5

0 20 40 60

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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（２）就労の有無 

問２ あなたは、収入を伴う仕事に就いていますか。（○は一つ） 

全体では、「仕事に就いている」が６８．７％、「仕事に就いていない」が２９．９％となっている。 

【性別】 

「仕事に就いている」は、男性（８５．０％）が、女性（５９．５％）に比べ、２５．５ポイント高く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年代別】 

女性の２０歳代から５０歳代、男性の２０歳代から６０歳代は、「仕事に就いている」が「仕事に就

いていない」を上回っている。 

        【女 性】               【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

(5)

(17)

(40)

(39)

(59)

(58)

(32)

40.0

88.2

95.0

94.9

93.2

87.9

46.9

60.0

11.8

5.0

5.1

6.8

12.1

53.1

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

10歳代 (7)

20歳代 (30)

30歳代 (49)

40歳代 (75)

50歳代 (79)

60歳代 (71)

70歳以上 (53)

42.9

66.7

69.4

77.3

72.2

49.3

15.1

57.1

30.0

30.6

22.7

25.3

50.7

83.0

3.3

2.5

1.9

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

68.7

59.5

85.0

62.2

29.9

39.4

15.0

32.4

1.4

1.1

5.4

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答
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【性・子どもの有無別】 

子どものいない女性が「仕事に就いている」割合が高く、男性では子どもの有無に関わらず「仕事に

就いている」の割合が高くなっている。 

 

      【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・末子の成長段階別】 

特に高校・大学生等の子どもがいる女性、小学校入学前から高校・大学生等までの子どもがいる男性

は、「仕事に就いている」割合が高くなっている。 

 

       【女 性】                【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

小学校入学前 (48)

小・中学校 (53)

高校・大学生等 (32)

社会人(未婚) (67)

社会人(既婚) (71)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

58.3

69.8

90.6

55.2

35.2

41.7

30.2

9.4

44.8

63.4 1.4

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

いる (274)

いない (94)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

56.9

67.0

42.7

29.8

0.4

3.2

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

(26)

(27)

(15)

(57)

(38)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

100.0

100.0

100.0

73.7

71.1

26.3

28.9

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

(164)

(89)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

84.1

86.5

15.9

13.5

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答
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「仕事に就いている」は、男女とも［平成２６年］より増加し、特に男性は［平成２６年］（６７．４％）

から１７．６ポイント増加している。 

 

性別 就労の有無 

      【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仕事に就いている」女性の割合は３０歳代および６０歳以上で［平成２６年］より高くなったが、

その他の年代は低くなっている。 

男性は６０歳以上を除き［平成１１年］と同程度の水準となっている。 

 

性・年代別 仕事に就いている割合 

【女 性】                   【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

(253)

(356)

(358)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

85.0

67.4

81.6

15.0

31.7

16.5

0.8

2.0

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

n (%)

令和元年 (368)

平成26年 (456)

平成11年 (500)

仕
事
に

就
い
て
い
な
い

59.5

51.5

52.8

39.4

46.9

45.6

1.1

1.5

1.6

仕
事
に

就
い
て
い
る

無
回
答

 (%)

40.0

88.2

95.0 94.9
93.2

73.3

70.8
93.9

96.4

90.9

41.7

87.5
96.1

96.6 94.7

60.5

0

20

40

60

80

100

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

令和元年 平成26年 平成11年

 (%)

42.9

66.7 69.4
77.3 72.2

34.7

66.7

60.7

83.1
81.0

23.6

65.8

47.6

64.9 67.5

20.5

0

20

40

60

80

100

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

これまでの調査との比較 
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（３）就業の理由 

問２－１ 仕事に就いている理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「生計を維持するため」が７２．６％で最も高くなっている。次いで「将来に備えて貯蓄

するため」が４４．７％、「生活費に余裕が欲しいため」が４１．２％、「自分で自由になるお金が

欲しいため」が３９．６％、「社会や他人とのつながりを持つため」が３２．８％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「生計を維持するため」は、男性（８３．３％）が、女性（６５．３％）

に比べ、１８．０ポイント高くなっている。また、「働くことは当たり前のことであるため」、「住宅ロ

ーンや住宅資金、家賃のため」は、男性が女性を大きく上回っている。一方、「生活費に余裕が欲しい

ため」、「自分で自由になるお金が欲しいため」、「社会や他人とのつながりを持つため」は、女性が男性

を上回っている。 

 
(%)

生計を維持するため

将来に備えて貯蓄するため

生活費に余裕が欲しいため

自分で自由になるお金が欲しいため

社会や他人とのつながりを持つため

働くことは当たり前のことであるため

住宅ローンや住宅資金、家賃のため

子どもの教育資金のため

自分の能力・技術・資格を生かすため

働くことが好きであるため

社会的な信頼を得るため

家業であるため

その他

無回答

72.6

44.7

41.2

39.6

32.8

27.0

26.0

25.8

24.5

18.9

16.3

2.6

2.0

0.2

65.3

45.2

49.3

47.0

40.6

21.0

19.6

27.9

27.4

23.7

13.7

2.3

0.5

-

83.3

46.5

32.6

32.1

24.2

34.4

33.5

23.3

23.7

14.0

20.0

2.8

3.3

0.5

62.3

37.7

42.0

39.1

34.8

23.2

23.2

27.5

17.4

18.8

13.0

2.9

2.9

-

0 20 40 60 80 100

全 体 n = (503)

女 性 n = (219)

男 性 n = (215)

無回答 n = ( 69)
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【性・年代別】（上位１０項目） 

「生計を維持するため」は、女性では３０歳代以上のどの世代においても最も高く、男性では２０歳

代以上のどの世代においても最も高くなっている。 

【女性・２０歳代】では「自分で自由になるお金が欲しいため」が７５．０％で最も高くなっている。 

男性では、「住宅ローンや住宅資金、家賃のため」及び「子どもの教育資金のため」は、３０～４０

歳代が他の年代より高くなっている。女性では、「働くことが好きであるため」は、７０歳以上が他の

年代より高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(34)

(%)n

(3)

(20)

(%)

(51)

(15)

(38)

(37)

(58)

(57)

(35)

(8)

(2)

(15)

(48)

(%) (%) (%)

-

45.0

17.6

25.9

21.1

5.7

12.5

100.0

33.3

36.8

40.5

43.6

23.5

13.3

0 50 100

-

10.0

26.5

20.7

22.8

25.7

50.0

50.0

-

10.5

13.5

14.5

15.7

26.7

0 50 100

-

20.0

23.5

27.6

22.8

42.9

37.5

-

26.7

34.2

27.0

21.8

19.6

13.3

0 50 100

-

15.0

52.9

43.1

22.8

-

-

-

6.7

42.1

43.2

29.1

2.0

-

0 50 100

-

10.0

26.5

29.3

21.1

2.9

-

-

20.0

52.6

45.9

41.8

11.8

20.0

0 50 100

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(15)

(48)

(51)

(3)

(20)

(58)

(57)

(35)

(34)

(38)

(8)

(2)

(15)

(37)

n (%) (%) (%) (%) (%)

-

45.0

79.4

70.7

71.9

48.6

62.5

50.0

66.7

86.8

94.6

96.4

72.5

60.0

0 50 100

-

30.0

50.0

36.2

42.1

45.7

37.5

50.0

26.7

26.3

13.5

30.9

21.6

26.7

0 50 100

100.0

75.0

41.2

41.4

54.4

28.6

50.0

100.0

53.3

42.1

32.4

36.4

21.6

-

0 50 100

33.3

30.0

55.9

55.2

56.1

34.3

37.5

-

46.7

39.5

32.4

25.5

33.3

33.3

0 50 100

33.3

60.0

64.7

44.8

45.6

22.9

12.5

100.0

53.3

60.5

45.9

52.7

35.3

20.0

0 50 100

□ □ □ □ □生活費に余裕が

欲しいため

自分で自由にな

るお金が欲しい

ため

社会や他人との

つながりを持つ

ため

生計を維持する

ため

将来に備えて貯

蓄するため

□ □ □ □ □住宅ローンや住

宅資金、家賃の

ため

子どもの教育資

金のため

自分の能力・技

術・資格を生か

すため

働くことが好き

であるため

働くことは当た

り前のことであ

るため
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平成２１年調査までの回答は「○は三つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

女性は「家業であるため」を除くすべての項目で増加しており、特に「生計を維持するため」が［平

成２６年］（５５．７％）より９．６ポイント増加している。 

男性は「生計を維持するため」が［平成２６年］（８６．７％）よりわずかながら減少したが、依然

として最も高くなっている。 

 

性別 就業の理由 

 【女 性】                      【男 性】 

 

 

 

(%) (%)

生計を維持するため

将来に備えて

貯蓄するため

生活費に余裕が

欲しいため

自分で自由になるお金が

欲しいため

社会や他人との

つながりを持つため

働くことは当たり前の

ことであるため

住宅ローンや住宅資金、

家賃のため

子どもの教育資金のため

自分の能力・技術・

資格を生かすため

働くことが好きで

あるため

社会的な信頼を得るため

家業であるため

その他

無回答

令和元年 n = (219)

平成26年 n = (235)

平成11年 n = (264)

83.3

46.5

32.6

32.1

24.2

34.4

33.5

23.3

23.7

14.0

20.0

2.8

3.3

0.5

86.7

45.0

34.6

32.1

24.2

38.3

37.9

29.2

23.8

20.8

19.2

6.3

1.7

0.8

79.5

22.9

16.1

11.3

13.0

28.1

21.2

12.0

15.1

7.5

5.1

5.5

1.0

0.7

0 20 40 60 80 100

65.3

45.2

49.3

47.0

40.6

21.0

19.6

27.9

27.4

23.7

13.7

2.3

0.5

-

55.7

44.3

42.1

43.4

33.6

17.9

17.4

21.7

25.5

19.1

8.1

6.4

2.1

-

39.4

24.6

27.3

33.7

24.6

15.5

11.0

8.7

22.0

17.0

2.7

8.7

2.7

0.8

020406080100

令和元年 n = (215)

平成26年 n = (240)

平成11年 n = (292)

これまでの調査との比較 
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（４）非就業の理由 

問２－２ 仕事に就いていない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、その他を除き、「働かなくても経済的に困らないため」が２９．７％で最も高く、次いで

「健康上の理由」が１６．０％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「働かなくても経済的に困らないため」は男性（３６．８％）が、女性 

（２７．６％）に比べ、９．２ポイント高くなっている。一方、「家事・育児に専念したいため」およ

び「家事・育児と両立できないため」は女性（いずれも１１．０％）が、男性（いずれも０．０％）に

比べ、高くなっている。 

(%)

働かなくても経済的に困らないため

健康上の理由

高齢者や病人の世話があるため

家事・育児に専念したいため

家事・育児と両立できないため

勤務条件のよい職場がないため

職業能力に自信がないため

就職活動をしたが、採用されないため

妊娠中のため

能力を生かせる職場がないため

家族の反対があるため

家族の転勤のため

その他

無回答

29.7

16.0

9.6

8.2

7.8

7.8

5.0

3.7

3.2

2.3

0.9

0.5

31.5

3.7

27.6

13.8

9.0

11.0

11.0

10.3

4.8

3.4

3.4

0.7

0.7

0.7

35.9

2.8

36.8

21.1

7.9

-

-

2.6

10.5

7.9

-

2.6

-

-

26.3

5.3

30.6

19.4

13.9

5.6

2.8

2.8

-

-

5.6

8.3

2.8

-

19.4

5.6

0 10 20 30 40

全 体 n = (219)

女 性 n = (145)

男 性 n = ( 38)

無回答 n = ( 36)
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平成２１年調査までの回答は「○は三つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

男性は「働かなくても経済的に困らないため」が［平成２６年］（２３．９％）より１２．９ポイン

ト増加している。 

女性は［平成２６年］に比べ、大きな変化はみられない。 

 

性別 非就業の理由 

 【女 性】                      【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査から選択肢に加えた。 

(%) (%)

働かなくても経済的に

困らないため

健康上の理由

高齢者や病人の

世話があるため

家事・育児に

専念したいため

家事・育児と

両立できないため

勤務条件のよい

職場がないため

職業能力に

自信がないため

就職活動をしたが、

採用されないため　※１

妊娠中のため　※１

能力を生かせる

職場がないため

家族の反対があるため

家族の転勤のため

その他

無回答

27.6

13.8

9.0

11.0

11.0

10.3

4.8

3.4

3.4

0.7

0.7

0.7

35.9

2.8

29.4

12.6

6.1

14.0

8.9

11.7

3.7

2.8

1.9

2.3

1.9

0.9

31.8

3.7

27.6

15.8

7.5

17.5

14.9

20.6

5.7

5.7

4.4

1.8

23.7

9.2

010203040

36.8

21.1

7.9

-

-

2.6

10.5

7.9

-

2.6

-

-

26.3

5.3

23.9

26.5

8.0

-

-

8.8

2.7

9.7

-

8.0

-

-

32.7

2.7

22.0

25.4

15.3

1.7

1.7

16.9

3.4

16.9

-

-

30.5

10.2

0 10 20 30 40

令和元年 n = ( 38)

平成26年 n = (113)

平成11年 n = ( 59)

令和元年 n = (145)

平成26年 n = (214)

平成11年 n = (228)

これまでの調査との比較 
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（５）現在の仕事を選んだ理由 

【問１で、「３ 勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイトなど））」又は 

「４ 勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用）」と回答した方にお聞きします。】 

問３ その仕事を選んだ主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「好きな時間に働けるため」が３９．０％で最も高く、次いで「家事・育児との両

立ができるため」が３５．７％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「家事・育児との両立ができるため」は、女性（４７．１％）が、男性（０．０％）

に比べ、高くなっている。一方、「非正規の仕事しかなかったため」は、男性（３２．３％）が、女性

（１３．４％）に比べ、１８．９ポイント高くなっている。 

 
(%)

好きな時間に働けるため

家事・育児との両立ができるため

非正規の仕事しかなかったため

扶養の範囲内で働けるため

仕事の責任が軽いため

配偶者（パートナー）など

家族の同意が得やすいため

パートの仕事しかなかったため

やめるのが簡単なため

期間限定の仕事しかなかったため

その他

無回答

39.0

35.7

18.1

17.0

12.1

11.0

9.3

6.6

0.5

13.2

2.2

38.7

47.1

13.4

21.8

7.6

13.4

9.2

6.7

-

12.6

0.8

29.0

-

32.3

3.2

25.8

12.9

12.9

9.7

3.2

16.1

3.2

50.0

28.1

21.9

12.5

15.6

-

6.3

3.1

-

12.5

6.3

0 10 20 30 40 50

全 体 n = (182)

女 性 n = (119)

男 性 n = ( 31)

無回答 n = ( 32)
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平成２１年調査までの回答は「○は二つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

増減がある項目として、男性では「パートの仕事しかなかったため」が［平成２６年］（２２．２％）

より９．３ポイント減少している。一方、「非正規の仕事しかなかったため」が［平成２６年］（２５．０％）

より７．３ポイント増加している。女性では、［平成２６年］に比べ、大きな変化はみられない。 

 

性別 現在の仕事を選んだ理由 

 【女 性】                      【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査では「夫など家族の同意が得やすいため」。 

※２ 平成21年調査から選択肢に加えた。 

※３ 平成21年調査までの選択肢である。 

(%) (%)

好きな時間に働けるため

家事・育児との

両立ができるため

配偶者（パートナー）など

家族の同意が得やすいため

仕事の責任が軽いため

やめるのが簡単なため

非正規の仕事しか

なかったため　※２

パートの仕事しか

なかったため

期間限定の仕事しか

なかったため　※２

扶養の範囲内で働けるため

その他

特に理由はない　※３

無回答

38.7

47.1

13.4

7.6

6.7

13.4

9.2

-

21.8

12.6

0.8

39.5

45.2

13.7

8.9

4.8

12.1

8.9

2.4

26.6

13.7

1.6

41.6

27.7

10.9

10.2

4.4

21.9

18.2

7.3

4.4

01020304050

29.0

-

12.9

25.8

9.7

32.3

12.9

3.2

3.2

16.1

3.2

36.1

-

-

22.2

8.3

25.0

22.2

5.6

8.3

11.1

-

22.9

-

2.9

14.3

8.6

25.7

8.6

11.4

22.9

0 10 20 30 40 50

※１

令和元年 n = (31)

平成26年 n = (36)

平成11年 n = (35)令和元年 n = (119)

平成26年 n = (124)

平成11年 n = (137)

これまでの調査との比較 
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（６）実際の働き方 

問４ あなたの実際の働き方はどうですか（どうでしたか）。もっとも近いものを選んでくださ

い。（○は一つ） 

１ あなた自身について 

全体では、「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた）」が４６．２％で最も高く、次

いで「子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた）」が１３．９％

となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた）」は、男性

（７１．５％）が、女性（３１．８％）に比べ、３９．７ポイント高くなっている。一方、「子育ての

時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた）」は、女性（２３．４％）が、

男性（０．０％）に比べ、高くなっている。 

(%)

結婚や出産の有無にかかわらず、

仕事を続けている（いた）

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

フルタイムで仕事を続けている（いた）

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

パートタイムで仕事を続けている（いた）

結婚後または子育て終了時から

仕事をもっている（いた）

子どもができるまでは仕事を続け、その後は

仕事に就いていない（いなかった）

結婚するまでは仕事を続け、その後は

仕事に就いていない（いなかった）

仕事に就いていない（就いていなかった）

その他

無回答

46.2

3.4

13.9

4.5

4.0

4.8

4.5

5.9

12.8

31.8

5.4

23.4

6.8

7.1

7.1

3.8

6.8

7.9

71.5

-

-

0.4

-

-

5.1

5.1

17.8

36.0

4.5

14.4

6.3

2.7

8.1

5.4

4.5

18.0

0 20 40 60 80

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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２ 配偶者（パートナー）について 

全体では、「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた）」が５８．０％で最も高くな

っている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた）」は、女性

（７７．９％）が、男性（２９．４％）に比べ、４８．５ポイント高くなっている。一方、「子育ての

時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた）」は、男性（２０．９％）

が、女性（４．８％）に比べ、１６．１ポイント高くなっている。 

(%)

結婚や出産の有無にかかわらず、

仕事を続けている（いた）

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

フルタイムで仕事を続けている（いた）

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

パートタイムで仕事を続けている（いた）

結婚後または子育て終了時から

仕事をもっている（いた）

子どもができるまでは仕事を続け、その後は

仕事に就いていない（いなかった）

結婚するまでは仕事を続け、その後は

仕事に就いていない（いなかった）

仕事に就いていない（就いていなかった）

その他

無回答

58.0

3.9

10.7

3.2

3.6

5.4

3.9

1.5

9.7

77.9

0.6

4.8

1.9

0.6

2.9

2.2

0.6

8.3

29.4

10.2

20.9

4.3

8.6

9.1

5.3

0.5

11.8

48.3

2.2

10.1

5.6

3.4

6.7

6.7

6.7

10.1

0 20 40 60 80

全 体 n = (588)

女 性 n = (312)

男 性 n = (187)

無回答 n = ( 89)
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（７）女性が働くことへの考え方 

問５ 女性が働くことについて、あなたの考え方にもっとも近いものを選んでください。（○は

一つ） 

全体では、「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けるほうがよい」が３１．７％で最も高く、

次いで「子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けるほうがよい」が２３．１％、

「子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続けるほうがよい」が１５．６％となっ

ている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けるほうが

よい」は、女性（２７．４％）が、男性（１７．０％）に比べ、１０．４ポイント高くなっており、最も差

が大きくなっている。 

(%)

結婚や出産の有無にかかわらず、

仕事を続けるほうがよい

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

パートタイムで仕事を続けるほうがよい

子育ての時期だけ一時やめて、その後は

フルタイムで仕事を続けるほうがよい

結婚後または子育て終了時から

仕事をもつほうがよい

子どもができるまでは仕事を続け、

その後は仕事に就かないほうがよい

仕事に就かないほうがよい

結婚するまでは仕事を続け、

その後は仕事に就かないほうがよい

その他

無回答

31.7

23.1

15.6

7.1

3.7

1.6

1.5

9.8

5.9

33.4

27.4

14.7

6.8

2.7

1.1

-

9.8

4.1

29.2

17.0

16.6

8.7

4.3

2.4

3.2

11.5

7.1

31.5

22.5

16.2

4.5

5.4

1.8

2.7

6.3

9.0

0 20 40 60 80

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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【性・年代別】（上位５項目） 

「結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けるほうがよい」は、【男性・５０歳代】が４７．５％

と他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

-

26.7

44.9

32.0

30.4

28.2

43.4

-

17.6

32.5

25.6

47.5

24.1

15.6

0 50 100

-

3.3

4.1

1.3

3.8

4.2

-

-

5.9

2.5

10.3

3.4

1.7

6.3

0 50 100

-

3.3

-

2.7

10.1

11.3

11.3

-

5.9

10.0

-

3.4

15.5

18.8

0 50 100

28.6

3.3

14.3

16.0

16.5

15.5

15.1

20.0

11.8

17.5

7.7

11.9

25.9

18.8

0 50 100

28.6

33.3

26.5

26.7

21.5

35.2

22.6

20.0

23.5

15.0

20.5

13.6

17.2

18.8

0 50 100

□ □ □ □ □結婚や出産の有

無にかかわら

ず、仕事を続け

るほうがよい

子育ての時期だ

け一時やめて、

その後はパート

タイムで仕事を

続けるほうがよ

い

子育ての時期だ

け一時やめて、

その後はフルタ

イムで仕事を続

けるほうがよい

結婚後または子

育て終了時から

仕事をもつほう

がよい

子どもができる

までは仕事を続

け、その後は仕

事に就かないほ

うがよい
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（８）女性が働く上で男性と異なる立場に置かれることへの考え方 

問６ 女性が働く上で、さまざまな面で男性と異なる立場に置かれることについて、どのよう

に考えますか。ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○

は各項目に一つ） 

【性別】 

男女とも「女性には、補助的、雑用的な仕事しか与えられないこと」が「女性に対する差別だと思う」

割合が最も高くなっている。また、女性では、特に「結婚退職の慣習があること」、「定年の年齢が男女

で違うこと」、「同期や同年齢の男性より、賃金が低いこと」が女性に対する差別だと思う割合が男性よ

り高くなっている。 

 

         【女 性】（n=368）          【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

募集や採用で女性は男性より不

利であること

女性を配置しない職種・部門が

あること

昇進面で女性は男性より不利で

あること

（女性の管理職が少ないなど）

同期や同年齢の男性より、賃金

が低いこと

同じ仕事の男性より、研修や出

張の機会が少ないこと

同じ仕事の男性より、転勤など

の人事異動で不利であること

女性には、補助的、雑用的な仕

事しか与えられないこと

結婚退職の慣習があること

出産退職の慣習があること

定年の年齢が男女で違うこと

2.7

5.2

1.9

1.4

3.5

4.1

0.5

1.9

2.4

1.4

33.4

49.2

15.2

9.0

34.8

31.0

5.2

13.9

17.9

8.7

33.4

21.2

46.7

38.3

29.3

31.0

34.8

32.6

33.2

32.9

16.0

12.5

27.4

42.1

16.3

14.4

49.5

39.1

35.6

45.9

11.4

9.8

6.8

7.1

13.6

17.1

7.6

10.3

9.0

9.0

3.0

2.2

1.9

2.2

2.4

2.4

2.4

2.2

1.9

2.2

0.4

7.9

0.4

0.8

1.2

0.8

0.8

2.0

2.0

0.4

26.1

47.8

13.0

10.3

20.6

23.3

5.5

20.2

23.7

7.5

39.9

20.2

46.2

45.8

39.9

36.4

39.1

33.6

33.6

39.9

15.8

11.5

24.9

28.9

20.6

18.6

40.7

24.5

23.3

32.0

13.0

8.3

11.1

9.9

13.4

15.4

9.1

14.6

12.6

15.4

4.7

4.3

4.3

4.3

4.3

5.5
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回
答
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ア 募集や採用で女性は男性より不利であること 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【女性・４０歳代】（４６．７％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（４２．９％）が

他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 女性を配置しない職種・部門があること 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【女性・４０歳代】（６６．６％）および【男

性・５０歳代】（６６．１％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」

は、【男性・１０歳代】（２０．０％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

3.3

9.3

6.3

9.4

28.6

50.0

49.0

57.3

44.3

56.3

37.7

57.1

13.3

26.5

17.3

24.1

16.9

24.5

14.3

10.0

16.3

9.3

11.4

14.1

15.1

13.3
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6.7

12.7

11.3

7.5
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1.3

1.4
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20.0

2.6

11.9

5.2
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20.0
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42.5
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54.2
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40.0

17.6
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25.6

23.7

19.0
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20.0

5.9

15.0
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【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

1.7

23.5

37.5

17.9

27.1

22.4

31.3

60.0

29.4

32.5

53.8

50.8
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17.6
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11.9

27.6
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20.0

17.6
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と
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う
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ウ 昇進面で女性は男性より不利であること（女性の管理職が少ないなど） 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・７０歳以上】（２５．０％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（４２．９％）が

他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 同期や同年齢の男性より、賃金が低いこと 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・７０歳以上】（３１．３％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（１００．０％）

が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

2.0

2.7

1.3

1.9

6.7

6.1

6.7

10.1

8.5

15.1

26.7
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40.0

43.0

39.4

35.8
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49.0

45.3
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33.8
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13.3

5.3

3.8
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15.4

32.2

39.7

21.9

23.5

20.0

12.8

6.8

3.4

6.3

11.8

3.4

21.9

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)
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オ 同じ仕事の男性より、研修や出張の機会が少ないこと 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【女性・７０歳以上】（４９．１％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（５７．１％）が

他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 同じ仕事の男性より、転勤などの人事異動で不利であること 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・７０歳以上】（４６．９％）が他の性・年

代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（２８．６％）が他の性・

年代に比べ、最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

3.3

4.1

2.7

1.3

4.2

11.3

6.7

18.4

38.7

39.2

33.8

32.1

57.1

16.7

46.9

29.3
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33.8

20.8

28.6
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13.9
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13.2
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1.3

9.4

2.5
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17.5

15.4

25.4
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46.9
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37.5

48.7

45.8

36.2
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20.0

23.5

25.0

12.8

15.3

22.4
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【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)
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キ 女性には、補助的、雑用的な仕事しか与えられないこと 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・７０歳以上】（１８．８％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。女性では、７０歳以上を除き、「女性に対する差別だと思う」と回答し

た割合が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク 結婚退職の慣習があること 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・３０歳代】（４５．０％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・６０歳代】（４６．５％）が

他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

6.7

2.0

1.3
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12.2
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30.5
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【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)
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不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う
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ケ 出産退職の慣習があること 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・３０歳代】、女性の１０歳代と２０歳

代が他の性・年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【男性・６０歳代】

（４３．１％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ 定年の年齢が男女で違うこと 

「当然だと思う」と「やむをえないと思う」の合計は、【男性・１０歳代】（４０．０％）が他の性・

年代に比べ、高くなっている。「女性に対する差別だと思う」は、【女性・１０歳代】（７１．４％）が

他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

3.3

2.0

1.3

1.3

1.9

23.3

8.2

6.7

5.1

9.9

9.4

14.3

23.3

34.7

38.7

30.4

33.8

34.0

71.4

26.7

51.0

50.7

50.6

45.1

34.0

14.3

13.3

4.1

2.7

11.4

11.3

13.2

10.0

1.3

7.5

20.0 20.0

17.6

15.0

1.7

5.2

12.5

40.0

17.6

42.5

48.7

44.1

37.9

31.3

17.6

25.0

20.5

44.1

48.3

18.8

20.0

35.3

17.5

28.2

10.2

5.2

15.6

11.8

2.6

3.4

21.9

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

20.0

10.0

20.0

23.5

37.5

17.9

18.6

19.0

31.3

20.0

29.4

22.5

51.3

45.8

31.0

12.5

11.8

15.0

10.3

27.1

43.1

18.8

40.0

23.5

15.0

17.9

8.5

3.4

15.6

11.8

2.6

3.4

21.9

6.7

2.0

2.7

5.1

42.9

36.7

18.4

18.7

13.9

11.3

17.0

14.3

13.3

26.5

37.3

35.4

42.3

32.1

42.9

26.7

40.8

32.0

38.0

38.0

34.0

6.7

12.2

9.3

6.3

8.5

11.3

10.0

1.3

5.7

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う
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女性において、「女性に対する差別だと思う」は、「イ 女性を配置しない職種・部門があること」及び「ウ 

昇進面で女性は男性より不利であること（女性の管理職が少ないなど）」を除き、［平成１１年］から増加傾

向がみられる。特に、「ケ 出産退職の慣習があること」（３５．６％）は［平成１１年］（１７．６％）に

比べ、１８．０ポイント増加しており、「ク 結婚退職の慣習があること」（３９．１％）は［平成１１年］

（２１．６％）に比べ、１７．５ポイント増加している。 

 

性別 女性が働く上で男性と異なる立場に置かれることへの考え方 

ア 募集や採用で女性は男性より不利であること 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

2.7

3.7

2.8

33.4

31.1

35.8

33.4

35.3

31.6

16.0

12.9

10.4

11.4

11.4

10.8

3.0

5.5

8.6

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

0.4

0.8

4.7

26.1

30.3

38.3

39.9

35.4

25.1

15.8

15.7

11.7

13.0

9.6

11.5

4.7

8.1

8.7

 

イ 女性を配置しない職種・部門があること 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 昇進面で女性は男性より不利であること（女性の管理職が少ないなど） 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

1.9

1.8

1.6

15.2

11.2

15.0

46.7

37.9

32.2

27.4

35.3

31.8

6.8

8.1

10.2

1.9

5.7

9.2

0.4

0.6

2.0

13.0

14.0

15.4

46.2

39.6

38.0

24.9

31.5

25.7

11.1

6.2

9.2

4.3

8.1

9.8

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

5.2

6.4

14.0

49.2

45.2

43.6

21.2

21.7

13.0

12.5

13.6

9.8

9.8

7.0

11.2

2.2

6.1

8.4

7.9

8.7

20.1

47.8

46.6

43.0

20.2

18.0

14.2

11.5

11.2

7.0

8.3

7.3

7.3

4.3

8.1

8.4

これまでの調査との比較 
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エ 同期や同年齢の男性より、賃金が低いこと 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

1.4

1.8

2.6

9.0

9.4

16.4

38.3

39.7

28.6

42.1

35.5

31.8

7.1

8.3

11.6

2.2

5.3

9.0

0.8

0.3

1.7

10.3

14.0

23.5

45.8

39.3

34.6

28.9

31.5

19.6

9.9

7.9

10.9

4.3

7.0

9.8

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

 

オ 同じ仕事の男性より、研修や出張の機会が少ないこと 

 

 

 

 

 

 

 

カ 同じ仕事の男性より、転勤などの人事異動で不利であること 

 

 

 

 

 

 

 

キ 女性には、補助的、雑用的な仕事しか与えられないこと 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

0.8

2.8

6.4

23.3

27.8

31.6

36.4

34.3

20.9

18.6

14.3

11.5

15.4

13.2

19.0

5.5

7.6

10.6

4.1

2.9

3.6

31.0

32.9

32.4

31.0

29.8

21.2

14.4

14.3

10.4

17.1

14.3

22.4

2.4

5.9

10.0

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

0.5

0.4

1.6

5.2

7.5

13.4

34.8

37.1

25.2

49.5

43.9

39.6

7.6

6.6

11.0

2.4

4.6

9.2

0.8

0.6

1.1

5.5

5.6

10.9

39.1

40.2

35.8

40.7

39.0

31.8

9.1

7.6

9.5

4.7

7.0

10.9

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

3.5

3.3

5.4

34.8

31.8

31.0

29.3

31.6

23.4

16.3

15.4

13.4

13.6

12.3

17.4

2.4

5.7

9.4

1.2

2.2

2.8

20.6

25.0

29.1

39.9

37.4

29.3

20.6

17.4

14.2

13.4

10.7

13.4

4.3

7.3

11.2
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ク 結婚退職の慣習があること 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

1.9

2.4

2.6

13.9

16.7

23.4

32.6

31.1

28.8

39.1

34.9

21.6

10.3

9.9

13.4

2.2

5.0

10.2

2.0

0.8

2.5

20.2

22.2

33.8

33.6

31.7

29.9

24.5

26.7

12.8

14.6

11.0

11.5

5.1

7.6

9.5

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

当
然
だ
と
思
う

や
む
を
え
な
い

と
思
う

 

ケ 出産退職の慣習があること 

 

 

 

 

 

 

 

コ 定年の年齢が男女で違うこと 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

1.4

1.3

2.8

8.7

7.5

10.4

32.9

32.0

28.2

45.9

41.7

38.0

9.0

12.9

10.8

2.2

4.6

9.8

0.4

1.1

3.1

7.5

10.4

14.0

39.9

41.0

33.8

32.0

28.9

24.3

15.4

11.5

15.4

4.7

7.0

9.5

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (368) 令和元年 (253)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (500) 平成11年 (358)

2.4

3.3

5.0

17.9

21.1

30.0

33.2

31.8

26.8

35.6

30.9

17.6

9.0

8.1

10.8

1.9

4.8

9.8

2.0

1.4

5.6

23.7

27.0

35.8

33.6

30.9

26.5

23.3

23.3

11.5

12.6

10.7

10.9

4.7

6.7

9.8
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（９）女性が働き続ける環境をつくるために必要なこと 

問７ 女性が働き続ける環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（あて

はまるものすべてに○） 

全体では、「育児休業制度・介護休業制度の定着・促進」が７１．７％で最も高く、次いで「保育

所・学童保育などの育児環境の充実と経済的負担の軽減」が６９．０％、「男性の家事・育児の分担」

が５７．８％、「働き続けることへの家族の理解・協力」が５５．１％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「男性の家事・育児の分担」は、女性（６３．９％）が、男性（５４．２％）

に比べ、９．７ポイント高くなっている。また、「男女とも労働時間の短縮を促進」は、女性（４６．７％）

が、男性（３７．２％）に比べ、９．５ポイント高くなっている。 

 

(%)

育児休業制度・介護休業制度の定着・促進

保育所・学童保育などの育児環境の

充実と経済的負担の軽減

男性の家事・育児の分担

働き続けることへの家族の理解・協力

介護サービス、介護施設などの充実

男女とも労働時間の短縮を促進

労働の場での男女平等の推進

その他

無回答

71.7

69.0

57.8

55.1

49.3

40.7

40.4

3.1

2.2

73.6

71.5

63.9

60.1

52.2

46.7

38.3

3.3

0.8

71.5

66.8

54.2

51.4

46.2

37.2

45.1

3.2

2.8

65.8

65.8

45.9

46.8

46.8

28.8

36.9

2.7

5.4

0 20 40 60 80

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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平成２１年調査までの回答は「○は三つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

増減がある項目として、女性では、「男女とも労働時間の短縮を促進」が［平成２６年］（３２.０％）

より１４．７ポイント増加している。 

男性では、「育児休業制度・介護休業制度の定着・促進」が［平成２６年］（６２．６％）より８．９

ポイント増加している。 

 

性別 女性が働き続ける環境をつくるために必要なこと 

 【女 性】                       【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査から選択肢に加えた。 

※２ 平成21年調査までの選択肢である。 

 

 

(%) (%)

育児休業制度・介護休業制度の

定着・促進

保育所・学童保育などの育児環

境の充実と経済的負担の軽減

男性の家事・育児の分担　※１

働き続けることへの

家族の理解・協力

介護サービス、

介護施設などの充実

男女とも労働時間の短縮を促進

労働の場での男女平等の推進

その他

わからない　※２

無回答

73.6

71.5

63.9

60.1

52.2

46.7

38.3

3.3

0.8

75.2

77.2

59.0

59.4

47.6

32.0

35.3

3.5

3.5

54.8

67.4

35.8

37.2

22.6

17.4

2.6

4.0

2.8

020406080

71.5

66.8

54.2

51.4

46.2

37.2

45.1

3.2

2.8

62.6

66.0

47.8

47.2

39.3

31.2

41.3

4.5

3.7

50.6

63.7

29.1

25.4

29.1

29.1

3.9

4.2

3.9

0 20 40 60 80

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

これまでの調査との比較 
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（10）女性が再就職・起業しやすい環境をつくるために必要なこと 

問８ 女性が再就職・起業しやすい環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「保育所・学童保育などの育児環境の充実」が７３．５％で最も高く、次いで「求人情報

の提供や女性が働ける新しい職場、職域の開発」が５３．６％、「再就職・起業することへの家族の理

解・協力」が４３．６％、「再就職・起業制度の促進」が４１．１％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「求人情報の提供や女性が働ける新しい職場、職域の開発」は、女性

（５７．６％）が、男性（４９.８％）に比べ、７．８ポイント高くなっている。 

(%)

保育所・学童保育などの育児環境の充実

求人情報の提供や女性が働ける

新しい職場、職域の開発

再就職・起業することへの家族の理解・協力

再就職・起業制度の促進

再就職・起業準備のための講座や

セミナー、技能訓練の充実

その他

無回答

73.5

53.6

43.6

41.1

32.8

2.7

2.9

75.3

57.6

45.4

40.5

34.5

2.4

1.9

73.1

49.8

42.3

42.7

30.8

3.6

2.8

68.5

48.6

40.5

39.6

31.5

1.8

6.3

0 20 40 60 80

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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（11）職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験 

【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問９ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のよう

なことがありますか。ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでくだ

さい。（○は各項目に一つ） 

【性別】 

男女とも全ての項目で「そうしたことはない」が最も高くなっている。「された経験がある」はすべ

ての項目で女性が男性に比べ、高くなっている。特に「異性の身体にさわる」（１６．７％）、「宴会で

お酌やデュエットを強要する」（１３．６％）および「職場の女性を「女の子」や「オバサン」と呼ぶ」

（１３．６％）が高くなっている。一方、「話に聞いたことがある」はすべての項目で男性が女性に比

べ、高くなっている。 

 

         【女 性】（n=354）          【男 性】（n=240） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※［その他］は、括弧内に具体的な記述のないものは集計に含めていないため、グラフに反映していない 

(%) (%)

嫌がっているのに性に関する話

を聞かせる

異性の身体にさわる

宴会でお酌やデュエットを強要

する

上司が地位を利用した性的誘い

をする

結婚予定や出産予定をたびたび

聞く

ヌード写真を見せたり、ヌード

や水着のポスターなどを見える

所に貼る

職場の女性を「女の子」や「オ

バサン」と呼ぶ

容姿について不快なことを言う

年齢について、とりたてて話題

にしたり、からかったりする

0.4

0.4

0.4

0.4

0.4

1.7

0.8

8.8

11.3

12.9

3.3

8.8

2.5

18.8

12.9

14.6

17.1

17.9

13.8

15.4

20.8

4.2

23.3

23.3

17.9

67.9

64.2

67.5

75.0

63.8

87.5

51.3

56.3

60.8

5.8

6.3

5.4

6.3

6.3

5.8

6.3

5.8

5.8

11.3

16.7

13.6

5.9

8.5

2.0

13.6

10.5

9.9

5.6

5.1

8.5

2.8

4.0

4.2

9.6

7.3

7.3

10.7

11.6

9.3

9.9

11.9

1.4

12.7

12.4

11.6

65.3

60.2

62.1

74.9

68.4

85.3

57.6

62.7

64.1

7.1

6.5

6.5

6.5

7.3

7.1

6.5

7.1

7.1

さ
れ
た
経
験
が
あ
る

見
た
こ
と
が
あ
る

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験
が
あ
る

見
た
こ
と
が
あ
る

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答
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「そうしたことはない」は、男性がすべての項目で［平成１１年］から増加傾向がみられる。 

増減がある項目として、「された経験がある」は、女性の「ウ 宴会でお酌やデュエットを強要する」

が［平成１１年］（２３．７％）から減少傾向がみられ、１０．１ポイント減少している。 

 

性別 職場でのセクシュアル・ハラスメントの経験 

ア 嫌がっているのに性に関する話を聞かせる 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

11.3

9.0

13.9

5.6

4.4

3.6

10.7

15.1

18.4

65.3

58.8

56.0

7.1

12.7

8.1

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る

0.4

2.0

0.9

8.8

7.3

9.7

17.1

20.5

20.6

67.9

54.8

50.4

5.8

15.4

18.3

 

イ 異性の身体にさわる 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 宴会でお酌やデュエットを強要する 

 

 

 

 

 

 

 

エ 上司が地位を利用した性的誘いをする 

 
【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

5.9

3.9

6.6

2.8

3.1

1.7

9.9

12.1

15.2

74.9

68.6

68.6

6.5

12.3

7.9

0.0

0.6

3.2

3.3

3.9

0.0

15.4

13.5

21.8

75.0

66.6

56.0

6.3

15.4

18.9

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

0.4

2.5

1.2

12.9

15.2

19.8

13.8

14.6

16.5

67.5

52.5

43.7

5.4

15.2

18.9

13.6

15.8

23.7

8.5

7.9

10.7

9.3

10.5

11.5

62.1

52.4

46.2

6.5

13.4

7.9

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

0.4

1.1

0.6

11.3

12.1

15.0

17.9

18.3

15.3

64.2

53.4

51.6

6.3

15.2

17.4

16.7

15.4

17.5

5.1

7.9

6.8

11.6

10.3

12.4

60.2

53.9

55.3

6.5

12.5

7.9

これまでの調査との比較 
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オ 結婚予定や出産予定をたびたび聞く 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

0.4

1.7

0.3

8.8

7.6

8.3

20.8

14.9

20.1

63.8

58.7

51.6

6.3

17.1

19.8

8.5

8.6

10.3

4.0

4.6

1.9

11.9

9.9

13.2

68.4

64.0

66.0

7.3

12.9

8.5

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る

 

カ ヌード写真を見せたり、ヌードや水着のポスターなどを見える所に貼る 

 

 

 

 

 

 

 

キ 職場の女性を「女の子」や「オバサン」と呼ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

ク 容姿について不快なことを言う 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

2.0

1.5

4.1

4.2

1.3

6.8

1.4

3.7

3.2

85.3

80.0

77.6

7.1

13.4

8.3

0.0

0.3

0.6

2.5

3.1

9.7

4.2

5.9

8.3

87.5

74.2

61.9

5.8

16.6

19.5

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

10.5

11.4

16.5

7.3

9.4

6.0

12.4

14.5

15.2

62.7

52.0

54.9

7.1

12.7

7.5

1.7

1.1

0.9

12.9

12.1

13.3

23.3

18.3

20.6

56.3

53.1

46.0

5.8

15.4

19.2

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

平成11年 (468) 平成11年 (339)

13.6

14.5

22.2

9.6

9.4

9.4

12.7

12.9

15.4

57.6

50.2

46.4

6.5

12.9

6.6

0.4

1.4

0.9

18.8

13.2

18.9

23.3

22.5

20.6

51.3

47.8

42.2

6.3

15.2

17.4
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ケ 年齢について、とりたてて話題にしたり、からかったりする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「ケ 年齢について、とりたてて話題にしたり、からかったりする」は平成26年調査から調査項目に追
加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 n (%) 【男性】 n (%)

令和元年 (354) 令和元年 (240)

平成26年 (456) 平成26年 (356)

0.8

1.4

14.6

11.5

17.9

21.1

60.8

50.8

5.8

15.2

9.9

12.3

7.3

7.0

11.6

13.8

64.1

54.4

7.1

12.5

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る

話
に
聞
い
た

こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た

こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験

が
あ
る

見
た
こ
と
が

あ
る
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（12）職場でのマタニティ・ハラスメントの経験 

【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問１０ マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされるこ

とや、職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のよ

うなことがありますか。ア～キの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでく

ださい。（○は各項目に一つ） 

【性別】 

男女とも全ての項目で「そうしたことはない」が最も高くなっている。 

 

         【女 性】（n=354）          【男 性】（n=240） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※［その他］は、括弧内に具体的な記述のないものは集計に含めていないため、グラフに反映していない 

(%) (%)

  妊娠中や産休・育休明けな

  どに、休暇を取ることなど

  について心無いことを言う

  妊娠・出産がきっかけで、

  解雇や契約打ち切り、自主

  退職への誘導等をする

  妊娠中や産休・育休明け

  などに、残業や重労働

  などを強いる

  妊娠・出産がきっかけで、

  望まない異動をさせる

  妊娠・出産がきっかけで、

  雇用形態を変更する

  妊娠・出産がきっかけで、

  給料を減らす

0.4

0.4

0.4

2.9

2.9

1.3

1.3

1.7

1.3

20.0

13.8

4.2

10.8

15.0

9.6

69.2

75.4

86.7

79.2

75.4

81.3

7.5

7.5

7.9

8.3

7.9

7.9

4.5

3.1

1.1

2.0

2.3

1.7

3.7

4.0

1.1

4.0

4.5

2.0

16.7

11.3

5.4

13.6

12.4

8.8

65.5

72.6

82.8

71.2

71.2

78.2

9.6

9.0

9.6

9.3

9.6

9.3

さ
れ
た
経
験
が
あ
る

見
た
こ
と
が
あ
る

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

さ
れ
た
経
験
が
あ
る

見
た
こ
と
が
あ
る

話
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

そ
う
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答
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（13）育児休業・介護休業の取得 

問１１ 育児や家族介護を行うために、法律に基づき育児休業や介護休業を取得できる制度が

あります。あなたは、この制度を活用して、育児休業や介護休業を取得したことがあり

ますか。（○は各項目に一つ） 

 

ア 育児休業 

全体では、「取得したことがない」が６６．５％で最も高くなっている。一方、「取得したことがある」

が１０．５％となっている。 

取得したことがない主な理由としては、「在職中に育児・介護の対象者がいなかった」を除き、「その

ような制度がなかった」が最も高くなっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「取得したことがある」は、女性（１５．８％）が、男性（４．３％）に比

べ、１１．５ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「取得したことがない」主な理由 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

10.5

15.8

4.3

7.2

66.5

64.6

74.7

54.1

9.7

9.5

9.1

11.7

13.3

10.1

11.9

27.0

取
得
し
た

こ
と
が
あ
る

無
回
答

働
い
た

こ
と
が
な
い

取
得
し
た

こ
と
が
な
い

(%)

そのような制度がなかった

制度があることを知らなかった

取得しなくても対応できた

（有給休暇で対応した場合を含む）

取得したかったが、周囲の事情などに

より取得できなかった

自分の仕事や業績に支障が出る

取得すると収入が下がる

在職中に育児・介護の

対象者がいなかった

28.3

5.5

15.0

4.7

3.3

1.6

41.5

27.7

7.6

7.1

5.0

0.4

1.3

50.8

28.6

3.2

22.2

4.8

6.9

1.6

32.8

30.0

5.0

23.3

3.3

3.3

3.3

31.7

0 20 40 60

全 体 n = (487)

女 性 n = (238)

男 性 n = (189)

無回答 n = ( 60)
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イ 介護休業 

全体では、「取得したことがない」が７４．７％で最も高くなっている。 

取得したことがない主な理由としては、「在職中に育児・介護の対象者がいなかった」を除き、「その

ような制度がなかった」が最も高くなっている。 

【性別】 

取得したことがない主な理由では、「在職中に育児・介護の対象者がいなかった」を除き、男女とも

に「そのような制度がなかった」が最も高く、次いで女性では「制度があることを知らなかった」、男

性では「取得しなくても対応できた（有給休暇で対応した場合を含む）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「取得したことがない」主な理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

0.8

1.4

0.4

0.0

74.7

77.4

77.9

58.6

9.7

9.5

9.1

11.7

14.8

11.7

12.6

29.7

取
得
し
た

こ
と
が
あ
る

無
回
答

働
い
た

こ
と
が
な
い

取
得
し
た

こ
と
が
な
い

(%)

そのような制度がなかった

制度があることを知らなかった

取得しなくても対応できた

（有給休暇で対応した場合を含む）

取得したかったが、周囲の事情などに

より取得できなかった

自分の仕事や業績に支障が出る

取得すると収入が下がる

在職中に育児・介護の

対象者がいなかった

19.9

7.3

10.1

2.4

2.4

1.8

56.1

18.6

8.4

7.0

2.1

1.1

2.1

60.7

20.8

5.6

14.2

2.0

5.1

1.5

50.8

23.1

7.7

10.8

4.6

-

1.5

52.3

0 20 40 60 80

全 体 n = (547)

女 性 n = (285)

男 性 n = (197)

無回答 n = ( 65)
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３．家庭生活 

（１）家庭生活における男女の役割分担に関する考え 

問１２ 家庭生活における役割分担について、どのように考えますか。ア～クの各項目につい

て、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

全体では、「共同して分担がよい」は、「子育て（子どもの世話、しつけ、教育など）」が６０．７％

で最も高く、次いで「介護（高齢者の世話、病人の介護など）」が５９．８％、「高額な商品や土地・家

屋の購入の決定」が５３．８％となっている。 

「主として女性がよい」は、「家計の管理」が２９．８％と他の項目に比べ、高くなっている。 

「どちらがしてもよい」は、「地域の行事への参加」が４７．０％、「自治会、ＰＴＡ活動」が

４６．４％と他の項目に比べ、高くなっている。 

「主として男性がよい」は、「生活費の確保」が３４．０％、「高額な商品や土地・家屋の購入

の決定」が２０．５％と他の項目に比べ、高くなっている。 

 

 

n=(732) (%)

家事（炊事・洗濯・掃除など）

子育て（子どもの世話、

しつけ、教育など）

介護（高齢者の世話、

病人の介護など）

地域の行事への参加

自治会、ＰＴＡ活動

生活費の確保

家計の管理

高額な商品や土地・

家屋の購入の決定

0.1

0.3

0.5

5.5

4.1

34.0

2.9

20.5

47.7

60.7

59.8

39.9

36.5

33.7

31.7

53.8

16.3

10.9

5.3

4.6

9.8

3.3

29.8

0.7

33.3

25.4

31.4

47.0

46.4

26.2

33.5

22.5

2.6

2.7

2.9

3.0

3.1

2.7

2.2

2.5

主
と
し
て
男
性
が
よ
い

共
同
し
て
分
担
が
よ
い

主
と
し
て
女
性
が
よ
い

ど
ち
ら
が
し
て
も
よ
い

無
回
答
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【性別】 

いずれの項目も「主として女性がよい」は、男性が女性に比べ、高くなっている。 

「共同して分担がよい」は、「家計の管理」を除く、すべての項目で女性が男性に比べ高く、特に「子

育て（子どもの世話、しつけ、教育など）」の「共同して分担がよい」は、女性（６６．３％）が、男

性（５５．３％）に比べ、１１．０ポイント高くなっている。 

 

         【女 性】（n=368）          【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

家事（炊事・洗濯・掃除など）

子育て（子どもの世話、しつ

け、教育など）

介護（高齢者の世話、病人の介

護など）

地域の行事への参加

自治会、ＰＴＡ活動

生活費の確保

家計の管理

高額な商品や土地・家屋の購入

の決定

0.5

4.3

3.0

32.9

1.9

19.3

50.8

66.3

62.0

41.8

38.9

37.2

31.5

55.2

12.5

6.0

4.6

3.3

6.5

2.7

28.3

0.3

34.8

25.3

31.5

48.4

49.2

24.7

37.0

23.4

1.9

1.9

1.9

2.2

2.4

2.4

1.4

1.9

0.4

0.0

1.2

5.9

5.9

36.4

4.3

19.4

44.3

55.3

56.5

39.5

34.4

30.4

33.6

53.8

21.7

15.4

6.3

6.7

14.6

2.8

32.4

1.6

30.8

26.5

33.2

44.7

42.3

28.1

27.7

23.3

2.8

2.8

2.8

3.2

2.8

2.4

2.0

2.0

主
と
し
て
男
性
が
よ
い

共
同
し
て
分
担
が
よ
い

主
と
し
て
女
性
が
よ
い

ど
ち
ら
が
し
て
も
よ
い

無
回
答

主
と
し
て
男
性
が
よ
い

共
同
し
て
分
担
が
よ
い

主
と
し
て
女
性
が
よ
い

ど
ち
ら
が
し
て
も
よ
い

無
回
答



第３章 調査の結果 

 97 

（２）家庭生活における男女の役割分担の状況 

問１３ あなたの家庭での実際の役割分担はどうですか。ア～クの各項目について、それぞれ

あてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

全体では、「主として男性」は、「生活費の確保」が５４．４％で最も高くなっている。「主として女性」

は、「家事（炊事・洗濯・掃除など）」（６５．２％）で最も高く、次いで「家計の管理」が５１．５％と

なっている。「共同して分担」は、「高額な商品や土地・家屋の購入の決定」が４４．１％で最も高くなっ

ている。 

 

n=(732) (%)

家事（炊事・洗濯・掃除など）

子育て（子どもの世話、

しつけ、教育など）

介護（高齢者の世話、

病人の介護など）

地域の行事への参加

自治会、ＰＴＡ活動

生活費の確保

家計の管理

高額な商品や土地・

家屋の購入の決定

3.1

1.0

1.9

10.9

9.3

54.4

14.3

33.9

22.4

26.0

17.9

23.4

18.4

25.5

23.1

44.1

65.2

43.9

21.3

37.8

45.2

8.9

51.5

5.3

5.9

24.5

53.1

23.0

21.9

7.2

7.0

12.8

3.4

4.8

5.7

4.9

5.2

4.0

4.1

3.8

主
と
し
て
男
性

共
同
し
て
分
担

主
と
し
て
女
性

該
当
し
な
い

無
回
答
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【性別】 

いずれの項目も「主として女性」は、女性が男性に比べ高く、特に「地域の行事への参加」は、女性

（４８．６％）が、男性（２５．７％）に比べ、２２．９ポイント高くなっている。また、「自治会、Ｐ

ＴＡ活動」の「主として女性」は、女性（５６．５％）が、男性（３４．８％）に比べ、２１．７ポイント

高くなっている。一方、「家計の管理」の「主として男性」は、男性（２１．３％）が、女性（１０．９％）

に比べ、１０．４ポイント高くなっている。 

 

         【女 性】（n=368）          【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

家事（炊事・洗濯・掃除など）

子育て（子どもの世話、しつ

け、教育など）

介護（高齢者の世話、病人の介

護など）

地域の行事への参加

自治会、ＰＴＡ活動

生活費の確保

家計の管理

高額な商品や土地・家屋の購入

の決定

無
回
答

7.9

2.0

4.0

16.2

13.8

60.1

21.3

36.4

24.9

30.4

24.1

30.4

23.3

22.5

26.5

44.3

54.5

34.4

13.8

25.7

34.8

4.7

39.5

4.0

9.9

30.0

54.5

24.9

24.9

9.9

9.9

13.8

2.8

3.2

3.6

2.8

3.2

2.8

2.8

1.6

0.8

0.3

0.8

7.1

5.7

51.9

10.9

32.3

20.4

21.7

12.8

17.4

13.3

26.9

20.7

45.4

72.6

51.6

26.9

48.6

56.5

11.7

59.2

6.8

3.3

22.3

54.3

22.3

19.8

6.0

5.7

12.0

3.0

4.1

5.2

4.6

4.6

3.5

3.5

3.5

主
と
し
て
男
性

共
同
し
て
分
担

主
と
し
て
女
性

該
当
し
な
い

無
回
答

主
と
し
て
男
性

共
同
し
て
分
担

主
と
し
て
女
性

該
当
し
な
い
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（３）家庭生活の考え方 

問１４ 家庭生活の考え方について、あなたは「実生活」では何を優先していますか。また、「希

望」では何を優先したいですか。（○は各項目に一つ） 

１ 実生活 

全体では、「仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいである」が２５．７％で最も

高く、次いで「仕事や趣味を優先している」が２４．０％、「家事・子育て・介護を優先している」

が２１．２％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「家事・子育て・介護を優先している」は女性（３１．０％）が、男性

（９．９％）に比べ、２１．１ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 希望 

全体では「仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいにしたい」が３８．９％で最も高く

なっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「仕事や趣味を優先したい」は男性（２６．１％）が、女性（１６．８％）

に比べ、９．３ポイント高くなっている。「家事・子育て・介護を優先したい」は女性（１７．９％）

が、男性（８．７％）に比べ、９．２ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

21.2

31.0

9.9

14.4

14.1

16.3

7.5

21.6

25.7

26.1

27.7

19.8

10.8

6.0

18.2

9.9

24.0

17.1

33.2

26.1

4.2

3.5

3.6

8.1

家
事
・
子
育
て
・

介
護
を
優
先
し
て

い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
家
事
・
子
育
て

・
介
護
よ
り
、

仕
事
や
趣
味
を
優

先
し
て
い
る

仕
事
や
趣
味
と
家

事
・
子
育
て
・
介

護
の
優
先
度
は
同

じ
く
ら
い
で
あ
る

仕
事
や
趣
味
を
優

先
し
て
い
る

無
回
答

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
仕
事
や
趣
味

よ
り
も
家
事
・
子

育
て
・
介
護
を
優

先
し
て
い
る

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

14.3

17.9

8.7

15.3

12.0

13.3

7.9

17.1

38.9

39.9

41.1

30.6

8.5

6.5

11.5

8.1

20.5

16.8

26.1

19.8

5.7

5.4

4.7

9.0

家
事
・
子
育
て
・

介
護
を
優
先
し
た

い ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
家
事
・
子
育
て

・
介
護
よ
り
、

仕
事
や
趣
味
を

優
先
し
た
い

仕
事
や
趣
味
と
家

事
・
子
育
て
・
介

護
の
優
先
度
は
同

じ
く
ら
い
に
し
た

い 仕
事
や
趣
味
を
優

先
し
た
い

無
回
答

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
仕
事
や
趣
味

よ
り
家
事
・
子
育

て
・
介
護
を
優
先

し
た
い
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１ 実生活【性・年代別】 

「家事・子育て・介護を優先している」と「どちらかといえば、仕事や趣味よりも家事・子育て・介

護を優先している」の合計は、いずれの年代も女性が男性に比べ、高くなっている。 

「家事・子育て・介護を優先している」は、女性の３０歳代から５０歳代が他の性・年代に比べ、高

くなっている。 

「仕事や趣味を優先している」は、【男性・１０歳代】（６０．０％）と、【男性・３０歳代】（５２．５％）

が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

      【女 性】                  【男 性】 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

11.8

2.5

15.4

15.3

6.9

9.4

5.9

15.0

7.7

8.5

3.4

6.3

40.0

5.9

17.5

23.1

33.9

39.7

25.0

29.4

10.0

25.6

20.3

13.8

21.9

60.0

41.2

52.5

25.6

22.0

34.5

21.9

5.9

2.5

2.6

1.7

15.6

13.3

42.9

38.7

36.7

22.5

26.4

6.7

16.3

22.7

8.9

15.5

28.3

57.1

16.7

22.4

18.7

26.6

35.2

26.4

10.0

4.1

8.0

10.1

4.2

28.6

50.0

14.3

10.7

16.5

19.7

5.7

14.3

3.3

1.3

1.3

2.8

13.2

仕
事
や
趣
味
と
家
事
・
子
育
て
・
介
護
の

優
先
度
は
同
じ
く
ら
い
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
家
事
・
子
育
て
・

介
護
よ
り
、
仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
て
い
る

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
て
い
る

無
回
答

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
仕
事
や
趣
味
よ
り
も

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
て
い
る

仕
事
や
趣
味
と
家
事
・
子
育
て
・
介
護
の

優
先
度
は
同
じ
く
ら
い
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
家
事
・
子
育
て
・

介
護
よ
り
、
仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
て
い
る

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
て
い
る

無
回
答

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
仕
事
や
趣
味
よ
り
も

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
て
い
る
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２ 希望【性・年代別】 

「家事・子育て・介護を優先したい」と「どちらかといえば、仕事や趣味より家事・子育て・介護を

優先したい」の合計は、１０歳代を除く年代で女性が男性に比べ、高くなっている。 

「家事・子育て・介護を優先したい」は、【女性・３０歳代】（４２．９％）が他の性・年代に比べ、

高くなっている。 

「仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいにしたい」は、１０歳代と女性の３０歳代を

除くすべての性・年代で高くなっている。特に【男性・６０歳代】（４８．３％）が最も高く、次いで【男

性・５０歳代】（４７．５％）、【女性・６０歳代】（４６．５％）となっている。 

 

       【女 性】                  【男 性】 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 10歳代 (5)

20歳代 (30) 20歳代 (17)

30歳代 (49) 30歳代 (40)

40歳代 (75) 40歳代 (39)

50歳代 (79) 50歳代 (59)

60歳代 (71) 60歳代 (58)

70歳以上 (53) 70歳以上 (32)

11.8

12.5

7.7

8.5

5.2

12.5

20.0

5.9

20.0

15.4

3.4

3.4

20.0

35.3

32.5

43.6

47.5

48.3

34.4

20.0

11.8

7.5

7.7

18.6

8.6

12.5

40.0

23.5

25.0

23.1

20.3

31.0

25.0

11.8

2.5

2.6

1.7

3.4

15.6

10.0

42.9

22.7

17.7

7.0

11.3

10.0

16.3

16.0

10.1

11.3

17.0

28.6

40.0

26.5

37.3

44.3

46.5

41.5

14.3

6.7

6.1

8.0

6.3

8.5

1.9

42.9

33.3

8.2

13.3

17.7

22.5

7.5

14.3

2.7

3.8

4.2

20.8

仕
事
や
趣
味
と
家
事
・
子
育
て
・

介
護
の
優
先
度
は
同
じ
く
ら
い
に
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
家
事
・
子
育
て
・

介
護
よ
り
、
仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い

無
回
答

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
仕
事
や
趣
味
よ
り

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
た
い

仕
事
や
趣
味
と
家
事
・
子
育
て
・

介
護
の
優
先
度
は
同
じ
く
ら
い
に
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
家
事
・
子
育
て
・

介
護
よ
り
、
仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い

仕
事
や
趣
味
を
優
先
し
た
い

無
回
答

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
仕
事
や
趣
味
よ
り

家
事
・
子
育
て
・
介
護
を
優
先
し
た
い
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（４）家庭での家事分担の状況の満足度 

問１５ あなたの家庭での家事分担の状況について、あなたはどう思いますか。（○は一つ） 

全体では、「満足している」（２３．５％）と「まあまあ満足している」（３４．３％）を合わせた『満

足している』が５７．８％となっている。 

【性別】 

『満足している』は男性(６８．８％)が、女性(４９．７％)に比べ、１９．１ポイント高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その理由について、ご自由にお書きください。 

その理由について（抜粋・要約） 

『満足』（「満足している」、「まあまあ満足している」） 

・夫が仕事を休み子どもを見てくれたり協力してくれる。 

・分担して協力しあっているから。 

・夫も協力的である。しいていえば、“協力”と思わず自分もやるべきことと認識してもらいた

い。 

「どちらとも言えない」 

・お互いの考えに差がある。 

・女性に主な家の事をやらせる風習は良くないが、男性の収入（働き方）に頼っているのも事

実。 

・面倒なときもあれば、そうではないときもあるので、どちらとも言えません。 

『不満』（「やや不満である」、「不満である」） 

・結局細かいことは全て女性がやるはめになる。 

・同じようにフルタイムで働いているのに、家事量が全然違う。夜飲みに行ったり、帰ってこ

なかったりして負担が増える。 

・「家事は女性がするもの」と考えている夫の家事分担は、「手伝い」意識で行っているため“き

たならしい仕事”で上達もしない。 

・仕事から帰ると食事・洗濯・雑務が寝るまで続く。 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

23.5

20.1

32.4

14.4

34.3

29.6

36.4

45.0

18.7

17.9

21.3

15.3

12.2

18.5

3.6

10.8

5.2

8.2

1.2

4.5

2.6

2.4

3.2

1.8

3.6

3.3

2.0

8.1

満
足
し
て
い
る

無
回
答

そ
の
他

不
満
で
あ
る

や
や
不
満
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

ま
あ
ま
あ

満
足
し
て
い
る
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【性・年代別】 

『満足』は、２０歳代を除く年代で男性が女性に比べ、高くなっている。特に７０歳以上で男

性（９０．７％）が、女性の同年代（４９．１％）に比べ、４１．６ポイント高くなっている。 

「やや不満である」と「不満である」を合わせた『不満』は、【女性・３０歳代】（４２．９％）

が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年調査から調査項目に追加された。 

平成２６年調査についても選択肢が異なり、単純な比較はできないため、参考としている。 
 

性別 家庭での家事分担の状況の満足度 

     【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成26年調査までは「仕方がない」 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 49.7 26.7 (253) 68.8 4.8

平成26年 (456) 54.0 16.5 (356) 68.2 5.1

平成21年 (529) 50.1 14.6 (361) 60.4 5.9

『

満

足

』

『

不

満

』

『

満

足

』

『

不

満

』

32.4

33.1

34.1

36.4

35.1

26.3

21.3

15.4

23.0

3.6

3.7

4.2

1.2

1.4

1.7

3.2

3.9

2.5

2.0

7.3

8.3

20.1

20.2

24.2

29.6

33.8

25.9

17.9

20.6

27.2

18.5

11.0

10.8

8.2

5.5

3.8

2.4

3.3

1.5

3.3

5.7

6.6

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
※

満
足
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

不
満
で
あ
る

や
や

不
満
で
あ
る

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
※

満
足
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

不
満
で
あ
る

や
や

不
満
で
あ
る

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る

n (%) n (%)

10歳代 (7) 28.6 28.6 (5) 60.0 -

20歳代 (30) 70.0 6.7 (17) 29.4 -

30歳代 (49) 40.8 42.9 (40) 62.5 2.5

40歳代 (75) 46.7 30.7 (39) 64.1 7.7

50歳代 (79) 46.8 26.6 (59) 67.8 11.9

60歳代 (71) 56.3 22.6 (58) 75.8 1.7

70歳以上 (53) 49.1 24.6 (32) 90.7 -

『

満

足

』

『

不

満

』

『

満

足

』

『

不

満

』

60.0

23.5

37.5

23.1

28.8

37.9

34.4

5.9

25.0

41.0

39.0

37.9

56.3

40.0

58.8

20.0

28.2

16.9

17.2

9.4

7.7

10.2

2.5

1.7

1.7

5.9

10.0

3.4

1.7

5.9

5.0

3.4

14.3

43.3

14.3

12.0

27.8

15.5

18.9

14.3

26.7

26.5

34.7

19.0

40.8

30.2

42.9

13.3

14.3

17.3

22.8

15.5

15.1

28.6

6.7

34.7

18.7

16.5

14.1

18.9

0.0

8.2

12.0

10.1

8.5

5.7

6.7

2.0

1.3

3.8

1.4

1.9

3.3

4.0

4.2

9.4

満
足
し
て
い
る

ま
あ
ま
あ

満
足
し
て
い
る

や
や
不
満
で
あ
る

そ
の
他

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

不
満
で
あ
る

無
回
答

満
足
し
て
い
る

ま
あ
ま
あ

満
足
し
て
い
る

や
や
不
満
で
あ
る

そ
の
他

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

不
満
で
あ
る

無
回
答

これまでの調査との比較 
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（５）子育てへのかかわりの評価 

【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１６ あなたと配偶者（パートナー）の子育てのかかわりは十分である（あった）と思いま

すか。（○は各項目に一つ） 

１ あなた自身について 

全体では、「十分である（あった）」（３１．１％）と「ある程度は十分である（あった）」（４６．４％）

を合わせた『十分』が７７．５％となっている。 

【性別】 

『十分』は、女性（８７．６％）が、男性（６４．０％）に比べて２３．６ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (517)

女性 (274)

男性 (164)

無回答 (79)

無
回
答

31.1

42.0

19.5

17.7

46.4

45.6

44.5

53.2

15.3

9.1

25.0

16.5

3.9

2.6

5.5

5.1

3.3

0.7

5.5

7.6

十
分
で
あ
る
(
あ
っ
た
)

あ
ま
り
十
分
で
は
な
い
(
な
か
っ
た
)

あ
る
程
度
は
十
分
で
あ
る
(
あ
っ
た
)

十
分
で
は
な
い
(
な
か
っ
た
)
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（１ あなた自身について） 

かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思いますか。（あてはまるものすべてに

○） 

全体では、「仕事が忙しすぎるため」が７６．８％で最も高くなっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「仕事が忙しすぎるため」は、男性（９２．０％）が、女性（５３．１％）

に比べ、３８．９ポイント高くなっている。一方、「子どものことや家庭のことにあまり関心がないため」

は、女性（２１．９％）が、男性（４．０％）に比べ、１７．９ポイント高くなっている。 

 

(%)

仕事が忙しすぎるため

子育ては主に配偶者（パートナー）が

するべきものだと思っているため

育児休業制度が不十分または利用しにくいため

子育てに関する知識や情報が乏しいため

子育ての大変さを理解していないため

子どものことや家庭のことにあまり関心がないため

趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため

子どもの世話が面倒だと考えているため

子どもとどのように接したらよいかわからないため

その他

無回答

76.8

20.2

15.2

14.1

12.1

9.1

6.1

6.1

3.0

2.0

4.0

53.1

28.1

12.5

15.6

9.4

21.9

6.3

9.4

6.3

3.1

6.3

92.0

16.0

22.0

10.0

14.0

4.0

8.0

6.0

2.0

-

2.0

76.5

17.6

-

23.5

11.8

-

-

-

-

5.9

5.9

0 20 40 60 80 100

全 体 n = (99)

女 性 n = (32)

男 性 n = (50)

無回答 n = (17)
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２ 配偶者（パートナー）について 

全体では、「十分である（あった）」（３０．７％）と「ある程度は十分である（あった）」（３５．７％）

を合わせた『十分』が６６．４％となっている。 

【性別】 

『十分』は、男性（８９．６％）が、女性（５４．６％）に比べて３５．０ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (515)

女性 (273)

男性 (164)

無回答 (78)

無
回
答

30.7

18.7

55.5

20.5

35.7

35.9

34.1

38.5

19.4

28.9

3.7

19.2

9.7

13.6

1.2

14.1

4.5

2.9

5.5

7.7

十
分
で
あ
る
(
あ
っ
た
)

あ
ま
り
十
分
で
は
な
い
(
な
か
っ
た
)

あ
る
程
度
は
十
分
で
あ
る
(
あ
っ
た
)

十
分
で
は
な
い
(
な
か
っ
た
)
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（２ 配偶者（パートナー）について） 

かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思いますか。（あてはまるものすべてに

○） 

全体では、「仕事が忙しすぎるため」が５８．７％で最も高く、次いで「子育ては主にあなたがする

べきものだと思っているため」が４４．０％、「子育ての大変さを理解していないため」が３０．７％

となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「子育ては主にあなたがするべきものだと思っているため」は、女性

（４９．１％）が、男性（０．０％）に比べ、高くなっている。また、「子育ての大変さを理解し

ていないため」も、女性（３６．２％）が、男性（０．０％）に比べ、高くなっている。 

 

 
(%)

仕事が忙しすぎるため

子育ては主にあなたが

するべきものだと思っているため

子育ての大変さを理解していないため

趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため

子どものことや家庭のことにあまり関心がないため

子育てに関する知識や情報が乏しいため

子どもとどのように接したらよいかわからないため

育児休業制度が不十分または利用しにくいため

子どもの世話が面倒だと考えているため

その他

無回答

58.7

44.0

30.7

24.7

22.7

20.7

14.0

12.0

12.0

4.7

3.3

57.8

49.1

36.2

27.6

25.0

23.3

14.7

14.7

13.8

5.2

2.6

75.0

-

-

-

-

12.5

-

-

-

12.5

12.5

57.7

34.6

15.4

19.2

19.2

11.5

15.4

3.8

7.7

-

3.8

0 20 40 60 80

全 体 n = (150)

女 性 n = (116)

男 性 n = (  8)

無回答 n = ( 26)
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（６）家庭での子育て分担の状況の満足度 

【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１７ あなたの家庭での子育て分担の状況について、あなたは満足していますか（していま

したか）。（○は一つ） 

全体では、「満足している（いた）」（１８．８％）と「まあまあ満足している（いた）」（３９．３％）

を合わせた『満足』が５８．１％となっている。 

【性別】 

『満足』は男性(７１．３％)が、女性(５０．４％)に比べ、２０．９ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その理由について、ご自由にお書きください。 

その理由について（抜粋・要約） 

『満足』（「満足している」、「まあまあ満足している」） 

・夫も育休をとってくれて、子育ての大変な部分も分かりあえているから。 

・子ども好きで時間が許す限り子どもと接していた。必要な時にきちんと子どもと向き合い話

をしていた。 

・保育園の送りは夫、迎えは自分、など、ある程度分担していた。 

・共働きであったので、ある程度分担してやれたと思っている。 

「どちらとも言えない」 

・男の人は自分目線でものごとを見るが、女は、子供中心で物事を見るから。 

・子供（自分）の機嫌が良い時しか対応していなかった気がする。 

・それぞれできることをしていると思います。 

『不満』（「やや不満である」、「不満である」） 

・主人が仕事でいなすぎる。休みもほぼない。 

・仕事を理由に子育てに、あまり参加できなかったから。 

・子育てを「手伝う」という考え方で行うため。子供は見ていないと命にかかわるという事を

理解していないため。 

n (%)

全体 (517)

女性 (274)

男性 (164)

無回答 (79)

18.8

16.8

26.8

8.9

39.3

33.6

44.5

48.1

13.3

12.8

15.2

11.4

15.7

22.3

4.9

15.2

7.2

11.3

1.2

5.1

0.2

0.4

5.6

2.9

7.3

11.4

満
足
し
て
い
る

(
い
た
)

無
回
答

そ
の
他

不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

や
や
不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い

ま
あ
ま
あ
満
足
し

て
い
る
(
い
た
)
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【性・年代別】 

『満足』の割合は全ての年代で男性が女性に比べ、高くなっている。一方、「やや不満である（あっ

た）」と「不満である（あった）」を合わせた『不満』の割合は【女性・３０歳代】（４２．５％）が他

の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※女性、男性ともに１０歳代は回答なし 

 

 

平成２１年調査から調査項目に追加されたが、子どもがいない対象にも調査しているため、参考とし

て掲載する。 

平成２６年調査についても選択肢が異なり、単純な比較はできないため、参考としている。 
 

性別 家庭での子育て分担の状況の満足度 

     【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (274) 50.4 33.6 (164) 71.3 6.1

平成26年 (347) 53.9 21.1 (238) 78.1 5.1

平成21年 (529) 39.7 12.5 (361) 54.3 3.6

『

不

満

』

『

満

足

』

『

満

足

』

『

不

満

』

26.8

31.9

19.7

44.5

46.2

34.6

15.2

10.9

9.7

4.9

3.4

2.5

1.2

1.7

1.1

20.8

7.3

5.9

11.6

16.8

17.6

12.1

33.6

36.3

27.6

12.8

19.9

16.4

22.3

15.0

7.6

11.3

6.1

4.9

0.4

18.3

2.9

5.2

13.0

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
※
１

満
足
し
て
い
る
(
い
た
)

そ
の
他
※
２

無
回
答

不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

や
や
不
満
で

あ
る
(
あ
っ
た
)

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る
(
い
た
)

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
※
１

満
足
し
て
い
る
(
い
た
)

そ
の
他
※
２

無
回
答

不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

や
や
不
満
で

あ
る
(
あ
っ
た
)

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る
(
い
た
)

n (%) n (%)

20歳代 (8) 87.5 12.5 (1) 100.0 -

30歳代 (40) 40.0 42.5 (16) 56.3 12.6

40歳代 (57) 49.1 31.5 (21) 66.7 9.5

50歳代 (57) 47.3 40.3 (40) 77.5 7.5

60歳代 (59) 49.2 39.0 (52) 73.1 3.8

70歳以上 (49) 57.2 20.4 (32) 71.9 3.1

『

満

足

』

『

不

満

』

『

満

足

』

『

不

満

』

25.0

15.0

15.8

10.5

15.3

28.6

62.5

25.0

33.3

36.8

33.9

28.6

12.5

17.5

12.3

10.2

12.2

12.5

30.0

17.5

26.3

23.7

18.4

12.5

14.0

14.0

15.3

2.0

2.5

2.5

1.8

1.7

10.2

18.8

14.3

35.0

32.7

21.9

100.0

37.5

52.4

42.5

40.4

50.0

25.0

23.8

10.0

17.3

9.4

6.3

9.5

5.0

3.8

3.1

6.3

2.5

6.3

5.0

5.8

15.6

満
足
し
て

い
る
(
い
た
)

ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る
(
い
た
)

や
や
不
満
で

あ
る
(
あ
っ
た
)

そ
の
他

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

無
回
答

ま
あ
ま
あ
満
足
し
て

い
る
(
い
た
)

や
や
不
満
で

あ
る
(
あ
っ
た
)

そ
の
他

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

不
満
で
あ
る

(
あ
っ
た
)

無
回
答

満
足
し
て

い
る
(
い
た
)

これまでの調査との比較 

※１ 平成26年調査までは「仕方がない」 
※２ 令和元年度調査から「その他」を追加。平成21年調査では「子どもはいない」 
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４．教育 

（１）子どもに受けさせたい教育程度 

問１８ 子どもにどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。女子と男子に分けて、あては

まる番号を選んでください。子どもがいない場合は、子どもがいると仮定して選んでく

ださい。（○は一つ） 

女子、男子ともに「大学まで」が最も高く、男子が５０．８％、女子が４４．４％となっている。次

いで、女子、男子ともに「子どもに任せる」が、女子（２９．８％）、男子（２９．９％）となってい

る。 

(%)

中学まで

高校まで

短大・専門学校まで

大学まで

大学院まで

子どもに任せる

わからない

無回答

-

3.3

8.9

44.4

1.8

29.8

1.5

10.4

0.1

2.3

2.5

50.8

3.4

29.9

1.4

9.6

0 20 40 60

女 子 n = (732)

男 子 n = (732)
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【性別】 

男女ともに「大学まで」が最も高く、＜男子＞、＜女子＞ともに男性が女性に比べ、高くなっている。

特に＜女子＞において「大学まで」は男性（４９．０％）が、女性（４２．９％）に比べ、６．１ポイ

ント高くなっている。 

 

＜ア 女子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜イ 男子＞ 

 

(%)

中学まで

高校まで

短大・専門学校まで

大学まで

大学院まで

子どもに任せる

わからない

無回答

-

2.2

11.7

42.9

0.5

32.1

1.1

9.5

-

4.0

4.7

49.0

4.0

26.5

2.8

9.1

-

5.4

9.0

38.7

0.9

29.7

-

16.2

0 20 40 60

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)

(%)

中学まで

高校まで

短大・専門学校まで

大学まで

大学院まで

子どもに任せる

わからない

無回答

0.3

1.6

2.7

50.3

2.2

33.7

0.8

8.4

-

2.8

2.0

52.2

5.1

28.1

2.4

7.5

-

3.6

2.7

49.5

3.6

21.6

0.9

18.0

0 20 40 60

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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平成２６年調査から選択肢が追加されたため、平成１１年調査は参考に掲載する。 

＜女子＞において、女性の「大学まで」が［平成２６年］（３６．６％）と比較し、６．３ポイント

増加している。男性の「大学まで」も［平成２６年］（３７．１％）と比較し、１１．９ポイント増加

している。 

＜男子＞において、男性の「大学まで」が［平成２６年］（４４．４％）と比較し、７．８ポイント

増加している。 

性別 子どもに受けさせたい教育程度 

【女 性】               <女子>     【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女 性】               <男子>     【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

中学まで

高校まで

短大・専門学校まで

大学まで

大学院まで

子どもに任せる　※

わからない

無回答

0.3

1.6

2.7

50.3

2.2

33.7

0.8

8.4

-

2.2

4.4

49.1

3.5

29.4

0.7

10.7

-

4.4

7.8

70.8

5.0

6.6

5.4

020406080

-

2.8

2.0

52.2

5.1

28.1

2.4

7.5

0.3

7.0

2.8

44.4

3.9

31.2

2.0

8.4

1.4

8.7

8.1

65.9

3.9

6.7

5.3

0 20 40 60 80

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

(%) (%)

中学まで

高校まで

短大・専門学校まで

大学まで

大学院まで

子どもに任せる　※

わからない

無回答

-

2.2

11.7

42.9

0.5

32.1

1.1

9.5

-

4.4

16.2

36.6

0.9

30.9

0.9

10.1

-

9.6

35.8

42.0

2.2

6.2

4.2

0204060

-

4.0

4.7

49.0

4.0

26.5

2.8

9.1

0.3

8.7

9.8

37.1

2.5

32.6

1.7

7.3

1.4

15.1

32.7

38.5

2.0

5.9

4.5

0 20 40 60

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

これまでの調査との比較 

※ 平成26年調査から選択肢に加えた。 
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（２）学校教育についての考え方 

問１９ 学校教育についてどのように考えますか。ア～カの各項目について、それぞれあては

まる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

全体では、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた『そう思う』は、「中学校は男女

共学のほうがよい」が８０．１％で最も高く、次いで「高校は男女共学のほうがよい」が７１．４％、

「学校においてもっと積極的に男女平等教育を進めたほうがよい」が６８．３％となっている。 

一方、「どちらかといえばそうは思わない」と「そうは思わない」を合わせた『そう思わない』は、「学

校で出席をとる時など、男子が先、女子が後というのはおかしいことだ」が３９．８％で最も高く、次

いで「学校では、男子・女子ともに「さん」をつけて呼んだほうがよい」が３７．３％となっている。 

 

n=(732) (%)

中学校は男女共学のほうがよい

高校は男女共学のほうがよい

学校においてもっと積極的に

男女平等教育を

進めたほうがよい

学校で出席をとる時など、

男子が先、女子が後という

のはおかしいことだ

女性の校長・教頭をもっと増や

すべきだ

学校では、男子・女子ともに

「さん」をつけて

呼んだほうがよい

56.7

44.5

39.1

21.9

23.0

22.5

23.4

26.9

29.2

15.8

24.6

15.3

2.3

4.8

6.4

10.8

9.8

12.3

4.9

8.1

5.9

29.0

12.4

25.0

6.4

9.2

12.7

16.1

23.6

18.3

6.3

6.6

6.7

6.4

6.6

6.6

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

無
回
答

わ
か
ら
な
い
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【性別】 

男女差がある項目として、「高校は男女共学のほうがよい」の『そう思う』は、男性（７６．６％）

が、女性（６９．３％）に比べ、７．３ポイント高くなっている。 

 

         【女 性】（n=368）          【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

中学校は男女共学のほうがよい

高校は男女共学のほうがよい

学校においてもっと積極的に男

女平等教育を進めたほうがよい

学校で出席をとる時など、男子

が先、女子が後というのはおか

しいことだ

女性の校長・教頭をもっと増や

すべきだ

学校では、男子・女子ともに

「さん」をつけて呼んだほうが

よい

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

52.2

39.4

39.9

20.1

22.0

23.1

26.6

29.9

30.7

16.0

29.3

16.6

2.4

5.4

5.7

12.8

9.2

12.0

5.4

8.2

5.2

29.3

9.8

22.3

7.9

11.4

12.8

16.0

23.9

20.4

5.4

5.7

5.7

5.7

5.7

5.7

64.8

54.5

45.5

24.9

26.5

22.1

18.2

22.1

22.1

15.4

18.2

12.3

2.4

4.0

7.5

7.5

8.3

14.2

4.0

5.9

7.9

31.2

15.8

29.6

5.5

8.3

11.1

15.8

25.7

16.6

5.1

5.1

5.9

5.1

5.5

5.1
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増減がある項目として、女性における『そう思う』は、「オ 女性の校長・教頭をもっと増やすべき

だ」（５１．３％）が［平成２６年］（４４．３％）に比べ、７．０ポイント増加している。 

 

性別 学校教育についての考え方 

ア 中学校は男女共学のほうがよい 

     【女性】                   【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 高校は男女共学のほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学校においてもっと積極的に男女平等教育を進めたほうがよい 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 70.6 10.9 (253) 67.6 15.4

平成26年 (456) 71.7 10.9 (356) 69.1 11.8

平成16年 (450) 71.1 14.4 (360) 76.1 12.2

45.5

42.7

46.7

22.1

26.4

29.4

7.5

4.5

7.5

7.9

7.3

4.7

11.1

14.0

7.5

5.9

5.1

4.2

39.9

42.5

37.1

30.7

29.2

34.0

5.7

5.0

8.0

5.2

5.9

6.4

12.8

10.7

11.1

5.7

6.6

3.3

n (%) n (%)

令和元年 (368) 69.3 13.6 (253) 76.6 9.9

平成26年 (456) 66.7 15.4 (356) 74.7 12.1

平成11年 (500) 71.6 18.8 (358) 77.7 15.0

54.5

46.9

59.5

22.1

27.8

18.2

4.0

3.7

6.1

5.9

8.4

8.9

8.3

9.3

3.4

5.1

3.9

3.9

39.4

39.5

53.6

29.9

27.2

18.0

5.4

5.5

6.0

8.2

9.9

12.8

11.4

10.7

4.4

5.7

7.2

5.2

n (%) n (%)

令和元年 (368) 78.8 7.8 (253) 83.0 6.4

平成26年 (456) 77.7 6.6 (356) 85.4 5.1

平成11年 (500) 86.2 7.6 (358) 88.9 4.4

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

52.2

52.9

67.6

26.6

24.8

18.6

2.4

2.9

2.6

5.4

3.7

5.0

7.9

9.0

2.2

5.4

6.8

4.0

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

64.8

66.3

72.1

18.2

19.1

16.8

2.4

1.7

2.2

4.0

3.4

2.2

5.5

5.6

2.5

5.1

3.9

4.2

  
  
※ 平成16年調査から調査項目に追加された。 

これまでの調査との比較 
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エ 学校で出席をとる時など、男子が先、女子が後というのはおかしいことだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 女性の校長・教頭をもっと増やすべきだ 

     【女性】                   【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 学校では、男子・女子ともに「さん」をつけて呼んだほうがよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 39.7 34.3 (253) 34.4 43.8

平成26年 (456) 39.2 34.9 (356) 38.7 39.7

平成21年 (529) 35.9 40.1 (361) 39.6 44.0

23.1

21.9

22.3

16.6

17.3

13.6

12.0

12.5

14.2

22.3

22.4

25.9

20.4

18.9

14.4

5.7

7.0

9.6

22.1

24.4

23.0

12.3

14.3

16.6

14.2

11.0

13.3

29.6

28.7

30.7

16.6

17.1

11.1

5.1

4.5

5.3

n (%) n (%)

令和元年 (368) 51.3 19.0 (253) 44.7 24.1

平成26年 (456) 44.3 20.4 (356) 48.3 19.7

平成16年 (450) 50.7 25.3 (360) 49.2 27.8

22.0

20.8

20.9

29.3

23.5

29.8

9.2

9.2

13.3

9.8

11.2

12.0

23.9

28.1

20.2

5.7

7.2

3.8

26.5

19.4

24.2

18.2

28.9

25.0

8.3

7.9

13.9

15.8

11.8

13.9

25.7

26.4

17.2

5.5

5.6

5.8

n (%) n (%)

令和元年 (368) 36.1 42.1 (253) 40.3 38.7

平成26年 (456) 32.9 43.4 (356) 35.4 37.9

平成16年 (450) 36.9 50.3 (360) 43.4 41.4

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

20.1

19.1

19.3

16.0

13.8

17.6

12.8

14.5

15.6

29.3

28.9

34.7

16.0

16.4

9.1

5.7

7.2

3.8

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

24.9

23.0

27.8

15.4

12.4

15.6

7.5

11.2

12.8

31.2

26.7

28.6

15.8

21.9

10.0

5.1

4.8

5.3

  
  
※ 平成16年調査から調査項目に追加された。 

  
  
※ 平成16年調査から調査項目に追加された。 

  
  
※ 平成21年調査から調査項目に追加された。 
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５．配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力 

（１）配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力について 

問２０ 次のようなことが配偶者（パートナー）の間で行われた場合、それをどのように感じ

ますか。ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各

項目に一つ） 

全体では、「どんな場合でも暴力にあたる」は、「命の危険を感じさせるほどの暴力をふるう」が９０．８％、

「殴る、蹴るなどの暴力をふるう」が９０．４％と高く、「何を言われても無視をする」（２３．０％）、「電

話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監視する」（４２．８％）が他の項目に比べ、

低くなっている。 

 

 

 

 

n=(732) (%)

殴る、蹴るなどの暴力をふるう

何を言われても無視をする

電話、メール、ＳＮＳ等を

利用して、交友関係や

行動を細かく監視する

配偶者（パートナー）が

大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりする

「だれのおかげで食べられるんだ」

「給料が少ないくせに」「役立たず」

などと人格を否定することを言う

大声でどなったり、殴るふりを

しておどす

命の危険を感じさせるほどの

暴力をふるう

見たがっていないのに、

ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

避妊に協力しない

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要する

生活費を渡さないなど、

経済的に困窮させる

23.0

42.8

72.0

77.0

80.1

90.4

90.8

70.9

68.7

89.5

79.9

53.4

40.4

18.3

13.1

11.5

1.5

1.1

18.6

20.5

1.8

10.0

16.8

9.8

3.0

3.1

1.9

1.4

1.2

3.3

3.4

1.8

3.0

6.8

7.0

6.7

6.7

6.6

6.7

6.8

7.2

7.4

7.0

7.1

ど
ん
な
場
合
で
も
暴
力

に
あ
た
る

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も

そ
う
で
な
い
場
合
も

あ
る

暴
力
に
あ
た
る
と
は

思
わ
な
い

無
回
答
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【性別】 

「どんな場合でも暴力にあたる」は、いずれの項目も女性が男性に比べ、高くなっている。特に「「だれ

のおかげで食べられるんだ」「給料が少ないくせに」「役立たず」などと人格を否定することを言う」は、女

性（８４．５％）が、男性（７１．９％）に比べ、１２．６ポイント高くなっている。 

 

          【女 性】（n=368）          【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

命の危険を感じさせるほどの

暴力をふるう

見たがっていないのに、

ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

避妊に協力しない

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要する

生活費を渡さないなど、

経済的に困窮させる

殴る、蹴るなどの暴力をふるう

「だれのおかげで食べられるんだ」

「給料が少ないくせに」「役立たず」

などと人格を否定することを言う

何を言われても無視をする

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、

交友関係や行動を細かく監視する

配偶者（パートナー）が大切に

しているものを、わざと壊したり

捨てたりする

大声でどなったり、殴るふりを

しておどす

26.1

47.8

74.7

84.5

85.9

93.2

93.8

75.5

73.6

92.7

83.2

53.3

38.9

17.4

9.0

8.4

0.8

0.3

16.3

19.0

1.4

9.2

15.8

7.6

2.7

1.4

0.5

0.8

0.8

2.4

1.9

0.8

2.2

4.9

5.7

5.2

5.2

5.2

5.2

5.2

5.7

5.4

5.2

5.4

ど
ん
な
場
合
で
も
暴
力
に
あ

た
る

21.3

38.7

71.5

71.9

75.5

90.9

91.3

69.6

65.6

89.7

79.8

55.7

44.3

20.6

18.2

17.0

2.4

2.0

21.3

24.1

2.8

12.3

17.8

12.6

3.2

5.1

3.2

2.0

2.0

4.3

5.1

2.8

3.2

5.1

4.3

4.7

4.7

4.3

4.7

4.7

4.7

5.1

4.7

4.7

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も
そ
う

で
な
い
場
合
も
あ
る

暴
力
に
あ
た
る
と
は
思
わ
な

い 無
回
答

ど
ん
な
場
合
で
も
暴
力
に
あ

た
る

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も
そ
う

で
な
い
場
合
も
あ
る

暴
力
に
あ
た
る
と
は
思
わ
な

い 無
回
答
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（２）メディアにおける性・暴力表現についての考え方 

問２１ 新聞・雑誌・テレビ・インターネット（パソコン・携帯電話）などのメディアにおけ

る性・暴力表現についてどのように思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「性・暴力が子どもたちの目に触れないように配慮されていない」が４４．９％で最も高

く、次いで「女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ」および「女性の性を商

品化し過ぎている」がともに３７．２％、「女性に対する犯罪を助長するおそれがある」が３５．０％

となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「性・暴力が子どもたちの目に触れないように配慮されていない」は、女

性（５１．１％）が、男性（３９．５％）に比べ、１１．６ポイント高くなっている。一方、「特に感

じない」は、男性（２５．３％）が、女性（１１．７％）に比べ、１３．６ポイント高くなっている。 

(%)

性・暴力が子どもたちの目に

触れないように配慮されていない

女性の性的側面を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

女性の性を商品化し過ぎている

女性に対する犯罪を助長するおそれがある

男は仕事、女は家庭、男は強く、女は弱いなど

固定的な男女のイメージにとらわれている

特に感じない

その他

無回答

44.9

37.2

37.2

35.0

27.9

17.3

4.4

5.6

51.1

41.0

40.8

37.8

32.1

11.7

5.4

3.5

39.5

32.8

30.8

34.8

24.9

25.3

3.2

3.6

36.9

34.2

39.6

26.1

20.7

18.0

3.6

17.1

0 20 40 60

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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平成２１年調査までの回答は「○は二つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

増減がある項目として、女性では、「男は仕事、女は家庭、男は強く、女は弱いなど固定的な男女の

イメージにとらわれている」が［平成２６年］（２３．５％）に比べ、８．６ポイント増加している。 

男性では、「女性に対する犯罪を助長するおそれがある」が［平成２６年］（２７．５％）に比べ、

７．３ポイント増加している。 

 

性別 メディアにおける性・暴力表現についての考え方 

  【女 性】                         【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成21年調査までは「特に問題はない」。 

※２ 平成21年調査までの選択肢である。 

 

(%) (%)

性・暴力が子どもたちの目に

触れないように配慮されていない

女性の性的側面を過度に強調するなど、

行き過ぎた表現が目立つ

女性の性を商品化し過ぎている

女性に対する犯罪を助長するおそれがある

男は仕事、女は家庭、男は強く、

女は弱いなど固定的な男女のイメージにと

らわれている

特に感じない　※１

その他

わからない　※２

無回答

51.1

41.0

40.8

37.8

32.1

11.7

5.4

3.5

55.3

38.8

34.4

37.7

23.5

10.5

2.6

6.6

52.2

37.2

30.8

21.2

12.4

2.6

1.2

7.0

3.4

0204060

39.5

32.8

30.8

34.8

24.9

25.3

3.2

3.6

42.4

33.4

31.2

27.5

18.3

19.4

2.2

5.9

50.6

38.5

33.2

20.7

7.0

5.9

3.1

6.1

3.4

0 20 40 60

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

これまでの調査との比較 



第３章 調査の結果 

 121 

（３）ＤＶ加害経験 

【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】 

問２２ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）に対して、次のようなことをしたことが

ありますか。ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○

は各項目に一つ） 

全体では、「何を言われても無視をした」は「何度もあった」が８．３％、「一、二度あった」が３６．１％

でいずれも最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(588) (%)

命の危険を感じさせるほどの

暴力をふるった

見たがっていないのに、ポルノビデオやポ

ルノ雑誌を見せた

避妊に協力しなかった

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要した

生活費を渡さないなど、

経済的に困窮させた

殴る、蹴るなどの暴力をふるった

何を言われても無視をした

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友

関係や行動を細かく監視した

配偶者（パートナー）が大切に

しているものを、わざと壊したり

捨てたりした

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料

が少ないくせに」「役立たず」などと人格

を否定することを言った

大声でどなったり、殴るふりをして

おどした

8.3

0.7

0.7

1.9

3.6

1.0

0.3

0.5

0.3

36.1

4.9

3.9

9.4

18.9

7.3

1.5

1.0

1.4

0.7

1.7

51.9

90.8

91.2

85.0

74.0

88.3

94.7

95.4

94.6

95.7

94.0

3.7

3.6

4.3

3.7

3.6

3.4

3.4

3.6

3.6

3.6

3.9

何
度
も
あ
っ
た

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答
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【性別】 

「何度もあった」と「一、二度あった」の合計では、「何を言われても無視をした」、「電話、メール、

ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監視した」、「配偶者（パートナー）が大切にしているも

のを、わざと壊したり捨てたりした」、「生活費を渡さないなど、経済的に困窮させた」を除く項目にお

いて、男性が女性に比べ、高くなっている。 

男女差がある項目として、「大声でどなったり、殴るふりをしておどした」において、「一、二度あっ

た」は、男性（２９．９％）が、女性（１３．５％）に比べ、１６．４ポイント高くなっている。 

 

          【女 性】（n=312）          【男 性】（n=187） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

殴る、蹴るなどの暴力をふるった

何を言われても無視をした

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、

交友関係や行動を細かく監視した

配偶者（パートナー）が大切に

しているものを、わざと壊したり

捨てたりした

「だれのおかげで食べられるんだ」

「給料が少ないくせに」「役立たず」

などと人格を否定することを言った

大声でどなったり、殴るふりをして

おどした

命の危険を感じさせるほどの

暴力をふるった

見たがっていないのに、ポルノビデオ

やポルノ雑誌を見せた

避妊に協力しなかった

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要した

生活費を渡さないなど、

経済的に困窮させた

9.3

1.0

1.0

1.3

2.9

0.6

0.3

35.3

5.8

5.1

8.0

13.5

7.1

1.0

0.6

0.3

1.9

52.9

90.7

91.0

88.5

81.4

90.1

96.8

97.4

97.1

97.4

95.5

2.6

2.6

2.9

2.2

2.2

2.2

2.2

2.6

2.2

2.2

2.2

何
度
も
あ
っ
た

6.4

0.5

0.5

3.2

4.8

2.1

1.1

1.6

37.4

3.2

3.2

13.9

29.9

8.0

1.6

2.7

2.7

0.5

0.5

51.9

92.0

90.9

78.1

61.0

85.6

93.0

93.0

90.9

94.7

94.1

4.3

4.3

5.3

4.8

4.3

4.3

4.3

4.3

4.8

4.8

5.3

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答

何
度
も
あ
っ
た

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答
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【性・年代別】 

「何度もあった」と「一、二度あった」の合計では、女性のすべての年代で「何を言われても無視を

した」が最も高くなっている。男性の５０歳代および７０歳以上は、「大声でどなったり、殴るふりを

しておどした」が最も高くなっている。 

「「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ないくせに」「役立たず」などと人格を否定すること

を言った」は、男性の３０歳代（２２．７％）、４０歳代（２３．９％）および６０歳代（２０．０％）

が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ □ □ □何を言われても無視

をした

電話、メール、ＳＮ

Ｓ等を利用して、交

友関係や行動を細か

く監視した

配偶者(パートナー)

が大切にしているも

のを、わざと壊した

り捨てたりした

「だれのおかげで食べら

れるんだ」「給料が少な

いくせに」「役立たず」

などと人格を否定するこ

とを言った

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上 (32)

(-)

(22)

(28)

(46)

(55)

(1)

(1)

(11)

(43)

(68)

n (%) (%) (%) (%)

(66)

(67)

(52)

100.0

63.6

46.5

41.2

51.5

46.3

30.8

-

-

40.9

53.5

41.3

49.1

31.3

0 50 100

-

-

13.9

11.7

7.6

9.0

3.8

-

-

22.7

10.7

23.9

20.0

6.3

0 30 60

-

-

4.7

10.3

7.6

4.5

3.8

-

-

4.5

-

8.7

3.6

-

0 30 60

-

9.1

7.0

10.3

6.1

4.5

1.9

-

-

4.5

3.6

6.5

1.8

3.1

0 30 60



第３章 調査の結果 

 124 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(68)

(28)

(46)

(55)

(32)

(67)

(52)

(-)

(1)

(22)

(66)

n (%) (%) (%)

(1)

(11)

(43)

-

-

2.3

-

1.5

-

-

-

-

9.1

3.6

4.3

3.6

3.1

0 30 60

-

-

-

-

3.0

3.0

5.8

-

-

-

-

-

-

3.1

0 30 60

-

-

-

-

-

-

1.9

-

-

-

-

-

-

3.1

0 30 60

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(28)

(46)

(55)

(32)

(67)

(52)

(-)

(1)

(22)

(1)

(11)

(43)

(68)

n (%) (%) (%) (%)

(66)

-

27.3

14.0

13.2

18.2

20.9

9.6

-

-

18.1

32.1

45.7

32.7

37.6

0 30 60

-

-

-

-

-

-

-

-

-

4.5

-

4.3

1.8

3.1

0 30 60

-

-

-

1.5

3.0

-

-

-

-

-

-

8.6

1.8

-

0 30 60

-

18.2

4.7

11.7

7.6

7.5

3.8

-

-

9.1

-

17.4

7.3

15.6

0 30 60

□ □ □おどしや暴力によっ

て、性的な行為を強

要した

生活費を渡さないな

ど、経済的に困窮さ

せた

避妊に協力しなかっ

た

□ □ □ □大声でどなったり、

殴るふりをしておど

した

殴る、蹴るなどの暴

力をふるった

命の危険を感じさせ

るほどの暴力をふ

るった

見たがっていないの

に、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せた
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【職業別】 

すべての職業で「何度もあった」と「一、二度あった」の合計では、「何を言われても無視をした」

が最も高く、次いで「大声でどなったり、殴るふりをしておどした」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(103)

(2)

(80)

(3)

(52)

(195)

(33)

(117)

(3)

n (%) (%) (%)

-

1.5

-

1.7

-

1.9

-

6.3

-

0 30 60

-

-

-

0.9

-

1.0

-

2.5

-

0 30 60

3.8

2.6

-

0.9

-

1.0

-

2.6

-

0 30 60

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(103)

(2)

(80)

(3)

(52)

(195)

(33)

(117)

(3)

n (%) (%) (%) (%)

5.8

1.5

-

-

-

-

-

-

-

0 30 60

1.9

2.6

-

-

-

1.9

-

3.8

-

0 30 60

17.3

6.6

12.1

8.5

-

7.8

-

6.3

-

0 30 60

34.6

26.7

30.3

15.4

33.3

15.6

50.0

20.1

-

0 30 60

□ □ □ 生活費を渡さな

いなど、経済的

に困窮させた

避妊に協力しな

かった

おどしや暴力に

よって、性的な

行為を強要した

□ □ □ □ 「だれのおかげで食

べられるんだ」「給

料が少ないくせに」

「役立たず」などと

人格を否定すること

を言った

何を言われても

無視をした

電話、メール、

ＳＮＳ等を利用

して、交友関係

や行動を細かく

監視した

配偶者（パート

ナー）が大切に

しているもの

を、わざと壊し

たり捨てたりし

た

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(3)

(103)

(2)

(80)

(3)

(117)

n (%) (%) (%) (%)

(52)

(195)

(33)

50.0

46.7

51.5

47.0

33.3

39.8

50.0

35.0

33.3

0 30 60

26.9

13.3

12.1

7.7

-

7.7

-

6.3

-

0 30 60

9.6

4.1

3.0

6.0

-

3.9

-

2.5

-

0 30 60

9.6

5.1

3.0

6.8

-

4.9

-

5.1

-

0 30 60

□ □ □ □殴る、蹴るなど

の暴力をふるっ

た

命の危険を感じ

させるほどの暴

力をふるった

大声でどなった

り、殴るふりを

しておどした

見たがっていないの

に、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せた
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平成２６年調査から調査項目に追加された。 

各項目で、「何度もあった」と「一、二度あった」の合計値を平成２６年調査と比較している。 

増減がある項目として、女性では、「何を言われても無視をした」が、［平成２６年］（３８．７％）

に比べ、５．９ポイント増加している。 

男性では、「大声でどなったり、殴るふりをしておどした」が、［平成２６年］（３９．９％）に比べ、

５．２ポイント減少している。 

 

性別 ＤＶ加害経験 

 【女 性】                         【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

何を言われても無視をした

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友

関係や行動を細かく監視した

配偶者（パートナー）が大切に

しているものを、わざと壊したり

捨てたりした

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料

が少ないくせに」「役立たず」などと人格

を否定することを言った

大声でどなったり、殴るふりをして

おどした

殴る、蹴るなどの暴力をふるった

命の危険を感じさせるほどの

暴力をふるった

見たがっていないのに、ポルノビデオやポ

ルノ雑誌を見せた

避妊に協力しない

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要する

生活費を渡さないなど、

経済的に困窮させる

44.6

6.8

6.1

9.3

16.4

7.7

1.0

-

0.6

0.3

2.2

38.7

9.9

4.8

8.6

14.1

6.6

1.1

0.5

2.3

0.5

2.3

01020304050

43.8

3.7

3.7

17.1

34.7

10.1

2.7

2.7

4.3

0.5

0.5

44.4

7.9

3.4

12.0

39.9

13.3

1.3

4.1

7.8

2.3

2.7

0 10 20 30 40 50

令和元年 n = (187)

平成26年 n = (293)

令和元年 n = (312)

平成26年 n = (396)

これまでの調査との比較 
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（４）ＤＶ加害の理由 

【問２２で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２３ そのようなことをするに至った理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「いらいらがつのり、ある出来事がきっかけで感情が爆発したから」が４７．３％で最も

高く、次いで「相手がそうされても仕方がないようなことをしたから」が２９．８％、「相手が自分の

言うことを聞こうとしないので、行動でわからせようとしたから」が１７．５％となっている。 

【性別】 

「いらいらがつのり、ある出来事がきっかけで感情が爆発したから」は、男女ともに最も高く、女性

（５０．０％）が、男性（４４．５％）に比べ、５．５ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

(%)

いらいらがつのり、ある出来事が

きっかけで感情が爆発したから

相手がそうされても仕方がない

ようなことをしたから

相手が自分の言うことを聞こうとしないので、

行動でわからせようとしたから

相手が自分に危害を加えてきたので、

身を守ろうと思ったから

親しい関係ではこうしたことは当然であるから

自分が相手を管理する立場であったから

覚えていない

特に理由はない

その他

無回答

47.3

29.8

17.5

4.4

1.3

0.3

7.3

3.8

6.7

9.2

50.0

29.4

17.5

4.4

0.6

0.6

6.3

1.9

8.8

8.8

44.5

32.7

18.2

5.5

2.7

-

7.3

5.5

4.5

7.3

44.4

24.4

15.6

2.2

-

-

11.1

6.7

4.4

15.6

0 10 20 30 40 50

全 体 n = (315)

女 性 n = (160)

男 性 n = (110)

無回答 n = ( 45)
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（５）ＤＶ被害経験 

【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】 

問２４ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）から、次のようなことをされたことがあ

りますか。ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は

各項目に一つ） 

全体では、「何度もあった」は、「何を言っても無視をされた」が１０．４％で最も高く、次いで「大

声でどなられたり、殴るふりをしておどされた」が９．０％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(588) (%)

命の危険を感じるほどの

暴力をふるわれた

見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せられた

避妊に協力してくれなかった

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要された

生活費を渡してくれないなど、

経済的に困窮させられた

殴る、蹴るなどの暴力をふるわれた

何を言っても無視をされた

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友

関係や行動を細かく監視された

あなたが大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりされた

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料

が少ないくせに」「役立たず」などと人格

を否定することを言われた

大声でどなられたり、殴るふりをしておど

された

10.4

2.0

2.0

5.8

9.0

2.6

0.9

0.3

2.4

1.0

3.1

23.6

5.8

6.0

10.7

14.6

7.0

2.7

1.4

3.2

2.2

2.0

58.7

85.4

85.0

76.5

69.6

83.5

89.5

90.8

87.1

89.6

87.9

7.3

6.8

7.0

7.0

6.8

7.0

7.0

7.5

7.3

7.1

7.0

何
度
も
あ
っ
た

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答



第３章 調査の結果 

 129 

【性別】 

男女差がある項目として、「大声でどなられたり、殴るふりをしておどされた」において、「何度もあっ

た」は、女性（１３．１％）が、男性（３．２％）に比べ、９．９ポイント高くなっている。 

「何度もあった」と「一、二度あった」を合わせると、「何を言っても無視をされた」において、男

性（３９．１％）が、女性（３２．４％）に比べ、６．７ポイント高くなっている。 

 

           【女 性】（n=312）          【男 性】（n=187） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

殴る、蹴るなどの暴力をふるわれた

何を言っても無視をされた

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、

交友関係や行動を細かく監視された

あなたが大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりされた

「だれのおかげで食べられるんだ」

「給料が少ないくせに」「役立たず」

などと人格を否定することを言われた

大声でどなられたり、殴るふりをして

おどされた

命の危険を感じるほどの

暴力をふるわれた

見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せられた

避妊に協力してくれなかった

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要された

生活費を渡してくれないなど、

経済的に困窮させられた

7.5

1.6

2.7

3.2

1.1

1.1

0.0

0.5

0.5

0.0

31.6

4.8

8.6

10.2

9.6

4.8

0.5

0.5

1.1

0.0

0.5

51.9

84.5

82.4

78.1

78.1

84.5

88.8

89.8

88.8

89.8

89.8

9.1

9.1

9.1

9.1

9.1

9.6

9.6

9.6

9.6

9.6

9.6

12.8

2.9

3.2

8.0

13.1

3.8

0.6

0.6

3.8

1.6

4.5

19.6

7.1

4.5

11.9

17.3

9.0

4.2

1.6

4.5

3.5

2.9

62.5

85.6

87.5

75.3

65.1

82.7

90.7

92.6

86.9

90.4

88.1

5.1

4.5

4.8

4.8

4.5

4.5

4.5

5.1

4.8

4.5

4.5

何
度
も
あ
っ
た

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答

何
度
も
あ
っ
た

一
、
二
度
あ
っ
た

全
く
な
い

無
回
答
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【性・年代別】 

「何度もあった」と「一、二度あった」の合計では、男性のすべての年代で「何を言っても無視をさ

れた」が最も高くなっている。女性の４０歳代および６０歳代は、「大声でどなられたり、殴るふりを

しておどされた」が最も高くなっている。 

「電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監視された」は、【女性・２０歳代】

（２７．３％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(66)

(67)

(52)

(68)

n (%) (%) (%)

(1)

(11)

(43)

(%)

(-)

(22)

(28)

(46)

(55)

(1)

(32)

100.0

36.4

30.2

33.8

47.0

29.8

15.4

-

100.0

45.5

46.4

50.0

32.7

18.8

0 50 100

-

18.2

16.3

29.4

27.3

16.4

5.7

-

-

22.7

21.5

15.2

9.1

3.1

0 30 60

-

-

2.3

10.3

15.2

6.0

1.9

-

-

9.1

3.6

13.0

7.3

6.3

0 30 60

-

27.3

11.6

7.3

15.1

6.0

5.8

-

-

18.1

7.1

6.5

5.4

-

0 30 60

□ □ □ □何を言っても無視を

された

電話、メール、ＳＮ

Ｓ等を利用して、交

友関係や行動を細か

く監視された

あなたが大切にして

いるものを、わざと

壊したり捨てたりさ

れた

「だれのおかげで食

べられるんだ」「給

料が少ないくせに」

「役立たず」などと

人格を否定すること

を言われた
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【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(66)

n (%) (%) (%)

(1)

(11)

(43)

(68)

(28)

(46)

(55)

(32)

(67)

(52)

(-)

(1)

(22)

-

9.1

7.0

10.3

10.6

9.0

1.9

-

-

-

3.6

2.2

-

3.1

0 30 60

-

-

2.3

7.3

13.6

7.5

3.8

-

-

4.5

-

-

-

-

0 30 60

-

-

4.6

7.4

7.5

6.0

-

-

-

4.5

-

-

-

-

0 30 60

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(%) (%) (%)

(22)

(1)

(11)

(43)

(68)

(66)

(67)

(52)

(-)

(1)

n (%)

(28)

(46)

(55)

(32)

-

36.4

16.3

41.2

42.4

29.9

11.6

-

-

13.6

17.9

21.7

5.4

9.4

0 30 60

-

-

-

3.0

4.5

3.0

-

-

-

-

-

-

1.8

-

0 30 60

-

-

2.3

4.4

7.6

4.5

3.8

-

-

4.5

-

4.3

-

-

0 30 60

-

18.2

2.3

23.5

19.7

6.0

5.7

-

-

9.1

3.6

10.8

3.6

3.1

0 30 60

□ □ □ 生活費を渡してくれ

ないなど、経済的に

困窮させられた

避妊に協力してくれ

なかった

おどしや暴力によっ

て、性的な行為を強

要された

□ □ □ □殴る、蹴るなどの暴

力をふるわれた

命の危険を感じるほ

どの暴力をふるわれ

た

見たくないのに、ポ

ルノビデオやポルノ

雑誌を見せられた

大声でどなられた

り、殴るふりをして

おどされた
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【職業別】 

「内職」と「学生」を除くすべての職業で「何度もあった」と「一、二度あった」の合計では「何を

言われても無視をされた」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ □ □ 生活費を渡してくれな

いなど、経済的に困窮

させられた

避妊に協力してく

れなかった

おどしや暴力に

よって、性的な行

為を強要された

□ □ □ □殴る、蹴るなどの

暴力をふるわれた

命の危険を感じる

ほどの暴力をふる

われた

大声でどなられた

り、殴るふりをし

ておどされた

見たくないのに、ポル

ノビデオやポルノ雑誌

を見せられた

□ □ □ □ 「だれのおかげで食べ

られるんだ」「給料が

少ないくせに」「役立

たず」などと人格を否

定することを言われた

何を言っても無視

をされた

電話、メール、Ｓ

ＮＳ等を利用し

て、交友関係や行

動を細かく監視さ

れた

あなたが大切にし

ているものを、わ

ざと壊したり捨て

たりされた

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(103)

(2)

(80)

(3)

(52)

(195)

(33)

(117)

(3)

n (%) (%) (%)

5.7

6.1

18.2

3.5

-

1.0

-

5.0

-

0 50 100

1.9

3.1

9.1

1.8

-

4.8

-

2.5

-

0 50 100

5.7

3.1

9.1

6.0

-

9.8

50.0

3.8

-

0 50 100

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(103)

(2)

(80)

(3)

(52)

(195)

(33)

(117)

(3)

n (%) (%) (%) (%)

1.9

1.0

6.1

1.7

-

2.0

-

1.3

-

0 50 100

7.6

3.6

6.0

1.7

-

3.8

-

2.5

-

0 50 100

15.4

9.7

21.2

6.0

-

10.7

50.0

3.8

-

0 50 100

25.0

22.6

30.3

30.0

33.3

26.2

100.0

8.8

-

0 50 100

自由業・自営業・家業

勤め人（正規雇用）

勤め人（フルタイムの非正規雇用）

勤め人（フルタイムでない非正規雇用）

内職

専業主婦・専業主夫

学生

無職

その他

(3)

(103)

(2)

(80)

(3)

(52)

(195)

(33)

(117)

n (%) (%) (%) (%)

42.3

41.6

39.4

31.6

33.3

28.2

100.0

18.8

-

0 50 100

17.3

16.4

33.3

18.8

-

14.6

100.0

7.5

-

0 50 100

17.3

7.2

24.3

8.6

-

2.9

-

3.8

-

0 50 100

13.4

8.8

12.1

6.0

-

5.8

50.0

5.0

-

0 50 100
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男性は平成２１年調査から調査項目に追加された。 

各項目で、「何度もあった」と「一、二度あった」の合計値を平成２６年調査と比較している。 

増減がある項目として、女性では、「大声でどなられたり、殴るふりをしておどされた」が［平成２６

年］（２２．５％）に比べ、７．９ポイント増加している。 

男性では、「何を言っても無視をされた」が［平成２６年］（２４．６％）に比べ、１４．５ポイント増

加している。 

 

性別 ＤＶ被害経験 

 【女 性】                        【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査までは「交友関係や電話、行動を細かく監視された」。 
※２ 平成21年調査までは「だれのおかげで食べられるんだなどと言う」。 
※３ 平成21年調査までは「げんこつや、身体を傷つける可能性のある物で、殴るふりをしておどす」。 
※４ 平成11年調査では「あなたを、平手で打つ」 
※５ 平成26年調査から項目として追加。 

(%) (%)

何を言っても無視をされた

電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友

関係や行動を細かく監視された ※１

あなたが大切にしているものを、

わざと壊したり捨てたりされた

「だれのおかげで食べられるんだ」「給料

が少ないくせに」「役立たず」などと人格

を否定することを言われた　※２

大声でどなられたり、殴るふりをして

おどされた　※３

殴る、蹴るなどの暴力をふるわれた

※４

命の危険を感じるほどの

暴力をふるわれた

見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せられた

避妊に協力してくれなかった

おどしや暴力によって、

性的な行為を強要された

生活費を渡してくれないなど、

経済的に困窮させられた　※５

32.4

10.0

7.7

19.9

30.4

12.8

4.8

2.2

8.3

5.1

7.4

26.0

9.6

5.0

17.4

22.5

9.8

1.8

2.0

7.6

2.8

8.1

37.7

14.5

5.0

21.2

13.7

14.1

9.0

12.9

5.9

01020304050

39.1

6.4

8.6

12.9

12.8

5.9

1.6

0.5

1.6

0.5

0.5

24.6

8.9

5.8

7.9

10.9

5.1

0.6

1.0

2.1

0.7

1.0

39.4

15.9

5.8

11.9

11.9

11.6

1.4

2.5

4.3

1.8

0 10 20 30 40 50

令和元年 n = (312)

平成26年 n = (396)

平成11年 n = (435)

令和元年 n = (187)

平成26年 n = (293)

平成21年 n = (277)

これまでの調査との比較 
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（６）ＤＶ被害を受けた時の子どもの目撃状況 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２５ 問２４のことをされた時に、子ども（１８歳未満）はそれを見たことはありましたか。

（○は一つ） 

全体では、「あった」が３５．５％で最も高く、次いで「なかった」が３３．６％となっている。 

【性別】 

「あった」は性別による大きな差はみられない。 

「なかった」は女性(３５．６％)が、男性(２８．６％)に比べ、７．０ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (265)

女性 (146)

男性 (84)

無回答 (35)

35.5

34.9

36.9

34.3

33.6

35.6

28.6

37.1

12.8

12.3

14.3

11.4

11.7

13.0

13.1

2.9

6.4

4.1

7.1

14.3

あ
っ
た

子
ど
も
は

い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

な
か
っ
た
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（７）子どもに対するＤＶ 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きしま

す。】 

問２６ 配偶者（パートナー）は、子ども（１８歳未満）に対して、あなたがされていたこと

と同じことをしたことがありますか。（○は一つ） 

全体では、「なかった」が５７．７％で最も高くなっている。 

【性別】 

「あった」は、女性（２５．３％）が男性（８．３％）に比べ、１７．０ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）被害時の相談状況 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２７ 問２４のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○は一

つ） 

全体では、「相談しようとは思わなかった」が５４．３％で最も高くとなっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「相談した」は、女性（３７．０％）が、男性（１７．９％）に比べ、

１９．１ポイント高くなっている。一方、「相談しようとは思わなかった」は、男性（６０．７％）

が、女性（５１．４％）に比べ、９．３ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (265)

女性 (146)

男性 (84)

無回答 (35)

18.5

25.3

8.3

14.3

57.7

55.5

57.1

68.6

7.9

5.5

14.3

2.9

11.7

12.3

14.3

2.9

4.2

1.4

6.0

11.4

あ
っ
た

子
ど
も
は

い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

な
か
っ
た

n (%)

全体 (265)

女性 (146)

男性 (84)

無回答 (35)

29.4

37.0

17.9

25.7

5.7

4.8

6.0

8.6

54.3

51.4

60.7

51.4

10.6

6.8

15.5

14.3

相
談
し
た

無
回
答

相
談
し
よ
う
と

は
思
わ
な
か
っ

た相
談
し
た
か
っ

た
が
、
相
談
し

な
か
っ
た
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【性・年代別】 

「相談した」は、【女性・２０歳代】が８０．０％で最も高く、次いで【女性・５０歳代】（４８．６％）、

【男性・３０歳代】（４５．５％）、【女性・３０歳代】（４４．４％）となっている。 

「相談しようとは思わなかった」は、【女性・２０歳代】、【女性・５０歳代】および【男性・３０歳

代】を除き、各性・年代において高くなっている。 

 

     【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※男性・１０歳代は回答なし 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (1) 10歳代 (-)

20歳代 (5) 20歳代 (1)

30歳代 (18) 30歳代 (11)

40歳代 (36) 40歳代 (17)

50歳代 (37) 50歳代 (24)

60歳代 (30) 60歳代 (20)

70歳以上 (16) 70歳以上 (9)

80.0

44.4

30.6

48.6

26.7

18.8

5.6

8.1

6.7

100.0

20.0

50.0

63.9

40.5

56.7

50.0

5.6

2.7

10.0

31.3

45.5

11.8

12.5

20.0

11.1

18.2

8.3

5.0

100.0

27.3

76.5

66.7

60.0

44.4

9.1

11.8

12.5

15.0

44.4

相
談
し
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た

無
回
答

相
談
し
た

相
談
し
た
か
っ
た
が
、

相
談
し
な
か
っ
た

相
談
し
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た

無
回
答

相
談
し
た

相
談
し
た
か
っ
た
が
、

相
談
し
な
か
っ
た



第３章 調査の結果 

 137 

（９）被害時の相談先 

【問２７で、「１ 相談した」と回答した方にお聞きします。】 

問２７－１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「家族」が６４．１％で最も高く、次いで「友人・知人」が６２．８％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「家族」は、女性（６４．８％）が、男性（５３．３％）に比べ、１１．５

ポイント高くなっている。また、「公的な相談窓口・電話相談など」は、女性（１１．１％）が、男性

（０．０％）に比べ、高くなっている。 

(%)

家族

友人・知人

公的な相談窓口・電話相談など

医師・カウンセラー

新座市女性困りごと相談室

弁護士

職場の上司

同じ経験をした人

その他

無回答

64.1

62.8

7.7

3.8

3.8

2.6

1.3

-

1.3

-

64.8

64.8

11.1

3.7

5.6

3.7

-

-

1.9

-

53.3

66.7

-

6.7

-

-

6.7

-

-

-

77.8

44.4

-

-

-

-

-

-

-

-

0 20 40 60 80

全 体 n = (78)

女 性 n = (54)

男 性 n = (15)

無回答 n = ( 9)
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男性は平成２１年調査から調査項目に追加された。 

増減がある項目として、女性では、「家族」が［平成２６年］（４５．７％）に比べ、１９．１ポイン

ト増加している。 

一方、男性では、「家族」が［平成２６年］（８５．７％）に比べ、３２．４ポイント減少している。 

 

性別 被害時の相談先 

  【女 性】                      【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成16調査から選択肢に加えた。 
※２ 平成16年調査までは、「同じ経験をした女性」。 

 

 

(%) (%)

家族

友人・知人

公的な相談窓口・電話相談など

医師・カウンセラー

新座市女性困りごと相談室

※１

弁護士

職場の上司

同じ経験をした人　※２

その他

無回答

64.8

64.8

11.1

3.7

5.6

3.7

-

-

1.9

-

45.7

74.3

5.7

5.7

5.7

2.9

5.7

2.9

5.7

-

42.0

60.9

1.4

2.0

2.9

2.9

2.9

7.2

-

020406080100

53.3

66.7

-

6.7

-

-

6.7

-

-

-

85.7

85.7

14.3

14.3

-

14.3

-

-

-

-

42.9

28.6

-

-

-

14.3

-

-

-

28.6

0 20 40 60 80 100

令和元年 n = (54)

平成26年 n = (35)

平成11年 n = (69)

令和元年 n = (15)

平成26年 n = ( 7)

平成21年 n = ( 7)

これまでの調査との比較 
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（10）被害時に相談できなかった理由 

【問２７で、「２ 相談したかったが、相談しなかった」、または「３ 相談しようとは思わな

かった」と回答した方にお聞きします。】 

問２７－２ だれ（どこ）にも相談できなかった理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「相談するほどのことではないと思ったから」が４９．１％で最も高く、次いで「自分に

悪いところがあると思ったから」が１９．５％、「自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくこ

とができると思ったから」が１７．６％、「相談しても無駄だと思ったから」が１６．４％となってい

る。 

【性別】 

男女差がある項目として、「相談するほどのことではないと思ったから」は、男性（５３．６％）が、

女性（４５．１％）に比べ、８．５ポイント高くなっている。 

 
(%)

相談するほどのことではないと思ったから

自分に悪いところがあると思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくこと

ができると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

他人を巻き込みたくないから

だれ（どこ）に相談してよいのかわからなかったから

世間体が悪いから

思い出したくないから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

相談窓口の担当者の言動により、

不快な思いをすると思ったから

その他

無回答

49.1

19.5

17.6

16.4

10.1

6.3

5.0

5.0

4.4

2.5

1.3

1.3

10.1

45.1

19.5

15.9

18.3

8.5

3.7

3.7

4.9

4.9

4.9

1.2

1.2

8.5

53.6

21.4

17.9

12.5

8.9

8.9

5.4

5.4

3.6

-

1.8

-

16.1

52.4

14.3

23.8

19.0

19.0

9.5

9.5

4.8

4.8

-

-

4.8

-

0 20 40 60

全 体 n = (159)

女 性 n = ( 82)

男 性 n = ( 56)

無回答 n = ( 21)



第３章 調査の結果 

 140 

（11）１０代から２０代時の交際相手の有無 

【あなたの１０代から２０代の経験についてお聞きします。結婚している方、結婚したことの

ある方については、結婚前についてお答えください。】 

問２８ １０代から２０代の時に、交際相手がいましたか。（○は一つ） 

全体では、「交際相手がいた（いる）」が７５．４％で最も高くなっている。一方、「交際相手はいな

かった（いない）」が１９．４％となっている。 

【性別】 

「交際相手がいた（いる）」は、女性（７９．９％）が、男性（７１．９％）に比べ、８．０ポイント

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

75.4

79.9

71.9

68.5

19.4

17.4

21.3

21.6

5.2

2.7

6.7

9.9

交
際
相
手
が
い
た

(
い
る
)

無
回
答

交
際
相
手
は
い
な
か
っ
た

(
い
な
い
)
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（12）デートＤＶの被害状況 

【問２８で、「１ 交際相手がいた（いる）」と回答した方にお聞きます】 

問２９ １０代、２０代の時に、交際相手からア～カのようなことをされたことがありますか。 

   （○は各項目に一つ） 

 

「人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせをされた（され

る）」、「メールやＳＮＳをチェックされたり、メールやＳＮＳの返事をすぐに返さないと言って怒られ

たりした（する）」が「１０代にあった」と「２０代にあった」と「両方ともあった」の合計が他の項

目に比べ、高くなっている。 

 

n=(552) (%)

殴られたり、蹴られたり、物を投げ

つけられたり、突き飛ばされた（される）

人格を否定するような暴言や交友関係を

細かく監視するなどの精神的な

嫌がらせをされた（される）

あなたやあなたの家族への危害を

ほのめかすなどの脅迫をされた（される）

メールやＳＮＳをチェックされたり、

メールやＳＮＳの返事をすぐに返さないと

言って怒られたりした（する）

性的な行為を強要された（される）

お金を貸しても返さない、

いつもおごらされることがあった（ある）

2.9

2.2

0.9

2.9

1.6

1.3

2.2

4.0

1.3

2.5

1.4

3.3

1.1

1.8

0.5

1.8

1.1

0.5

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

10代にあった

20代にあった

両方ともあった
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【性別】 

デートＤＶの被害状況（「１０代にあった」＋「２０代にあった」＋「両方ともあった」）はいずれの

項目も女性が男性に比べ、高くなっている。 

 

      【女性】 

n=(294) (%)

殴られたり、蹴られたり、物を投げ

つけられたり、突き飛ばされた（される）

人格を否定するような暴言や交友関係を

細かく監視するなどの精神的な

嫌がらせをされた（される）

あなたやあなたの家族への危害を

ほのめかすなどの脅迫をされた（される）

メールやＳＮＳをチェックされたり、

メールやＳＮＳの返事をすぐに返さないと

言って怒られたりした（する）

性的な行為を強要された（される）

お金を貸しても返さない、

いつもおごらされることがあった（ある）

3.4

3.4

1.7

4.1

2.7

2.0

2.0

4.1

2.0

2.4

2.4

4.1

1.4

2.4

0.7

2.4

1.7

0.3

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

10代にあった

20代にあった

両方ともあった

 

 

      【男性】 

n=(182) (%)

殴られたり、蹴られたり、物を投げ

つけられたり、突き飛ばされた（される）

人格を否定するような暴言や交友関係を

細かく監視するなどの精神的な

嫌がらせをされた（される）

あなたやあなたの家族への危害を

ほのめかすなどの脅迫をされた（される）

メールやＳＮＳをチェックされたり、

メールやＳＮＳの返事をすぐに返さないと

言って怒られたりした（する）

性的な行為を強要された（される）

お金を貸しても返さない、

いつもおごらされることがあった（ある）

2.2

0.5

1.1

- - -

2.2

3.3

0.5

3.3

1.6

0.5

1.1

1.1

0.0 2.0 4.0 6.0

10代にあった

20代にあった

両方ともあった
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（13）デートＤＶの相談状況 

【問２９で「１０代にあった」、「２０代にあった」、または、「両方ともあった」に一つでも回

答した方にお聞きします】 

問３０ 問２９のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○は一つ） 

全体では、「相談しようとは思わなかった」が３９．５％で最も高く、次いで「相談した」が３８．３％、

「相談したかったが、相談しなかった」が２１．０％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「相談しようとは思わなかった」は、男性（８０．０％）が、女性（３０．２％）

に比べ、４９．８ポイント高くなっている。一方、「相談した」は、女性（４５．３％）が、男性（１３．３％）

に比べ、３２．０ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (81)

女性 (53)

男性 (15)

無回答 (13)

38.3

45.3

13.3

38.5

21.0

24.5

6.7

23.1

39.5

30.2

80.0

30.8

1.2

7.7

相
談
し
た

無
回
答

相
談
し
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た

相
談
し
た
か
っ
た
が
、

相
談
し
な
か
っ
た
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（14）デートＤＶの相談先 

【問３０で、「１ 相談した」と回答した方にお聞きします。】 

問３１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「友人・知人」が９０．３％で最も高く、次いで「家族」が４１．９％となっている。 

【性別】 

男女ともに「知人・友人」が最も高くなっている。 

(%)

友人・知人

家族

同じ経験をした人

職場の上司

公的な相談窓口・電話相談など

医師・カウンセラー

弁護士

新座市女性困りごと相談室

その他

無回答

90.3

41.9

6.5

3.2

3.2

-

-

-

-

-

87.5

45.8

4.2

4.2

-

-

-

-

-

-

100.0

-

-

-

-

-

-

-

-

-

100.0

40.0

20.0

-

20.0

-

-

-

-

-

0 20 40 60 80 100

全 体 n = (31)

女 性 n = (24)

男 性 n = ( 2)

無回答 n = ( 5)
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６．社会参加 

（１）市の施策への女性の意見や考え方の反映 

問３２ あなたは、市の施策について女性の意見や考え方がどの程度反映されていると思いま

すか。（○は一つ） 

全体では、「十分反映されている」（２．６％）と「ある程度反映されている」（２１．４％）を合わ

せた『反映されている』が２４．０％、「あまり反映されていない」（１２．０％）と「ほとんど反映さ

れていない」（３．７％）を合わせた『反映されていない』が１５．７％となっている。 

【性別】 

『反映されている』は、男性（２８．９％）が、女性（２２．６％）に比べ、６．３ポイント高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

2.6

1.9

3.6

2.7

21.4

20.7

25.3

15.3

55.5

57.6

52.2

55.9

12.0

13.0

10.3

12.6

3.7

3.3

4.3

3.6

4.8

3.5

4.3

9.9

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い

無
回
答

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
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【性・年代別】 

『反映されている』は、【男性・７０歳以上】が４０．６％で他の性・年代に比べ、高くなっている。 

『反映されていない』は、【女性・１０歳代】が２８．６％で他の性・年代に比べ、高くなっている。 

【男性・７０歳以上】を除き、男女ともに「どちらともいえない」が最も高くなっている。 

 

     【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) (5)

20歳代 (30) (17)

30歳代 (49) (40)

40歳代 (75) (39)

50歳代 (79) (59)

60歳代 (71) (58)

70歳以上 (53) (32)

5.9

10.0

5.1

1.7

17.6

15.0

20.5

32.2

24.1

40.6

100.0

52.9

57.5

56.4

52.5

51.7

34.4

11.8

12.5

15.4

5.1

10.3

12.5

2.5

5.1

5.1

5.2

6.3

11.8

2.5

2.6

6.9

6.3

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る

2.0

4.0

2.5

1.9

14.3

13.3

22.4

18.7

17.7

26.8

22.6

57.1

70.0

53.1

57.3

60.8

60.6

45.3

28.6

13.3

14.3

16.0

13.9

9.9

9.4

3.3

8.2

4.0

3.8

1.4

1.3

1.4

20.8

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い

無
回
答

十
分
反
映
さ
れ
て
い
る

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い

無
回
答
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（２）市の施策に女性の意見や考え方が反映されていないと思う理由 

【問３２で、「４ あまり反映されていない」、または「５ ほとんど反映されていない」と回

答した方にお聞きします。】 

そう思う理由は何ですか。（○は一つ） 

全体では、無回答を除き、「社会の仕組みが女性に不利なため」が２０．９％で最も高く、次いで「女

性議員が少ないため」が１６．５％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「社会の仕組みが女性に不利なため」は、女性（２３．３％）が、男性

（１３．５％）に比べ、９．８ポイント高くなっている。 

 
(%)

女性議員が少ないため

行政機関の女性の管理職が少ないため

審議会や委員会に女性委員が少ないため

地域組織のリーダーに女性が少ないため

女性自身の意欲や責任感が乏しいため

女性自身が消極的であるため

男性の意識・理解が足りないため

社会の仕組みが女性に不利なため

女性の能力に対する偏見があるため

その他

無回答

16.5

6.1

2.6

7.0

7.0

2.6

8.7

20.9

2.6

6.1

20.0

18.3

6.7

1.7

6.7

8.3

3.3

6.7

23.3

1.7

5.0

18.3

13.5

5.4

2.7

10.8

5.4

-

13.5

13.5

2.7

10.8

21.6

16.7

5.6

5.6

-

5.6

5.6

5.6

27.8

5.6

-

22.2

0 10 20 30

全 体 n = (115)

女 性 n = ( 60)

男 性 n = ( 37)

無回答 n = ( 18)
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（３）協議会、審議会、委員会への就任意向 

問３３ 市には各種の協議会、審議会、委員会があり、市民の方に委員をお願いしていますが、

このような委員への就任依頼があった場合、あなたはどうしますか。（○は一つ） 

全体では、「引き受けない」が４１．０％で最も高く、次いで「時間に余裕があれば引き受ける」が

３０．６％、「自分の興味のある分野であれば引き受ける」が１３．４％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「引き受けない」は、女性（４７．０％）が、男性（３４．４％）に比べ、

１２．６ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

3.6

3.0

4.3

3.6

13.4

12.8

14.6

12.6

30.6

28.3

33.6

31.5

6.8

6.0

8.3

6.3

41.0

47.0

34.4

36.0

1.2

1.1

1.6

0.9

3.4

1.9

3.2

9.0

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野

で
あ
れ
ば
引
き
受
け
る

そ
の
他

引
き
受
け
な
い

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
引
き
受
け
る

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば

引
き
受
け
る

積
極
的
に
引
き
受
け
る

無
回
答



第３章 調査の結果 

 149 

【性・年代別】 

「引き受けない」は、女性の５０歳代以上で半数を超え、７０歳以上（６２．３％）が特に高くなっ

ている。 

「積極的に引き受ける」、「自分の興味のある分野であれば引き受ける」、「時間に余裕があれば引き受

ける」、「家族や周囲の理解が得られれば引き受ける」の合計では【女性・１０歳代】が７１．５％で最

も高く、次いで【男性・５０歳代】（６９．５％）となっている。 

 

     【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) (5)

20歳代 (30) (17)

30歳代 (49) (40)

40歳代 (75) (39)

50歳代 (79) (59)

60歳代 (71) (58)

70歳以上 (53) (32)

11.8

5.0

2.6

1.7

5.2

6.3

7.5

17.9

20.3

15.5

18.8

40.0

52.9

40.0

25.6

37.3

32.8

18.8

12.5

5.1

10.2

6.9

9.4

60.0

29.4

32.5

41.0

28.8

34.5

40.6

2.5

2.6

1.7

1.7

5.9

5.1

3.4

6.3

積
極
的
に
引
き
受
け
る

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
で

あ
れ
ば
引
き
受
け
る

5.3

3.8

2.8

3.8

14.3

6.7

18.4

9.3

15.2

12.7

13.2

42.9

43.3

38.8

40.0

25.3

19.7

7.5

14.3

13.3

10.2

5.3

3.8

5.6

1.9

28.6

33.3

30.6

40.0

50.6

56.3

62.3

3.3

1.3

3.8

2.0

2.8

7.5

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば

引
き
受
け
る

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
引
き
受
け
る

引
き
受
け
な
い

そ
の
他

無
回
答

積
極
的
に
引
き
受
け
る

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
で

あ
れ
ば
引
き
受
け
る

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば

引
き
受
け
る

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
引
き
受
け
る

そ
の
他

無
回
答

引
き
受
け
な
い
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【性・就労状況別】 

男女ともに「時間に余裕があれば引き受ける」は、【仕事に就いている】が【仕事に就いていない】

に比べ、高くなっている。 

 

 【女 性】                       【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増減がある項目として、「時間に余裕があれば引き受ける」は、男性が［平成２６年］（２６．１％）

に比べ、７．５ポイント増加している。 

 

性別 協議会、審議会、委員会への就任意向 

 

 【女 性】                       【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成21年調査までの選択肢である。 

(%) (%)

積極的に引き受ける

自分の興味のある分野

であれば引き受ける

時間に余裕があれば引き受ける

家族や周囲の理解が

得られれば引き受ける

引き受けない

わからない　※１

その他

無回答

3.0

12.8

28.3

6.0

47.0

1.1

1.9

1.1

12.1

26.1

9.4

44.3

3.3

3.7

3.2

16.4

20.6

7.6

26.4

19.0

2.0

4.8

0204060

4.3

14.6

33.6

8.3

34.4

1.6

3.2

4.8

17.7

26.1

8.4

37.1

2.8

3.1

7.8

20.7

25.1

7.0

17.9

12.0

3.1

6.4

0 20 40 60

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

(%) (%)

積極的に引き受ける

自分の興味のある分野

であれば引き受ける

時間に余裕があれば引き受ける

家族や周囲の理解が

得られれば引き受ける

引き受けない

その他

無回答

3.7

13.2

35.6

5.9

40.2

-

1.4

2.1

11.7

17.9

6.2

57.2

2.8

2.1

0204060

3.7

14.4

35.3

7.9

34.0

1.9

2.8

7.9

15.8

23.7

10.5

36.8

-

5.3

0 20 40 60

仕事に就いている n = (219)

仕事に就いていない n = (145)

仕事に就いている n = (215)

仕事に就いていない n = ( 38)

これまでの調査との比較 
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（４）協議会、審議会、委員会以外の委員への就任意向 

問３４ 問３３の場合以外に、市では、委員を募集する場合があります。このような募集があ

った場合、あなたはどうしますか。（○は一つ） 

全体では、「応募しない」が５５．７％で最も高く、次いで「時間に余裕があれば応募する」が２１．９％

となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「応募しない」は、女性（６４．４％）が、男性（４５．８％）に比べ、

１８．６ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

1.6

1.1

2.4

1.8

10.4

8.7

13.4

9.0

21.9

19.6

26.5

18.9

4.8

2.4

6.7

8.1

55.7

64.4

45.8

49.5

1.0

0.8

0.8

1.8

4.6

3.0

4.3

10.8

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野

で
あ
れ
ば
応
募
す
る

そ
の
他

応
募
し
な
い

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
応
募
す
る

時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
応
募
す
る

積
極
的
に
応
募
す
る

無
回
答
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【性・年代別】 

すべての年代で「応募しない」は女性が男性に比べ、高くなっている。 

「時間に余裕があれば応募する」は、【男性・１０歳代】が４０．０％、「応募しない」は、【女性・

２０歳代】が７３．３％で他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) (5)

20歳代 (30) (17)

30歳代 (49) (40)

40歳代 (75) (39)

50歳代 (79) (59)

60歳代 (71) (58)

70歳以上 (53) (32)

5.9

5.0

2.6

1.7

3.1

5.9

5.0

17.9

16.9

19.0

9.4

40.0

29.4

37.5

15.4

28.8

22.4

25.0

11.8

5.0

7.7

3.4

8.6

6.3

60.0

41.2

45.0

51.3

50.8

43.1

40.6

2.6

1.7

5.9

2.5

2.6

3.4

15.6

積
極
的
に
応
募
す
る

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
で

あ
れ
ば
応
募
す
る

2.5

2.8

3.3

12.2

8.0

8.9

8.5

11.3

14.3

16.7

28.6

25.3

25.3

14.1

3.8

14.3

3.3

4.1

2.7

1.3

1.4

1.9

71.4

73.3

53.1

64.0

59.5

69.0

69.8

3.3

1.3

1.9

2.0

1.3

4.2

11.3

時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
応
募
す
る

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
応
募
す
る

応
募
し
な
い

そ
の
他

無
回
答

積
極
的
に
応
募
す
る

自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
で

あ
れ
ば
応
募
す
る

時
間
に
余
裕
が

あ
れ
ば
応
募
す
る

家
族
や
周
囲
の
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
応
募
す
る

応
募
し
な
い

そ
の
他

無
回
答
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【性・就労状況別】 

女性において、「時間に余裕があれば応募する」は、【仕事に就いている】（２６．５％）が、【仕事に

就いていない】（９．０％）に比べ、１７．５ポイント高くなっている。 

一方、男性において「応募しない」は、【仕事に就いている】（４７．０％）が、【仕事に就いていな

い】（３９．５％）に比べ、７．５ポイント高くなっている。 

 

 【女 性】                       【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年調査から調査項目に追加された。 

「応募しない」は、女性が［平成２６年］（５５．５％）に比べ、８．９ポイント増加している。 

 

性別 協議会、審議会、委員会以外の委員への就任意向 

     【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成21年調査までの選択肢である。 

(%) (%)

積極的に応募する

自分の興味のある

分野であれば応募する

時間に余裕があれば応募する

家族や周囲の理解が

得られれば応募する

応募しない

その他

わからない　※１

無回答

1.1

8.7

19.6

2.4

64.4

0.8

3.0

0.4

13.8

17.8

5.7

55.5

2.4

4.4

0.8

17.0

15.7

4.7

40.5

0.8

15.3

5.3

020406080

2.4

13.4

26.5

6.7

45.8

0.8

4.3

2.5

14.6

21.9

6.7

48.0

1.7

4.5

2.8

17.5

23.5

3.9

31.9

1.7

12.5

6.4

0 20 40 60 80

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成21年 n = (529)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成21年 n = (361)

(%) (%)

積極的に応募する

自分の興味のある

分野であれば応募する

時間に余裕があれば応募する

家族や周囲の理解が

得られれば応募する

応募しない

その他

無回答

1.8

8.7

26.5

2.3

58.4

-

2.3

-

9.0

9.0

2.8

73.8

2.1

3.4

020406080

2.3

13.5

26.5

6.0

47.0

0.9

3.7

2.6

13.2

26.3

10.5

39.5

-

7.9

0 20 40 60 80

仕事に就いている n = (219)

仕事に就いていない n = (145)

仕事に就いている n = (215)

仕事に就いていない n = ( 38)

これまでの調査との比較 
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７．防災 

（１）防災・災害復興対策で配慮すべきこと 

問３５ 防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があると思うことは何ですか。（あてはま

るものすべてに○） 

全体では、「避難所に男女別のトイレや更衣室を設置すること」が８２．２％で最も高く、次いで「乳

幼児、高齢者、障がい者、病人、妊産婦、授乳中の方などのニーズを的確に把握すること、また、物資

を支給する際には適切な配慮をすること」が８０．９％、「救援医療体制（診察・治療体制、妊産婦を

サポートする保健師・助産師の配置）を構築すること」が７３．５％、「被災者に対する相談窓口を設

置すること」が６６．９％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「避難所等における暴力を予防するため、巡回警備等を実施すること」は

女性（６６．６％）が、男性（５４．５％）を１２．１ポイント、「避難所運営の責任者に女性が配置

され、被災者対応に女性の視点が入ること」は女性（６４．７％）が、男性（５３．０％）を１１．７

ポイント上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

避難所に男女別のトイレや更衣室を設置すること

乳幼児、高齢者、障がい者、病人、妊産婦、

授乳中の方などのニーズを的確に把握すること、

また、物資を支給する際には適切な配慮をすること

救援医療体制（診察・治療体制、妊産婦をサポート

する保健師・助産師の配置）を構築すること

被災者に対する相談窓口を設置すること

避難所等における暴力を予防するため、

巡回警備等を実施すること

避難所運営の責任者に女性が配置され、

被災者対応に女性の視点が入ること

防災計画・復興計画などを策定するに当たり、

防災会議に女性が参画すること

特にない

その他

無回答

82.2

80.9

73.5

66.9

60.5

59.6

52.6

1.8

3.3

2.0

86.4

83.4

76.4

67.9

66.6

64.7

52.4

0.5

3.8

1.4

77.9

78.3

70.8

68.8

54.5

53.0

53.8

4.0

3.2

1.6

78.4

78.4

70.3

59.5

54.1

57.7

50.5

0.9

1.8

5.4

0 20 40 60 80 100

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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８．男女平等 

（１）性別役割分担意識 

問３６ 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は一つ） 

全体では、「そのとおりだと思う」（３．１％）と「どちらかといえばそう思う」（２６．８％）を合

わせた『そう思う』が２９．９％、「どちらかといえばそう思わない」（３０．２％）と「そうは思わな

い」（３６．５％）を合わせた『そう思わない』が６６．７％となっている。 

【性別】 

『そう思う』は、男性（３２．８％）が、女性（２７．４％）に比べ、５．４ポイント高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

無
回
答

3.1

2.4

3.2

5.4

26.8

25.0

29.6

26.1

30.2

32.6

26.9

29.7

36.5

37.2

37.9

30.6

3.4

2.7

2.4

8.1
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【性・年代別】 

【男性・７０歳以上】を除く、すべての性・年代で『そう思わない』が『そう思う』よりも高くなっ

ている。 
 

    【女 性】                   【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・就労状況別】 

『そう思わない』は、男性・女性ともに【仕事に就いている】が【仕事に就いていない】に比べ、高

くなっている。 
 

     【女 性】                   【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

仕事に

就いている
(219) 24.7 73.5 (215) 33.5 65.1

仕事に就い

ていない
(145) 32.4 64.2 (38) 28.9 63.1

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

う

』

3.3

2.6

30.2

26.3

25.6

34.2

39.5

28.9

1.4

7.9

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

1.4

4.1

23.3

28.3

31.5

34.5

42.0

29.7

1.8

3.4

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

n (%) n (%)

10歳代 (7) 14.3 85.7 (5) 20.0 80.0

20歳代 (30) 23.3 76.7 (17) 23.5 70.6

30歳代 (49) 24.5 75.5 (40) 27.5 72.5

40歳代 (75) 33.3 66.6 (39) 33.3 64.1

50歳代 (79) 29.1 69.6 (59) 30.5 69.5

60歳代 (71) 23.9 73.2 (58) 34.4 65.5

70歳以上 (53) 28.3 58.5 (32) 50.0 40.7

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

5.3

2.5

1.4

3.8

14.3

23.3

24.5

28.0

26.6

22.5

24.5

14.3

30.0

30.6

33.3

35.4

38.0

26.4

71.4

46.7

44.9

33.3

34.2

35.2

32.1

1.3

2.8

13.2

5.0

1.7

3.4

9.4

20.0

23.5

22.5

33.3

28.8

31.0

40.6

60.0

29.4

25.0

30.8

37.3

20.7

9.4

20.0

41.2

47.5

33.3

32.2

44.8

31.3

5.9

2.6

9.4

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答
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『そう思わない』は、男女とも増加傾向にあり、［平成１１年］に比べ、それぞれ２０ポイント以上

増加している。 

 

性別 性別役割分担意識 

    【女 性】                   【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 27.4 69.8 (253) 32.8 64.8

平成26年 (456) 31.1 64.7 (356) 42.7 52.8

平成11年 (500) 42.3 46.3 (358) 79.2 39.2

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

わ

な

い

』

『

そ

う

思

う

』

『

そ

う

思

う

』

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

3.2

5.9

39.4

29.6

36.8

39.8

26.9

27.2

23.0

37.9

25.6

16.2

2.4

4.5

11.6

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

2.4

2.2

5.1

25.0

28.9

37.2

32.6

37.9

25.7

37.2

26.8

20.6

2.7

4.2

11.4

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

無
回
答

そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

そ
う
は
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

これまでの調査との比較 
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（２）賛成の理由 

【問３６で、「１ そのとおりだと思う」、または「２ どちらかといえばそう思う」と回答し

た方にお聞きします。】 

問３６－１ その理由は何ですか。（○は一つ） 

全体では、「子どもを育てるには、女性は家庭にいた方がよいから」が３３．８％で最も高く、次いで

「男は仕事、女は家事・育児に向いているから」が１５．１％、「男女の役割をはっきり分ける方が、仕

事も家庭もうまくいくから」が１３．２％、「子どものころから、そうした教育をされているから」およ

び「女性は仕事を持っても、勤労条件に恵まれず、仕事と家庭との両立が難しいから」がともに１２．３％

となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「女性は仕事を持っても、勤労条件に恵まれず、仕事と家庭との両立が難しい

から」は、女性（１７．８％）が、男性（４．８％）に比べ、１３．０ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (219)

女性 (101)

男性 (83)

無回答 (35)

男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児

に
向
い
て
い
る
か
ら

子
ど
も
を
育
て
る
に
は
、
女
性

は
家
庭
に
い
た
方
が
よ
い
か
ら

15.1

8.9

19.3

22.9

13.2

15.8

12.0

8.6

12.3

11.9

13.3

11.4

33.8

28.7

39.8

34.3

12.3

17.8

4.8

14.3

4.6

5.9

4.8

8.7

10.9

6.0

8.6

男
女
の
役
割
を
は
っ
き
り
分
け

る
方
が
、
仕
事
も
家
庭
も
う
ま

く
い
く
か
ら

そ
の
他

女
性
は
仕
事
を
持
っ
て
も
、
勤

労
条
件
に
恵
ま
れ
ず
、
仕
事
と

家
庭
と
の
両
立
が
難
し
い
か
ら

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
し

た
教
育
を
さ
れ
て
い
る
か
ら

無
回
答
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（３）反対の理由 

【問３６で、「３ どちらかといえばそう思わない」、または「４ そうは思わない」と回答し

た方にお聞きします。】 

問３６－２ その理由は何ですか。（○は一つ） 

全体では、「男女ともに社会的にも家庭的にも自立することが望ましいから」が３７．１％で最も高

く、次いで「仕事や家事の能力に男女差はないから」が１５．６％、「仕事の面でも活躍している女性

が多くなっているから」が１３．１％、「従来の慣習が薄れ、男女の役割を固定しない風潮が高まって

いるから」が１２．５％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「生まれつき男女の役割は決められていないから」は、男性（１５．２％）

が、女性（５．１％）に比べ、１０．１ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (488)

女性 (257)

男性 (164)

無回答 (67)

8.6

5.1

15.2

6.0

15.6

14.8

14.6

20.9

12.5

15.6

9.1

9.0

13.1

14.0

14.0

7.5

37.1

36.6

36.0

41.8

4.9

5.4

4.3

4.5

8.2

8.6

6.7

10.4

仕
事
や
家
事
の
能
力
に
男
女

差
は
な
い
か
ら

そ
の
他

男
女
と
も
に
社
会
的
に
も
家

庭
的
に
も
自
立
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
か
ら

仕
事
の
面
で
も
活
躍
し
て
い

る
女
性
が
多
く
な
っ
て
い
る

か
ら

従
来
の
慣
習
が
薄
れ
、
男
女

の
役
割
を
固
定
し
な
い
風
潮

が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら

生
ま
れ
つ
き
男
女
の
役
割
は

決
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

無
回
答
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【性・年代別】 

１０歳代および【男性・２０歳代】を除くすべての性・年代で「男女ともに社会的にも家庭的にも自

立することが望ましいから」が最も高く、特に【女性・７０歳以上】が６１．３％と他の性・年代に比

べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (6) (4)

20歳代 (23) (12)

30歳代 (37) (29)

40歳代 (50) (25)

50歳代 (55) (41)

60歳代 (52) (38)

70歳以上 (31) (13)

50.0

10.3

16.0

22.0

10.5

23.1

41.7

3.4

16.0

14.6

10.5

23.1

8.3

6.9

16.0

9.8

10.5

50.0

16.7

10.3

12.0

14.6

15.8

7.7

25.0

48.3

28.0

34.1

42.1

30.8

8.3

10.3

8.0

2.6

10.3

4.0

4.9

7.9

15.4

50.0

8.7

8.1

4.0

5.5

26.1

18.9

18.0

14.5

9.6

9.7

16.7

8.7

12.0

23.6

25.0

9.7

16.7

4.3

16.2

14.0

14.5

15.4

12.9

16.7

30.4

29.7

28.0

32.7

46.2

61.3

8.7

8.1

14.0

3.6

13.0

18.9

10.0

5.5

3.8

6.5

生
ま
れ
つ
き
男
女
の
役
割
は
決
め
ら
れ
て

い
な
い
か
ら

仕
事
や
家
事
の
能
力
に
男
女
差
は
な
い
か
ら

従
来
の
慣
習
が
薄
れ
、
男
女
の
役
割
を

固
定
し
な
い
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら

仕
事
の
面
で
も
活
躍
し
て
い
る
女
性

が
多
く
な
っ
て
い
る
か
ら

男
女
と
も
に
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も

自
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

生
ま
れ
つ
き
男
女
の
役
割
は
決
め
ら
れ
て

い
な
い
か
ら

仕
事
や
家
事
の
能
力
に
男
女
差
は
な
い
か
ら

従
来
の
慣
習
が
薄
れ
、
男
女
の
役
割
を

固
定
し
な
い
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら

仕
事
の
面
で
も
活
躍
し
て
い
る
女
性

が
多
く
な
っ
て
い
る
か
ら

男
女
と
も
に
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も

自
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答
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（４）男女の役割について 

問３７ 日常生活における男女の役割について、本来どうあるべきだと思いますか。（○は一つ） 

全体では、「性別で役割を決める必要はない」が３８．１％で最も高く、次いで「男女とも仕事をし、

家事・育児も男女でする」が３２．７％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「男女とも仕事をし、家事・育児も男女でする」は、女性（３５．９％）

が、男性（２９．２％）に比べ、６．７ポイント高くなっている。また、「性別で役割を決める必要は

ない」は、女性（４１．０％）が男性（３７．５％）に比べ、３．５ポイント高くなっている。 

(%)

性別で役割を決める必要はない

男女とも仕事をし、家事・育児も男女でする

男は仕事、女は家事・育児に

さしつかえない範囲で仕事をする

男女とも仕事をし、家事も男女でするが、

育児は主に女性がする

男は仕事、女は家事・育児をする

女は仕事、男は家事・育児をする

その他

無回答

38.1

32.7

13.7

6.6

4.4

0.1

0.8

3.7

41.0

35.9

12.5

4.1

3.3

0.3

1.1

1.9

37.5

29.2

15.4

8.7

4.7

-

0.4

4.0

29.7

29.7

13.5

9.9

7.2

-

0.9

9.0

0 10 20 30 40 50

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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男女とも「性別で役割を決める必要はない」が増加している。一方、「男は仕事、女は家事・育児に

さしつかえない範囲で仕事をする」は男女とも減少傾向にある。 

 

性別 男女の役割について 

  【女 性】                      【男 性】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査から選択肢に加えた。 

※２ 平成21年調査までの選択肢である。 

 

 

(%) (%)

性別で役割を決める必要はない

※１

男女とも仕事をし、

家事・育児も男女でする

男は仕事、女は家事・育児に

さしつかえない範囲で仕事をする

男女とも仕事をし、家事も男女で

するが、育児は主に女性がする

男は仕事、女は家事・育児をする

女は仕事、男は家事・育児をする

その他

わからない　※２

無回答

41.0

35.9

12.5

4.1

3.3

0.3

1.1

1.9

38.2

26.1

18.4

9.2

3.3

-

0.7

4.2

37.2

31.0

7.0

7.6

8.0

4.8

2.0

2.4

01020304050

37.5

29.2

15.4

8.7

4.7

-

0.4

4.0

31.5

30.1

19.1

7.0

7.3

-

1.4

3.7

29.9

36.3

8.1

11.5

3.9

4.5

2.5

3.4

0 10 20 30 40 50

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

これまでの調査との比較 
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（５）女性の人権が尊重されていないと感じること 

問３８ 女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。（あてはまるもの

すべてに○） 

全体では、「レイプ（強制性交）や痴漢行為など女性への性暴力」が６９．４％で最も高く、次いで

「職場におけるマタニティ・ハラスメント」が６３．７％、「職場におけるセクシュアル・ハラスメン

ト」が５７．８％、「配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力」が５０．１％となっている。 

【性別】 

男女差がある項目として、「職場におけるマタニティ・ハラスメント」は、女性が６７．７％と、男

性（５８．１％）に比べ、９．６ポイント、「配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力」（５４．６％）

が男性（４５．１％）に比べ、９．５ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

レイプ（強制性交）や痴漢行為など女性への性暴力

職場におけるマタニティ・ハラスメント（働く

女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされる

ことや、職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ）

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力

職場におけるパワー・ハラスメント

（社会的地位や職権を利用して行う嫌がらせのこと）

売春・買春・援助交際

人目を引くためだけに女性の性的あるいは

外見的な側面を強調して表現している広告

女性のヌード写真などを掲載した雑誌

女性の容姿を競うコンテスト

特に感じない

その他

無回答

69.4

63.7

57.8

50.1

46.6

43.4

30.1

24.6

16.1

8.5

1.9

4.1

73.1

67.7

60.3

54.6

49.7

46.2

34.5

27.4

14.1

7.1

2.4

1.6

64.4

58.1

55.7

45.1

43.5

39.5

25.7

20.6

17.8

11.1

1.6

5.5

68.5

63.1

54.1

46.8

43.2

43.2

25.2

24.3

18.9

7.2

0.9

9.0

0 20 40 60 80

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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【性・年代別】（上位１０項目） 

女性は、年代にかかわらず、高いポイントとなっているが、男性は、女性に比べ、特に４０歳代の割

合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□レイプ（強制性交）

　や痴漢行為など女性

　への性暴力

□職場における

　マタニティ・

　ハラスメント

□職場における

　セクシュアル・

　ハラスメント

□配偶者

（パートナー）や

　交際相手からの暴力

□職場における

　パワー・ハラスメン

　ト

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

100.0

76.7

75.5

76.0

75.9

71.8

58.5

100.0

58.8

72.5

56.4

71.2

65.5

53.1

0 50 100

85.7

50.0

57.1

44.0

45.6

62.0

35.8

60.0

64.7

40.0

25.6

44.1

44.8

53.1

0 50 100

100.0

63.3

51.0

53.3

51.9

63.4

41.5

60.0

41.2

52.5

30.8

49.2

50.0

40.6

0 50 100

85.7

66.7

59.2

62.7

60.8

64.8

43.4

100.0

64.7

60.0

35.9

57.6

56.9

59.4

0 50 100

85.7

76.7

75.5

68.0

65.8

70.4

50.9

80.0

70.6

65.0

43.6

62.7

60.3

46.9

0 50 100

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

71.4

56.7

46.9

46.7

45.6

42.3

41.5

60.0

41.2

37.5

20.5

42.4

50.0

40.6

0 50 100

-

16.7

4.1

9.3

5.1

5.6

7.5

-

-

7.5

15.4

10.2

17.2

9.4

0 50 100

-

26.7

10.2

12.0

8.9

12.7

26.4

40.0

23.5

10.0

5.1

15.3

29.3

21.9

0 50 100

28.6

33.3

28.6

21.3

21.5

31.0

35.8

40.0

23.5

15.0

2.6

23.7

29.3

25.0

0 50 100

42.9

43.3

28.6

33.3

30.4

38.0

37.7

60.0

23.5

22.5

12.8

27.1

31.0

31.3

0 50 100

□女性の容姿を競う

　コンテスト

□特に感じない□売春・買春・

　援助交際

□人目を引くためだけに

　女性の性的あるいは外見

　的な側面を強調して表現

　している広告

□女性のヌード写真

　などを掲載した雑誌
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増減がある項目として、女性では、「人目を引くためだけに女性の性的あるいは外見的な側面を強調

して表現している広告」が［平成２６年］（２８．５％）に比べて、６．０ポイント増加している。男

性では「女性の容姿を競うコンテスト」は、［平成２６年］（１１．２％）に比べて、６．６ポイント増

加している。 

 

性別 女性の人権が尊重されていないと感じること 

 【女 性】                        【男 性】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 平成26年調査から選択肢に加えた。 
※２ 平成21年調査までは「夫（恋人）などからの暴力」。 
※３ 平成21年調査までは「女性の体の一部や媚びたポーズなどを内容と無関係に使用した広告」。 
※４ 平成21年調査までの選択肢である。 

(%) (%)

レイプ（強制性交）や痴漢行為など女性へ

の性暴力

職場におけるマタニティ・ハラスメント

※１

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

配偶者（パートナー）や

交際相手からの暴力　※２

職場におけるパワー・ハラスメント

※１

売春・買春・援助交際

人目を引くためだけに女性の性的あるいは

外見的な側面を強調して表現している広告

※３

女性のヌード写真などを掲載した雑誌

女性の容姿を競うコンテスト

特に感じない

その他

わからない

※４

無回答

73.1

67.7

60.3

54.6

49.7

46.2

34.5

27.4

14.1

7.1

2.4

1.6

74.1

66.9

64.5

59.0

50.4

47.1

28.5

25.7

12.1

5.9

2.2

5.0

63.8

47.6

41.0

34.8

34.4

25.6

12.6

6.2

1.6

7.0

3.6

020406080

64.4

58.1

55.7

45.1

43.5

39.5

25.7

20.6

17.8

11.1

1.6

5.5

66.6

62.6

59.3

48.9

46.3

39.3

21.6

14.9

11.2

10.1

1.7

3.9

62.6

43.9

34.4

31.8

24.6

20.9

12.3

13.1

5.0

9.8

3.1

0 20 40 60 80

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成11年 n = (358)

これまでの調査との比較 
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（６）男女の地位の平等感 

問３９ 次にあげる分野において、男女の地位は平等であると思いますか。ア～クの各項目に

ついて、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

「全体としては」は、『女性が優遇』（「女性が優遇されている」＋「やや女性が優遇されている」）が

２．５％、「平等である」が２６．２％、『男性が優遇』（「やや男性が優遇されている」＋「男性が優遇

されている」）が５２．３％となっている。 

「平等である」は、「教育の場では」が５０．７％で最も高く、次いで「余暇生活では」が４５．１％

となっている。 

『男性が優遇』は、「しきたりや慣習では」が６５．５％、「職場では」が５７．４％と高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(732) (%)

家庭では

職場では

教育の場では

社会活動の場では

法律や制度では

しきたりや慣習では

余暇生活では

全体としては

5.3

1.4

0.8

0.7

0.8

1.2

0.3

11.6

4.2

3.7

2.3

4.5

2.3

8.9

2.2

35.2

22.7

50.7

33.2

33.2

15.3

45.1

26.2

22.1

35.0

18.2

32.4

28.0

33.1

16.0

42.1

12.7

22.4

4.8

12.0

11.5

32.4

6.4

10.2

9.8

10.4

18.3

16.0

18.2

12.7

18.2

15.0

3.1

4.0

3.6

3.4

3.8

4.2

4.2

4.0

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等
で
あ
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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【性別】 

男女ともに「平等である」は、「教育の場では」、「余暇生活では」で高くなっている。 

いずれの項目も「平等である」の割合は、男性が女性に比べ高く、特に「社会活動の場では」で男性

（４３．５％）が、女性（２５．８％）に比べ、１７．７ポイント高くなっている。 

 

       【女 性】（n=368）           【男 性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

家庭では

職場では

教育の場では

社会活動の場では

法律や制度では

しきたりや慣習では

余暇生活では

全体としては

4.1

1.1

0.8

0.5

0.5

0.3

12.8

3.3

3.8

1.6

3.5

1.9

8.2

0.5

28.3

16.6

46.5

25.8

27.4

13.3

39.4

22.0

26.4

36.7

18.8

36.4

28.3

30.2

18.5

44.6

15.8

26.9

6.5

14.1

14.1

37.5

9.2

12.5

11.4

13.3

22.0

19.6

23.9

14.7

21.5

17.7

1.4

2.2

1.6

1.9

2.2

2.4

3.0

2.7

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

5.9

2.4

1.2

1.2

1.6

2.8

0.4

9.9

6.3

3.6

3.2

5.5

2.8

7.9

4.7

44.7

32.4

55.7

43.5

41.1

17.0

53.8

32.0

18.2

32.4

19.0

26.9

28.5

37.2

13.0

38.3

8.7

15.4

2.4

7.9

6.3

26.9

3.2

7.9

8.7

7.1

14.6

13.0

12.6

11.5

15.4

12.6

4.0

4.0

3.6

4.3

4.3

4.7

4.0

4.0

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る
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ア 家庭では 

「平等である」は、【男性・４０歳代】（４８．７％）および【男性・６０歳代】（４８．３％）が他

の性・年代に比べ、高くなっている。『男性が優遇』は、すべての年代で女性が男性に比べ、高くなっ

ている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) - 71.5 (5) - 40.0

20歳代 (30) 16.6 33.3 (17) 17.7 11.8

30歳代 (49) 26.5 38.8 (40) 25.0 17.5

40歳代 (75) 14.7 42.7 (39) 18.0 20.5

50歳代 (79) 21.5 34.2 (59) 15.3 33.9

60歳代 (71) 16.9 49.3 (58) 12.1 29.3

70歳以上 (53) 5.7 47.1 (32) 12.6 37.6

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

3.3

12.2

4.0

3.8

2.8

13.3

14.3

10.7

17.7

14.1

5.7

14.3

33.3

20.4

25.3

32.9

29.6

30.2

42.9

23.3

18.4

28.0

13.9

36.6

35.8

28.6

10.0

20.4

14.7

20.3

12.7

11.3

14.3

16.7

14.3

17.3

11.4

4.2

7.5

9.4

11.8

5.0

7.7

5.1

5.2

6.3

5.9

20.0

10.3

10.2

6.9

6.3

40.0

47.1

42.5

48.7

42.4

48.3

37.5

40.0

11.8

12.5

17.9

22.0

19.0

18.8

5.0

2.6

11.9

10.3

18.8

20.0

17.6

10.0

10.3

8.5

6.9

3.1

5.9

5.0

2.6

3.4

9.4

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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イ 職場では 

「平等である」は、【男性・２０歳代】（４７．１％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。『男

性が優遇』は、すべての年代で女性が男性に比べ高く、特に【女性・３０歳代】が７１．５％で最も高

く、次いで【女性・６０歳代】が７０．４％となっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 14.3 85.7 (5) - 80.0

20歳代 (30) 13.3 36.7 (17) - 35.3

30歳代 (49) 4.0 71.5 (40) 17.5 30.0

40歳代 (75) 1.3 62.7 (39) 15.4 56.4

50歳代 (79) 5.1 68.3 (59) 11.9 49.2

60歳代 (71) 1.4 70.4 (58) 1.7 50.0

70歳以上 (53) 5.7 54.8 (32) 3.1 53.1

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

5.0

2.6

5.1

12.5

12.8

6.8

1.7

3.1

47.1

40.0

25.6

32.2

37.9

21.9

80.0

23.5

20.0

43.6

35.6

32.8

25.0

11.8

10.0

12.8

13.6

17.2

28.1

20.0

11.8

10.0

6.8

8.6

6.3

5.9

2.5

2.6

1.7

15.6

3.3

2.0

1.4

1.9

14.3

10.0

2.0

1.3

5.1

3.8

13.3

16.3

22.7

13.9

16.9

13.2

85.7

20.0

32.7

38.7

31.6

49.3

34.0

16.7

38.8

24.0

36.7

21.1

20.8

36.7

8.2

13.3

10.1

9.9

17.0

2.5

1.4

9.4

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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ウ 教育の場では 

「平等である」は、１０歳代および７０歳以上を除くすべての年代で男性が女性に比べ高く、特に２０

歳代（６４．７％）が高くなっている。『男性が優遇』は、【男性・１０歳代】が４０．０％で他の性・年

代に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 14.3 - (5) 20.0 40.0

20歳代 (30) 6.7 20.0 (17) - 5.9

30歳代 (49) 14.3 20.4 (40) 12.5 12.5

40歳代 (75) 2.7 24.0 (39) 5.1 25.6

50歳代 (79) 2.5 29.1 (59) 1.7 23.7

60歳代 (71) 2.8 28.1 (58) 3.4 20.7

70歳以上 (53) 1.9 28.3 (32) 3.1 28.1

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

2.5

1.7

3.1

20.0

10.0

5.1

1.7

1.7

20.0

64.7

55.0

56.4

64.4

60.3

37.5

40.0

5.9

7.5

25.6

18.6

20.7

25.0

5.0

5.1

3.1

20.0

23.5

17.5

10.3

10.2

13.8

18.8

5.9

2.5

2.6

1.7

12.5

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

4.1

1.4

14.3

6.7

10.2

2.7

2.5

1.4

1.9

71.4

33.3

44.9

49.3

48.1

49.3

39.6

20.0

16.3

14.7

22.8

22.5

18.9

4.1

9.3

6.3

5.6

9.4

14.3

40.0

20.4

24.0

20.3

19.7

18.9 11.3
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エ 社会活動の場では 

「平等である」は、すべての年代で男性が女性に比べ高く、特に２０歳代（５２．９％）と３０歳代

（４７．５％）が高くなっている。『男性が優遇』は、１０歳代を除くすべての年代で女性が男性に比

べ高く、特に３０歳代（６１．２％）が他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) - 57.1 (5) - 60.0

20歳代 (30) 3.3 40.0 (17) - 29.4

30歳代 (49) - 61.2 (40) 12.5 22.5

40歳代 (75) 1.3 48.0 (39) 2.6 33.4

50歳代 (79) 5.0 51.9 (59) 5.1 39.0

60歳代 (71) 1.4 53.5 (58) 3.4 36.2

70歳以上 (53) 1.9 43.4 (32) - 37.5

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

2.5

3.3

1.3

2.5

1.4

1.9

16.7

14.3

32.0

29.1

28.2

26.4

57.1

26.7

40.8

37.3

35.4

40.8

32.1

13.3

20.4

10.7

16.5

12.7

11.3

42.9

40.0

24.5

18.7

12.7

16.9

17.0

1.3

11.3

2.5

1.7

1.7

10.0

2.6

3.4

1.7

20.0

52.9

47.5

46.2

44.1

44.8

34.4

60.0

23.5

17.5

30.8

30.5

27.6

21.9

5.9

5.0

2.6

8.5

8.6

15.6

20.0

11.8

15.0

15.4

10.2

13.8

12.5

5.9

2.5

2.6

1.7

1.7

15.6

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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オ 法律や制度では 

「平等である」は、１０歳代を除くすべての年代で男性が女性に比べ高く、特に６０歳代が４８．３％

で高くなっている。『男性が優遇』は、１０歳代を除くすべての年代で女性が男性に比べ高く、特に

３０歳代が５３．１％となっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 14.3 28.6 (5) - 40.0

20歳代 (30) - 33.4 (17) 11.8 17.7

30歳代 (49) 8.2 53.1 (40) 15.0 32.5

40歳代 (75) 5.3 49.4 (39) 5.1 41.0

50歳代 (79) 2.6 46.8 (59) 10.2 39.0

60歳代 (71) 4.2 39.5 (58) 3.4 36.2

70歳以上 (53) - 26.4 (32) - 28.1

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

5.9

5.0

1.7

5.9

10.0

5.1

8.5

3.4

40.0

41.2

35.0

33.3

40.7

48.3

46.9

40.0

11.8

22.5

35.9

32.2

29.3

25.0

5.9

10.0

5.1

6.8

6.9

3.1

20.0

23.5

15.0

17.9

10.2

10.3

6.3

5.9

2.5

2.6

1.7

18.8

14.3

1.3

8.2

5.3

1.3

4.2

57.1

20.0

18.4

20.0

30.4

28.2

41.5

28.6

26.7

28.6

34.7

32.9

25.4

18.9

6.7

24.5

14.7

13.9

14.1

7.5

46.7

20.4

24.0

19.0

28.2

20.8

1.3

1.3

11.3

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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カ しきたりや慣習では 

「平等である」は、【男性・１０歳代】が４０．０％で他の性・年代に比べ、高くなっている。『男性

が優遇』は、【女性・１０歳代】が８５．７％で最も高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) 14.3 85.7 (5) - 20.0

20歳代 (30) 3.3 40.0 (17) - 52.9

30歳代 (49) - 77.6 (40) 7.5 55.0

40歳代 (75) 2.7 76.0 (39) - 71.8

50歳代 (79) - 74.7 (59) 3.4 71.2

60歳代 (71) 1.4 66.2 (58) 3.4 67.3

70歳以上 (53) 3.8 50.9 (32) - 59.4

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

7.5

3.4

3.4

40.0

17.6

22.5

15.4

13.6

15.5

18.8

20.0

29.4

35.0

41.0

30.5

48.3

34.4

23.5

20.0

30.8

40.7

19.0

25.0

40.0

17.6

12.5

10.3

11.9

12.1

3.1

11.8

2.5

2.6

1.7

18.8

14.3

3.3

2.7

1.4

3.8

16.7

2.0

10.7

13.9

11.3

28.3

28.6

16.7

28.6

34.7

29.1

40.8

22.6

57.1

23.3

49.0

41.3

45.6

25.4

28.3

40.0

20.4

9.3

8.9

21.1

5.7

1.3

2.5

11.3

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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キ 余暇生活では 

「平等である」は、【女性・１０歳代】が７１．４％で最も高く、次いで【男性・３０歳代】が６０．０％

となっている。『男性が優遇』は、１０歳代を除く、すべての年代で女性が男性に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) - 14.3 (5) - 40.0

20歳代 (30) 6.7 23.3 (17) 11.8 11.8

30歳代 (49) 8.1 28.6 (40) 5.0 15.0

40歳代 (75) 12.0 24.0 (39) 17.9 15.4

50歳代 (79) 7.6 30.4 (59) 13.6 10.2

60歳代 (71) 9.9 21.1 (58) 10.3 18.9

70歳以上 (53) 5.7 37.7 (32) 6.3 25.1

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

2.0

6.7

6.1

12.0

7.6

9.9

5.7

71.4

30.0

28.6

37.3

41.8

50.7

35.8

14.3

20.0

18.4

13.3

20.3

14.1

28.3

3.3

10.2

10.7

10.1

7.0

9.4

14.3

40.0

34.7

24.0

19.0

18.3

5.7

2.7

1.3

15.1

5.9

2.5

5.1

3.4

5.9

2.5

17.9

8.5

6.9

6.3

40.0

52.9

60.0

48.7

59.3

56.9

40.6

20.0

5.9

12.5

12.8

8.5

17.2

18.8

20.0

5.9

2.5

2.6

1.7

1.7

6.3

20.0

17.6

17.5

15.4

16.9

12.1

12.5

5.9

2.5

2.6

1.7

15.6

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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ク 全体としては 

「平等である」は、すべての年代で男性が女性に比べ高く、特に、１０歳代が４０．０％で最も高く、

次いで３０歳代（３７．５％）および７０歳以上（３７．５％）となっている。『男性が優遇』は、す

べての年代で女性が男性に比べ、高くなっている。 

 

    【女 性】                  【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) - 71.4 (5) - 40.0

20歳代 (30) - 33.4 (17) 5.9 23.5

30歳代 (49) - 71.5 (40) 7.5 40.0

40歳代 (75) 1.3 62.7 (39) 2.6 51.3

50歳代 (79) - 60.8 (59) 8.5 47.5

60歳代 (71) - 57.8 (58) 3.4 56.9

70歳以上 (53) 1.9 41.5 (32) 3.1 37.5

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

1.7

5.9

7.5

2.6

6.8

3.4

3.1

40.0

35.3

37.5

33.3

25.4

31.0

37.5

40.0

17.6

32.5

48.7

39.0

44.8

28.1

5.9

7.5

2.6

8.5

12.1

9.4

20.0

29.4

12.5

10.3

18.6

6.9

6.3

5.9

2.5

2.6

1.7

15.6

1.3

1.9

14.3

26.7

8.2

20.0

20.3

25.4

32.1

71.4

16.7

53.1

50.7

49.4

47.9

32.1

16.7

18.4

12.0

11.4

9.9

9.4

14.3

40.0

20.4

14.7

16.5

16.9

11.3

1.3

2.5

13.2

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

無
回
答
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平成２６年調査から「わからない」が選択肢に追加されたため、平成１１年調査は参考として掲載し

ている。 

［平成２６年］に比べ、「イ 職場では」以外の項目が女性において、『男性が優遇』が高くなってい

る。 

性別 男女の地位の平等感 

ア 家庭では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 職場では 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 教育の場では 

 

 

 

 

 

 

 

エ 社会活動の場では 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 2.1 50.5 (253) 4.4 34.8

平成26年 (456) 2.4 44.5 (356) 6.4 30.4

平成11年 (500) 5.4 55.2 (358) 6.7 43.9

0.5

0.2

0.2

1.6

2.2

5.2

25.8

26.3

26.0

36.4

33.8

43.4

14.1

10.7

11.8

19.6

19.3

1.9

7.5

13.4

1.2

1.1

0.8

3.2

5.3

5.9

43.5

41.9

36.9

26.9

24.2

36.9

7.9

6.2

7.0

13.0

15.7

4.3

5.6

12.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) 4.6 25.3 (253) 4.8 21.4

平成26年 (456) 4.4 18.6 (356) 4.5 8.7

平成11年 (500) 4.2 30.6 (358) 5.5 21.2

0.8

0.2

0.4

3.8

4.2

3.8

46.5

52.9

51.0

18.8

14.7

25.4

6.5

3.9

5.2

22.0

17.1

1.6

7.0

14.2

1.2

1.1

0.8

3.6

3.4

4.7

55.7

67.1

61.5

19.0

7.3

18.7

2.4

1.4

2.5

14.6

14.0

3.6

5.6

11.7

n (%) n (%)

令和元年 (368) 4.4 63.6 (253) 8.7 47.8

平成26年 (456) 1.9 65.8 (356) 5.1 57.6

平成11年 (500) 4.6 71.4 (358) 6.1 65.1

1.1

0.4

1.2

3.3

1.5

3.4

16.6

16.7

10.4

36.7

33.3

41.8

26.9

32.5

29.6

13.3

8.8

2.2

6.8

13.6

2.4

1.7

1.4

6.3

3.4

4.7

32.4

20.8

18.4

32.4

36.8

48.9

15.4

20.8

16.2

7.1

10.7

4.0

5.9

10.3

n (%) n (%)

令和元年 (368) 16.9 42.2 (253) 15.8 26.9

平成26年 (456) 19.7 37.9 (356) 14.9 32.8

平成11年 (500) 16.0 51.8 (358) 11.7 50.0

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

5.9

3.9

2.8

9.9

11.0

8.9

44.7

38.5

29.6

18.2

27.2

38.5

8.7

5.6

11.5

8.7

9.0

4.0

4.8

8.7

4.1

4.8

5.8

12.8

14.9

10.2

28.3

25.2

21.6

26.4

23.2

36.4

15.8

14.7

15.4

11.4

10.5

1.4

6.6

10.6

女
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

無
回
答

これまでの調査との比較 

【男性】 【女性】 
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オ 法律や制度では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ しきたりや慣習では 

 

 

 

 

 

 

 

キ 余暇生活では 

 

 

 

 

 

 

 

ク 全体としては 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) 0.5 57.1 (253) 5.1 46.2

平成26年 (456) 1.5 51.5 (356) 6.2 43.0

平成11年 (500) 3.6 67.6 (358) 7.0 56.7

0.4

1.1

1.1

4.7

5.1

5.9

32.0

32.9

26.5

38.3

39.6

49.2

7.9

3.4

7.5

12.6

12.6

4.0

5.3

9.8

0.2

0.6

0.5

1.3

3.0

22.0

21.7

18.2

44.6

36.4

54.2

12.5

15.1

13.4

17.7

18.6

2.7

6.6

10.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) 8.5 27.7 (253) 10.7 16.2

平成26年 (456) 10.9 27.0 (356) 11.0 18.0

平成11年 (500) 16.4 35.4 (358) 16.5 28.8

0.3

1.3

4.4

8.2

9.6

12.0

39.4

37.3

36.0

18.5

17.8

27.2

9.2

9.2

8.2

21.5

17.8

3.0

7.0

12.2

2.8

3.1

3.4

7.9

7.9

13.1

53.8

49.2

43.0

13.0

14.3

27.1

3.2

3.7

1.7

15.4

16.6

4.0

5.3

11.7

n (%) n (%)

令和元年 (368) 1.9 67.7 (253) 2.8 64.1

平成26年 (456) 2.2 64.7 (356) 2.0 61.2

平成11年 (500) 2.6 75.2 (358) 3.1 71.8

0.2

0.8

1.9

2.0

1.8

13.3

11.2

9.4

30.2

33.6

40.6

37.5

31.1

34.6

14.7

14.9

2.4

7.0

12.8

0.3

0.6

2.8

1.7

2.5

17.0

17.7

12.6

37.2

37.6

46.9

26.9

23.6

24.9

11.5

13.8

4.7

5.3

12.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) 4.0 42.4 (253) 7.1 34.8

平成26年 (456) 2.6 39.3 (356) 7.0 25.9

平成11年 (500) 3.8 56.8 (358) 7.8 38.6

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

『

女

性

が

優

遇

』

『

男

性

が

優

遇

』

0.5

0.4

0.2

3.5

2.2

3.6

27.4

27.0

24.2

28.3

27.2

40.8

14.1

12.1

16.0

23.9

23.7

2.2

7.5

15.2

女
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

無
回
答

女
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

や
や
女
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

や
や
男
性
が
優
遇
さ

れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

平
等
で
あ
る

男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る

無
回
答

1.6

1.1

1.4

5.5

5.9

6.4

41.1

42.4

43.0

28.5

19.4

32.7

6.3

6.5

5.9

12.6

19.1

4.3

5.6

10.6

【男性】 【女性】 
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（７）施策要望 

問４０ 男女共同参画社会を実現するために、市がどのような取組を進めたらよいと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「保育所などの児童福祉の推進」が５４．０％で最も高く、次いで「学校における男女平

等教育の推進」が５２．３％、「高齢者介護などの福祉の充実」が５１．１％となっている。 

【性別】 

女性では「保育所などの児童福祉の推進」が５６．８％で最も高く、男性では「学校における男女平

等教育の推進」が５１．８％で最も高くなっている。男女差がある項目として、「高齢者介護などの福

祉の充実」で女性（５６．０％）が、男性（４３．１％）に比べ、１２．９ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

保育所などの児童福祉の推進

学校における男女平等教育の推進

高齢者介護などの福祉の充実

福祉・健康・労働など女性に関する相談業務

経営者、事業主に対する啓発活動

市の審議会などへの女性委員の登用

男女共同参画についての広報活動

女性の社会的な自立を促す講座の開催

男女共同参画に関して活動を

行っている団体への支援と育成

女性起業家の支援と育成

地域活動やボランティア活動への支援

男女共同参画推進プラザにおける事業の拡充

その他

無回答

54.0

52.3

51.1

33.3

32.7

30.2

29.4

26.4

23.6

22.4

17.6

13.4

3.8

4.4

56.8

54.3

56.0

35.9

32.1

28.8

28.5

28.3

22.6

21.7

16.6

12.0

3.8

2.2

49.8

51.8

43.1

27.7

37.2

32.8

31.2

23.7

24.1

23.3

18.6

16.6

4.0

5.9

54.1

46.8

53.2

37.8

24.3

28.8

27.9

26.1

26.1

22.5

18.9

10.8

3.6

8.1

0 20 40 60

全 体 n = (732)

女 性 n = (368)

男 性 n = (253)

無回答 n = (111)
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【性・年代別】（上位１０項目） 

他の性・年代に比べ「保育所などの児童福祉の推進」は、【女性・３０歳代】が８３．７％で最も高

く、次いで【男性・１０歳代】が８０．０％となっている。「高齢者介護などの福祉の充実」は、【女性・

７０歳以上】が７３．６％、「市の審議会などへの女性委員の登用」は、【男性・２０歳代】が４７．１％

でと他の性・年代に比べ、高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(39)

(59)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

14.3

26.7

22.4

25.3

34.2

31.0

32.1

40.0

47.1

17.5

20.5

32.2

44.8

34.4

0 50 100

42.9

20.0

22.4

21.3

25.3

12.7

26.4

20.0

29.4

17.5

17.9

28.8

22.4

25.0

0 50 100

42.9

20.0

12.2

20.0

25.3

26.8

24.5

40.0

23.5

12.5

10.3

27.1

29.3

37.5

0 50 100

14.3

30.0

26.5

26.7

34.2

21.1

34.0

40.0

23.5

15.0

12.8

27.1

24.1

37.5

0 50 100

28.6

26.7

20.4

21.3

32.9

28.2

41.5

80.0

17.6

22.5

20.5

32.2

37.9

40.6

0 50 100

□ □ □ □ □市の審議会など

への女性委員の

登用

男女共同参画に

ついての

広報活動

女性の社会的な

自立を促す講座

の開催

男女共同参画に

関して活動を

行っている団体

への支援と育成

女性起業家の

支援と育成

□ □ □ □ □保育所などの

児童福祉の推進

学校における

男女平等教育の

推進

高齢者介護など

の福祉の充実

福祉・健康・

労働など女性に

関する相談業務

経営者、事業主

に対する

啓発活動

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

57.1

60.0

83.7

46.7

53.2

62.0

47.2

80.0

70.6

45.0

48.7

54.2

41.4

50.0

0 50 100

71.4

33.3

16.3

32.0

39.2

28.2

34.0

80.0

23.5

30.0

48.7

33.9

36.2

40.6

0 50 100

28.6

43.3

18.4

32.0

41.8

42.3

37.7

40.0

35.3

20.0

15.4

28.8

31.0

37.5

0 50 100

28.6

46.7

36.7

49.3

60.8

63.4

73.6

60.0

29.4

30.0

23.1

50.8

51.7

59.4

0 50 100

85.7

60.0

34.7

50.7

62.0

52.1

64.2

60.0

52.9

47.5

43.6

54.2

55.2

53.1

0 50 100



第３章 調査の結果 

 180 

 

平成２１年調査までの回答は「○は三つまで」であったため、平成２６年調査と比較する。また、平

成１１年調査は参考に掲載する。 

増減がある項目として、女性では、「学校における男女平等教育の推進」が［平成２６年］（３９．７％）

より１４．６ポイント増加している。 

男性では、「高齢者介護などの福祉の充実」が［平成２６年］（４９．２％）より６．１ポイント減少

している。一方、「学校における男女平等教育の推進」は、［平成２６年］（４４．４％）より７．４ポ

イント増加している。 

 

性別 施策要望 

 【女 性】                       【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの調査との比較 

(%) (%)

保育所などの児童福祉の推進

学校における男女平等教育の推進

高齢者介護などの福祉の充実

※１

福祉・健康・労働など

女性に関する相談業務

経営者、事業主に対する啓発活動

市の審議会などへの女性委員の登用

男女共同参画についての広報活動

※２

女性の社会的な自立を促す講座の開催

男女共同参画に関して活動を

行っている団体への支援と育成　※３

女性起業家の支援と育成

地域活動やボランティア活動への支援

男女共同参画推進プラザに

おける事業の拡充　※４

その他

無回答

56.8

54.3

56.0

35.9

32.1

28.8

28.5

28.3

22.6

21.7

16.6

12.0

3.8

2.2

57.7

39.7

57.2

34.9

28.1

24.1

27.2

26.8

20.8

19.1

18.5

9.9

3.7

6.4

36.2

28.8

36.2

22.6

28.8

18.6

6.6

22.4

13.2

16.4

1.6

6.2

0204060

49.8

51.8

43.1

27.7

37.2

32.8

31.2

23.7

24.1

23.3

18.6

16.6

4.0

5.9

50.3

44.4

49.2

28.9

37.6

25.8

26.7

24.2

20.5

18.5

17.1

12.4

4.5

8.1

33.5

34.1

28.5

23.5

32.7

22.9

10.3

18.2

16.5

11.7

5.6

5.9

0 20 40 60

令和元年 n = (368)

平成26年 n = (456)

平成11年 n = (500)

令和元年 n = (253)

平成26年 n = (356)

平成21年 n = (358)

※１ 平成11年調査では「高齢者問題等の福祉の充実」。 
※２ 平成21年調査までは「女性問題についての広報活動」。 
※３ 平成21年調査までは「ＮＰＯの支援と育成」。 
※４ 平成11年調査では「女性センターのような活動拠点の整備・充実」。 
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（８）男女共同参画に関する取組や用語の認知度 

問４１ 男女共同参画問題に関する次の取組や用語などをご存じですか。ア～トの各項目につ

いて、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

全体では、「言葉も内容も知っている」は、「セクシュアル・ハラスメント」（７５．７％）および「パ

ワー・ハラスメント」（７５．３％）がともに高くなっている。次いで「マタニティ・ハラスメント」

が７２．７％、「ドメスティック・バイオレンス」が７２．０％となっている。一方、「新座市男女共

同参画推進条例」（１．９％）、「第３次にいざ男女共同参画プラン」（２．３％）、「男女共同参画週間」

（４．２％）が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(732) (%)

新座市男女共同参画情報紙

Ｆｏｒ Ｙｏｕ

第３次にいざ

男女共同参画プラン

新座市男女共同参画推進条例

女性困りごと相談室

男女雇用機会均等法

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ドメスティック・バイオレンス

デートＤＶ

ＤＶ防止法

7.5

2.3

1.9

9.3

35.5

32.1

13.5

72.0

51.1

41.9

20.1

11.1

13.0

29.1

31.0

37.2

29.5

14.8

20.8

34.2

68.6

82.1

80.5

57.0

29.1

26.5

52.5

9.4

24.0

19.4

3.8

4.5

4.6

4.6

4.4

4.2

4.5

3.8

4.1

4.5

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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n=(732) (%)

男女共同参画週間

ジェンダー

ＬＧＢＴ

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パワー・ハラスメント

ワーク・ライフ・バランス

ポジティブ・アクション

女性活躍推進法

政治分野における男女共同参画

の推進に関する法律

4.2

49.0

52.3

75.7

72.7

75.3

39.1

9.2

10.9

6.8

23.1

23.5

21.3

14.2

17.1

14.5

26.5

25.7

30.6

21.0

68.2

23.4

22.5

6.1

6.6

6.4

30.3

61.2

54.5

68.3

4.5

4.1

3.8

4.0

3.7

3.8

4.1

4.0

4.0

3.8

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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【性別】 

男女ともに「セクシュアル・ハラスメント」、「パワー・ハラスメント」および「ドメスティック・バイ

オレンス」において「言葉も内容も知っている」が高くなっている。 

男女差がある項目として、「女性困りごと相談室」の「知らない」は、男性（７３．９％）が、女性

（４６．７％）に比べ、２７．２ポイント高くなっている。一方、「デートＤＶ」の「言葉も内容も知

っている」は、女性（５６．８％）が、男性（４５．５％）に比べ、１１．３ポイント高くなっている。 

 

         【女性】（n=368）           【男性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

新座市男女共同参画情報紙

Ｆｏｒ Ｙｏｕ

第３次にいざ

男女共同参画プラン

新座市男女共同参画推進条例

女性困りごと相談室

男女雇用機会均等法

育児・介護休業法

男女共同参画社会基本法

ドメスティック・バイオレンス

デートＤＶ

ＤＶ防止法

9.0

2.4

1.6

13.0

32.3

32.6

10.9

75.3

56.8

44.8

23.6

13.9

15.2

36.7

29.9

36.7

29.3

13.3

18.8

33.7

64.1

80.2

79.3

46.7

34.2

26.9

55.7

8.2

21.2

17.7

3.3

3.5

3.8

3.5

3.5

3.8

4.1

3.3

3.3

3.8

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

5.1

1.6

2.0

4.3

42.7

34.8

19.0

71.5

45.5

40.7

15.4

8.7

10.3

18.6

32.0

36.4

30.8

16.6

25.3

35.2

77.5

87.0

85.0

73.9

22.5

26.5

47.8

9.9

26.5

21.3

2.0

2.8

2.8

3.2

2.8

2.4

2.4

2.0

2.8

2.8

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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         【女性】（n=368）           【男性】（n=253） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

男女共同参画週間

ジェンダー

ＬＧＢＴ

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パワー・ハラスメント

ワーク・ライフ・バランス

ポジティブ・アクション

女性活躍推進法

政治分野における男女共同参画

の推進に関する法律

4.1

51.4

54.3

78.5

76.6

77.2

35.3

7.9

9.2

4.9

22.8

24.2

19.3

13.3

14.9

14.4

26.6

24.7

29.1

17.9

69.0

21.2

23.4

5.2

5.4

5.4

34.2

63.9

58.2

73.9

4.1

3.3

3.0

3.0

3.0

3.0

3.8

3.5

3.5

3.3

5.1

50.2

54.5

77.1

72.7

76.7

47.8

11.5

15.0

9.1

22.1

22.1

23.7

14.2

17.8

13.8

23.7

24.9

30.0

24.5

70.4

24.9

19.8

5.9

7.5

7.1

26.5

61.7

53.0

64.4

2.4

2.8

2.0

2.8

2.0

2.4

2.0

2.0

2.0

2.0

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

無
回
答
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【性・年代別】 

「言葉も内容も知っている」と「聞いたことがある」の合計では、【男性・７０歳以上】を除き、す

べての性・年代で「セクシュアル・ハラスメント」が８０％以上、特に男性においては、９０％以上と

高くなっている。また、「ドメスティック・バイオレンス」、「マタニティ・ハラスメント」および「パ

ワー・ハラスメント」についても、男女ともに７０歳以上を除き、８０％以上と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ □ □ □ □新座市男女共同

参画情報紙

Ｆｏｒ Ｙｏｕ

第３次にいざ

男女共同参画

プラン

新座市男女共同

参画推進条例

女性困りごと

相談室

男女雇用

機会均等法

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(40)

(39)

(59)

(58)

(32)

(79)

(71)

(53)

(5)

(17)

(%)

(7)

(30)

(49)

(75)

n (%) (%) (%) (%)

14.3

10.0

22.4

30.7

46.9

42.3

26.5

-

5.9

7.5

15.4

22.1

29.3

34.4

0 50 100

42.9

50.0

63.3

62.6

75.9

63.4

47.2

80.0

76.5

62.5

84.6

83.1

79.3

53.1

0 50 100

-

6.7

34.6

54.6

63.3

63.4

49.0

-

5.9

15.0

12.8

23.8

37.9

28.1

0 50 100

14.3

6.7

8.1

9.3

24.1

21.1

24.5

-

23.5

7.5

2.6

11.9

17.3

15.6

0 50 100

-

6.7

8.1

14.6

26.6

18.3

17.0

-

11.8

7.5

7.7

6.8

15.5

12.5

0 50 100

□ □ □ □ □男女共同参画

社会基本法

ドメスティッ

ク・バイオレン

ス

デートＤＶ ＤＶ防止法育児・

介護休業法

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

85.8

60.0

73.5

74.7

81.0

64.8

50.9

80.0

76.5

65.0

76.9

71.2

77.6

56.3

0 50 100

57.1

66.7

81.6

85.3

87.4

84.5

52.9

60.0

88.2

80.0

79.5

79.7

82.7

43.7

0 50 100

100.0

66.7

73.4

81.3

81.0

78.8

56.6

80.0

88.2

80.0

66.7

74.5

68.9

46.9

0 50 100

100.0

80.0

91.9

94.7

92.4

90.1

71.7

100.0

94.1

87.5

94.9

89.9

91.3

65.7

0 50 100

85.7

53.3

40.8

33.3

39.3

40.8

39.6

80.0

82.4

40.0

48.8

50.8

46.6

43.7

0 50 100
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□ □ □ □ □男女共同

参画週間

ジェンダー ＬＧＢＴ セクシュアル・

ハラスメント

マタニティ・

ハラスメント

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(40)

(39)

(59)

(58)

(32)

(79)

(71)

(53)

(5)

(17)

(%)

(7)

(30)

(49)

(75)

n (%) (%) (%) (%)

14.3

26.7

26.5

28.0

27.8

23.9

30.2

-

47.1

20.0

25.7

28.8

32.7

18.8

0 50 100

100.0

86.7

95.9

96.0

94.9

91.5

77.4

80.0

94.1

90.0

94.9

96.7

98.2

59.4

0 50 100

100.0

83.3

95.9

94.7

94.9

93.0

81.1

100.0

94.2

92.5

97.4

96.6

96.6

62.5

0 50 100

100.0

73.3

77.5

88.0

77.2

64.8

52.9

80.0

82.3

80.0

94.8

88.1

77.6

37.6

0 50 100

100.0

80.0

83.6

86.7

81.0

67.6

49.0

100.0

88.2

80.0

82.1

81.3

69.0

28.2

0 50 100

□ □ □ □ □ワーク・

ライフ・

バランス

ポジティブ・

アクション

女性活躍推進法 政治分野におけ

る男女共同参画

の推進に関する

法律

パワー・

ハラスメント

法律

【女性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

【男性】

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(39)

(59)

(58)

(32)

(71)

(53)

(5)

(17)

(40)

(7)

(30)

(49)

(75)

(79)

n (%) (%) (%) (%) (%)

100.0

83.4

95.9

96.0

94.9

92.9

77.4

100.0

88.3

87.5

97.5

96.6

96.6

65.6

0 50 100

28.6

16.7

18.3

22.7

26.6

19.7

26.5

20.0

29.4

30.0

25.6

40.6

39.7

25.0

0 50 100

57.2

40.0

44.9

37.4

43.0

28.2

37.7

20.0

52.9

40.0

41.0

52.5

53.4

25.0

0 50 100

42.9

33.4

32.7

26.7

46.8

28.2

24.5

20.0

29.4

30.0

30.8

49.1

41.4

28.2

0 50 100

71.4

73.4

63.3

68.0

73.4

57.7

35.9

60.0

70.6

75.0

79.5

76.3

77.6

40.6

0 50 100
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男女ともに多くの項目で「言葉も内容も知っている」と「聞いたことがある」の合計では、［平成２６

年］に比べ、増加しているが、その中で男女ともに最も増加しているのは「シ ジェンダー」であり、

女性が３５．５ポイント、男性が３７．１ポイントの増加となっている。 

 

性別 男女共同参画に関する取組や用語の認知度 

ア 新座市男女共同参画情報紙 Ｆｏｒ Ｙｏｕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 第３次にいざ男女共同参画プラン 

 

 

 

 

 

 

ウ 新座市男女共同参画推進条例 

 

 

 

 

 

 

エ 女性困りごと相談室 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

1.6

1.4

1.4

8.7

10.1

8.7

87.0

82.6

81.0

2.8

5.9

8.9

2.4

2.4

2.0

13.9

16.0

13.2

80.2

74.6

75.6

3.5

7.0

9.2

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成16年 (450) (360)

13.0

12.3

17.6

36.7

40.4

41.8

46.7

40.8

34.9

3.5

6.6

5.8

4.3

3.4

5.3

18.6

23.0

24.7

73.9

67.4

64.4

3.2

6.2

5.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成16年 (450) (360)

2.0

2.5

2.5

10.3

11.0

20.3

85.0

80.1

70.8

2.8

6.5

6.4

1.6

3.1

2.2

15.2

17.5

27.8

79.3

71.3

64.0

3.8

8.1

6.0

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

5.1

3.4

8.7

15.4

18.3

18.7

77.5

73.0

64.8

2.0

5.3

7.8

9.0

11.8

15.8

23.6

28.1

26.0

64.1

53.7

50.2

3.3

6.4

8.0

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

これまでの調査との比較 

【男性】 【女性】 

※ 「ウ 新座市男女共同参画推進条例」と「エ 女性困りごと相談室」は平成16年調査から調査項目に追加した。 
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オ 男女雇用機会均等法【雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 育児・介護休業法【育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律】 

 

 

 

 

 

 

 

キ 男女共同参画社会基本法 

 

 

 

 

 

 

 

ク ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ。配偶者（パートナー）から振るわれる暴力） 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

42.7

33.4

53.6

32.0

30.9

25.1

22.5

29.8

12.3

2.8

5.9

8.9

32.3

30.3

43.2

29.9

33.3

31.8

34.2

28.7

16.4

3.5

7.7

8.6

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

75.3

66.7

13.3

18.2

8.2

9.2

3.3

5.9

71.5

65.4

16.6

19.7

9.9

9.0

2.0

5.9

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

19.0

9.3

7.0

30.8

32.3

19.8

47.8

51.1

63.7

2.4

7.3

9.5

10.9

9.6

4.2

29.3

23.5

12.0

55.7

58.3

74.2

4.1

8.6

9.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

32.6

25.7

30.4

36.7

36.6

40.6

26.9

30.3

20.6

3.8

7.5

8.4

34.8

22.8

36.0

36.4

39.0

33.8

26.5

32.6

21.2

2.4

5.6

8.9

【男性】 【女性】 

※ 「ク ドメスティック・バイオレンス」は平成26年調査から調査項目に追加した。 
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ケ デートＤＶ（交際相手から振るわれる暴力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ ＤＶ防止法【配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律】 

 

 

 

 

 

 

 

サ 男女共同参画週間（毎年６月２３日～２９日の１週間） 

 

 

 

 

 

 

 

シ ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別のこと） 

 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成11年 (500) (358)

50.2

16.9

6.7

22.1

18.3

14.0

24.9

58.7

68.8

2.8

6.2

9.5

51.4

20.6

5.4

24.2

19.5

15.0

21.2

52.9

70.2

3.3

7.0

9.4

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成16年 (450) (360)

5.1

2.2

1.7

22.1

20.2

15.0

70.4

71.6

76.7

2.4

5.9

6.7

4.1

4.2

1.8

22.8

20.2

16.9

69.0

68.2

74.2

4.1

7.5

7.1

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成21年 (529) (361)

44.8

35.5

30.4

33.7

35.5

42.0

17.7

22.6

18.7

3.8

6.4

8.9

40.7

29.2

30.7

35.2

39.3

38.5

21.3

25.6

21.9

2.8

5.9

8.9

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

45.5

36.0

25.3

26.1

26.5

31.7

2.8

6.2

56.8

44.5

18.8

22.4

21.2

26.5

3.3

6.6

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

【男性】 【女性】 

※ 「ケ デートＤＶ」は平成26年調査から調査項目に追加した。 
※ 「コ ＤＶ防止法」は平成21年調査から調査項目に追加した。 
※ 「サ 男女共同参画週間」は平成16年調査から調査項目に追加した。 
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セ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソ マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされることや、職場

で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ） 

 

 

 

 

 

タ パワー・ハラスメント（社会的地位や職権を利用して行う嫌がらせのこと） 

 

 

 

 

 

 
 

チ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

 

 

 

 

 

 

ツ ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置） 

 

 

 

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

11.5

7.0

24.9

26.1

61.7

60.7

2.0

6.2

7.9

5.3

24.7

23.9

63.9

64.3

3.5

6.6

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成21年 (529) (361)

35.3

22.1

16.8

26.6

29.8

28.7

34.2

41.4

45.4

3.8

6.6

9.1

47.8

24.4

22.7

23.7

29.2

28.8

26.5

40.2

39.3

2.0

6.2

9.1

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

平成21年 (529) (361)

77.2

65.8

54.8

14.4

19.5

22.7

5.4

8.3

14.4

3.0

6.4

8.1

76.7

65.4

58.4

13.8

20.2

18.3

7.1

8.4

14.4

2.4

5.9

8.9

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

76.6

55.9

14.9

26.8

5.4

10.7

3.0

6.6

72.7

53.1

17.8

27.2

7.5

13.5

2.0

6.2

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成26年 (456) (356)

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

無
回
答

知
ら
な
い

78.5

69.5

13.3

17.8

5.2

6.4

3.0

6.4

77.1

69.7

14.2

17.1

5.9

7.6

2.8

5.6

【男性】 【女性】 

※ 「セ セクシュアル・ハラスメント」と「ソ マタニティ・ハラスメント」と「ツ ポジティブ・アク
ション（積極的格差是正措置）」は平成26年調査から調査項目に追加した。 

※ 「タ パワー・ハラスメント」と「チ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」は平成21年調
査から調査項目に追加した。 



第３章 調査の結果 

 191 

（９）新座市男女共同参画推進プラザの認知状況 

問４２ 新座市男女共同参画推進プラザ（志木駅南口前のにいざほっとぷらざ内に平成１４年

２月１日に開設）をご存じですか。また、ここで開催された講座などに参加したことは

ありますか。（○は一つ） 

全体では、「男女共同参画推進プラザを知らない」が７４．９％、「男女共同参画推進プラザを知って

いる」が２３．１％となっている。 

【性別】 

「男女共同参画推進プラザを知っている」割合は、女性の方が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (732)

女性 (368)

男性 (253)

無回答 (111)

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
ら
な
い

23.1

25.0

18.2

27.9

74.9

73.9

80.2

65.8

2.0

1.1

1.6

6.3

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
っ
て
い
る

無
回
答
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【性・年代別】 

「男女共同参画推進プラザを知っている」は、１０歳代および２０歳代を除き、女性が男性に比べ、

高くなっている。 

 

    【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年調査から調査項目に追加された。 

「男女共同参画推進プラザを知っている」は女性が［平成２６年］（２０．２％）に比べ、４．８ポ

イント増加している。 

 

性別 新座市男女共同参画推進プラザの認知状況 

      【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

n (%) n (%)

10歳代 (7) (5)

20歳代 (30) (17)

30歳代 (49) (40)

40歳代 (75) (39)

50歳代 (79) (59)

60歳代 (71) (58)

70歳以上 (53) (32)

17.6

10.0

17.9

16.9

24.1

25.0

100.0

76.5

90.0

79.5

83.1

74.1

71.9

5.9

2.6

1.7

3.1

男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ザ
を

知
っ
て
い
る

13.3

16.3

21.3

26.6

38.0

30.2

100.0

86.7

83.7

77.3

73.4

62.0

64.2

1.3

5.7

男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ザ
を

知
ら
な
い

無
回
答

男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ザ
を

知
っ
て
い
る

男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ザ
を

知
ら
な
い

無
回
答

n (%) n (%)

令和元年 (368) (253)

平成21年 (529) (361)

平成26年 (456) (356)

18.2

16.9

35.5

80.2

80.1

56.8

1.6

3.1

7.8

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
ら
な
い

25.0

20.2

34.8

73.9

75.2

56.0

1.1

4.6

9.3

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
っ
て
い
る

無
回
答

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
ら
な
い

男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ザ
を
知
っ
て
い
る

無
回
答

これまでの調査との比較 
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（10）新座市男女共同参画推進プラザの利用状況 

【問４２で、「１ 男女共同参画推進プラザを知っている」と回答した方にお聞きします。】 

問４２－１－１ 利用したことはありますか。（○は一つ） 

全体では、「利用したことはない」が８５．８％、「利用したことがある」が１４．２％となっている。 

【性別】 

「利用したことがある」割合は、女性の方が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年調査から調査項目に追加された。 

「利用したことがある」は男性が［平成２６年］（２３．３％）に比べ、１６．８ポイント減少して

いる。 

 

性別 新座市男女共同参画推進プラザの利用状況 

      【女 性】                 【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n (%)

全体 (169)

女性 (92)

男性 (46)

無回答 (31)

利
用
し
た
こ
と
は

な
い

14.2

17.4

6.5

16.1

85.8

82.6

93.5

83.9

利
用
し
た
こ
と
が

あ
る

無
回
答

n (%) n (%)

令和元年 (92) (46)

平成21年 (184) (128)

平成26年 (92) (60)

利
用
し
た

こ
と
は
な
い

17.4

18.5

21.7

82.6

81.5

76.6 1.6

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

無
回
答

利
用
し
た

こ
と
は
な
い

6.5

23.3

15.6

93.5

76.7

83.6 0.8

利
用
し
た

こ
と
が
あ
る

無
回
答

これまでの調査との比較 
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（11）新座市男女共同参画推進プラザの利用目的 

【問４２－１－１で、「１ 利用したことがある」と回答した方にお聞きします。】 

問４２－１－２ どのようなことで利用しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

全体では、「パネル展など展示物を見た」が７５．０％で最も高く、次いで「講演会や映画鑑賞会に参

加した」が５０．０％となっている。 

 

(%)

パネル展など展示物を見た

講演会や映画鑑賞会に参加した

情報交流コーナーにおいて、男女共同参画に

関する図書や情報誌を閲覧した

女性困りごと相談を受けた

女性法律相談を受けた

その他

無回答

75.0

50.0

25.0

4.2

-

8.3

4.2

68.8

50.0

18.8

6.3

-

6.3

6.3

100.0

33.3

33.3

-

-

-

-

80.0

60.0

40.0

-

-

20.0

-

0 20 40 60 80 100

全 体 n = (24)

女 性 n = (16)

男 性 n = ( 3)

無回答 n = ( 5)
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平成２１年調査から調査項目に追加された。 

増減がある項目として、女性では、「講演会や映画鑑賞会に参加した」が［平成２６年］（２９．４％）

に比べ、２０．６ポイント増加している。 

 

性別 新座市男女共同参画推進プラザの利用目的 

  【女 性】                         【男 性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%) (%)

パネル展など展示物を見た

講演会や映画鑑賞会に参加した

情報交流コーナーにおいて、

男女共同参画に関する図書や

情報誌を閲覧した

女性困りごと相談を受けた

女性法律相談を受けた

その他

無回答

68.8

50.0

18.8

6.3

-

6.3

6.3

70.6

29.4

17.6

5.9

-

5.9

-

70.0

15.0

40.0

2.5

2.5

10.0

2.5

020406080100

100.0

33.3

33.3

-

-

-

-

50.0

21.4

21.4

3.0

-

21.4

-

60.0

20.0

30.0

5.0

-

15.0

-

0 20 40 60 80 100

令和元年 n = (16)

平成26年 n = (17)

平成21年 n = (40)

令和元年 n = ( 3)

平成26年 n = (14)

平成21年 n = (20)

これまでの調査との比較 
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９．自由意見 

最後になりましたが、新座市の男女共同参画に関する取組について、日ごろ感じていること

がございましたら、ご自由にお書きください。 

質問の最後に市の男女共同参画に関する取組について、ご意見や要望を自由記入形式で求めたところ、

１１３人（１５．４％）の方から記入があった。 

以下は、記入内容を分類し、まとめたものである。一人で複数の回答を記入している場合は、それぞ

れ１件として数えているため、延べ件数は１８４件となる。 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎就業について 29件 18件 8件 3件 

・仕事と子育てを両立できる環境の整備 10件 7件 3件 0件 

・職場での男女差について 5件 2件 2件 1件 

・ハラスメントについて 5件 2件 3件 0件 

・女性の再就職について 2件 0件 0件 2件 

・その他 7件 7件 0件 0件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎家庭生活について 7件 5件 1件 1件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎育児、教育について 17件 10件 5件 2件 

・子育て支援、保育施設の整備について 9件 4件 3件 2件 

・学校での教育について 4件 3件 1件 0件 

・その他 4件 3件 1件 0件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎配偶者（パートナー）や交際相手からの 

暴力について 
7件 5件 2件 0件 

・ＤＶについて 5件 4件 1件 0件 

・その他 2件 1件 1件 0件 
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 全体 女性 男性 無回答 

◎社会参加について 1件 0件 1件 0件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎男女平等について 29件 15件 10件 4件 

・男女平等の実現は難しい、男女は平等ではない 9件 2件 4件 3件 

・男女ともに意識改革が必要 2件 1件 1件 0件 

・女性優遇ではなく、能力に応じた適材適所が重要 2件 1件 1件 0件 

・男女の役割や平等意識の押し付けはよくない 2件 1件 1件 0件 

・女性の方が優遇されている 2件 1件 1件 0件 

・男女の違いを認識し、それぞれの得意分野を活か

すことが重要 
1件 1件 0件 0件 

・男女がともに尊重しあうことが重要 1件 1件 0件 0件 

・その他 10件 7件 2件 1件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎介護・高齢化について 5件 2件 0件 3件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎行政について 65件 29件 25件 11件 

・行政への意見、提案 33件 19件 8件 6件 

・アンケートについて 26件 6件 16件 4件 

・男女共同参画の周知・ＰＲ不足 6件 4件 1件 1件 

 

 全体 女性 男性 無回答 

◎その他 24件 13件 8件 3件 
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（参考） 調査票 
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（参考） 調査票 
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最終案 
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新座市男女平等意識・実態調査 
５年に１度の重要な調査です。趣旨をご理解いただき、是非ご協力をお願いします。 

 

市民のみなさまには、日頃から市政にご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

新座市では、男女が共に、家庭に、職場に、地域に、より自由に参加できる社会を目指して、様々な取

組を進めています。 

その取組の一つとして、この度、市民のみなさまの男女平等についての意識と実態を把握するため、

住民基本台帳から１８歳以上の方２，０００人を無作為に選ばせていただき、「新座市男女平等意識・実

態調査」を実施することといたしました。 

この調査の結果は、新座市における男女共同参画の基本指針となる「（仮称）第４次にいざ男女共同参

画プラン」策定の基礎資料とするとともに、今後の男女共同参画社会の実現のための施策に反映させて

いきます。 

また、これまでに実施した調査結果からの推移を見ることも大きな目的の一つであり、多くのみなさ

まからの回答が非常に重要です。大変お忙しいところ誠に恐縮とは存じますが、調査の趣旨をご理解い

ただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。（回答時間：２０～２５分程度） 

なお、これまでの調査結果は、その都度、報告書として作成しており、市ホームページ

（http://www.city.niiza.lg.jp/）で公表していますので、ご参照いただければと存じます。 

    令和元年８月 
新座市長 並木 傑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 調査票のご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒（切手は必要ありません。）に入れ、 

９月２５日（水）までに ご投函ください。 

                   《調査票についての問合せ先》 

新座市総務部人権推進課 

〒３５２－８６２３ 新座市野火止１－１－１ 

電話 ０４８（４７７）１５１３ 

 
（１） アンケートの記入は、封筒の宛名のご本人にお願いします。 

（２） 質問ごとにあてはまる回答の番号・記号を選び、○で囲んでください。「その他」にあてはま

る場合は、（  ）内にその内容を具体的にご記入ください。 

（３） 回答は、「○は一つ」「○は各項目に一つ」など設問ごとに示されている数を選んでください。 

（４） 質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、【  】内のことわり

書をお読みください。また、矢印（  ）のあるところは、矢印に従って進んでください。 

（５） 鉛筆又は黒・青のボールペンでご記入ください。 

（６） 調査は無記名であり、個人が特定されることは一切ありませんので、ありのままをご記入くだ

さい。 

ご記入に当たってのお願い 
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◆ 最初にあなた自身のことについてお答えください。 

Ｆ１ あなたの性別は。 １ 男性  ２ 女性  ３ その他 

Ｆ２ あなたの年齢は。（○は一つ） １ 18～19歳     ５ 50～59歳 

２ 20～29歳     ６ 60～69歳    

３ 30～39歳     ７ 70歳以上  

４ 40～49歳      

Ｆ３ あなたは、新座市にお住まいになって 

  何年になりますか。（○は一つ） 

  

１ ３年未満 

２ ３年以上５年未満 

３ ５年以上１０年未満 

４ １０年以上２０年未満 

５ ２０年以上３０年未満 

６ ３０年以上 

７ 生まれてからずっと 

Ｆ４ あなたの家族の構成は。 （○は一つ） 

 

１ 一人住まい 

２ 夫婦のみ 

３ ひとり親＋子ども 

４ 両親＋子ども 

５ 親＋子ども夫婦 

６ 親＋子ども夫婦＋孫 

７ 兄弟姉妹 

８ その他（            ） 

Ｆ５ あなたには、子どもがいますか。 １ いる（   人）    ２ いない 

Ｆ６ 子どものいる方にお聞きします。 

一番年齢の低い子どもは、現在次のどれ

にあてはまりますか。（○は一つ） 

〔子どもと同居していない場合も含み

ます。〕 

 

１ １歳未満 

２ １～３歳未満 

３ ３歳～小学校入学前 

４ 小学生 

５ 中学生 

６ 高校生 

７ 短大・各種学校・大学生・大学院生・浪人生 

８ 社会人（未婚） 

９ 社会人（既婚） 

Ｆ７ あなたは、結婚の経験がありますか。 

   （○は一つ） 

 

１ 既婚      

２ 未婚      

３ 死別 

４ 離別 

５ その他（       ） 

 

Ｆ８ 【Ｆ７で、「１ 既婚」と答えた方にお聞

きします。】 

あなたの配偶者（パートナー）の職業は。 

   （○は一つ） 

 

１ 自由業・自営業・家業（農業・会社経営など） 

２ 勤め人（正規雇用） 

３ 勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイトなど）） 

４ 勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用） 

５ 内職 

６ 専業主婦・専業主夫 

７ 学生 

８ 無職   

９ その他（            ） 
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問２－２ 仕事に就いていない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

問２－１ 仕事に就いている理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

問１ あなたの職業は何ですか。（○は一つ） 

１ 自由業・自営業・家業（農業・会社経営など） 

２ 勤め人（正規雇用） 

３ 勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイトなど）） 

４ 勤め人（パートなど、フルタイムでない非正規雇用） 

５ 内職 

６ 専業主婦・専業主夫 

７ 学生 

８ 無職 

９ その他（                                                        ） 

 

問２ あなたは、収入を伴う仕事に就いていますか。（○は一つ） 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１で、「３ 勤め人（フルタイムの非正規雇用（臨時・派遣・アルバイトなど））」又は「４ 勤め人（パートなど、

フルタイムでない非正規雇用）」と回答した方にお聞きします。】 

問３ その仕事を選んだ主な理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 好きな時間に働けるため 

２ 家事・育児との両立ができるため 

３ 配偶者（パートナー）など家族の同意が得や

すいため 

４ 仕事の責任が軽いため 

５ やめるのが簡単なため 

６ 非正規の仕事しかなかったため 

７ パートの仕事しかなかったため 

８ 期間限定の仕事しかなかったため 

９ 扶養の範囲内で働けるため 

10 その他（         ） 

  

１ 生計を維持するため 

２ 生活費に余裕が欲しいため 

３ 住宅ローンや住宅資金、家賃のため 

４ 子どもの教育資金のため 

５ 将来に備えて貯蓄するため 

６ 自分で自由になるお金が欲しいため 

７ 自分の能力・技術・資格を生かすため 

８ 働くことが好きであるため 

９ 社会や他人とのつながりを持つため 

10 社会的な信頼を得るため 

11 働くことは当たり前のことであるため 

12 家業であるため 

13 その他（         ） 

１ 働かなくても経済的に困らないため 

２ 妊娠中のため 

３ 家事・育児に専念したいため 

４ 家事・育児と両立できないため 

５ 高齢者や病人の世話があるため 

６ 健康上の理由 

７ 勤務条件のよい職場がないため 

８ 能力を生かせる職場がないため 

９ 職業能力に自信がないため 

10 就職活動をしたが、採用されないため 

11 家族の反対があるため 

12 家族の転勤のため 

13 その他（         ） 

１ 仕事に就いている ２ 仕事に就いていない 

１ 就業についてうかがいます 
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問４ あなたの実際の働き方はどうですか（どうでしたか）。もっとも近いものを選んでください。 

（○は一つ） 

１ あなた自身について 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた） 

２ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続けている（いた） 

３ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた） 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもっている（いた） 

５ 子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない（いなかった） 

６ 結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない（いなかった） 

７ 仕事に就いていない（就いていなかった） 

８ その他（                                                        ） 

 

  【配偶者（パートナー）のいる（いた）方にお聞きします。】 

２ 配偶者（パートナー）について 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けている（いた） 

２ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続けている（いた） 

３ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けている（いた） 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもっている（いた） 

５ 子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない（いなかった） 

６ 結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就いていない（いなかった） 

７ 仕事に就いていない（就いていなかった） 

８ その他（                                                        ） 

 
問５ 女性が働くことについて、あなたの考え方にもっとも近いものを選んでください。（○は一つ） 

１ 結婚や出産の有無にかかわらず、仕事を続けるほうがよい 

２ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続けるほうがよい 

３ 子育ての時期だけ一時やめて、その後はパートタイムで仕事を続けるほうがよい 

４ 結婚後または子育て終了時から仕事をもつほうがよい 

５ 子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就かないほうがよい 

６ 結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就かないほうがよい 

７ 仕事に就かないほうがよい 

８ その他（                                                        ） 

 

 
  



最終案 

 

205 

問６ 女性が働く上で、さまざまな面で男性と異なる立場に置かれることについて、どのように考えますか。

ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 当
然
だ
と
思
う 

や
む
を
え
な
い

と
思
う 

不
合
理
な
こ
と

だ
と
思
う 

女
性
に
対
す
る

差
別
だ
と
思
う 

わ
か
ら
な
い 

ア  募集や採用で女性は男性より不利であること １ ２ ３ ４ ５ 

イ  女性を配置しない職種・部門があること １ ２ ３ ４ ５ 

ウ  昇進面で女性は男性より不利であること（女性の管理職 
が少ないなど） １ ２ ３ ４ ５ 

エ  同期や同年齢の男性より、賃金が低いこと １ ２ ３ ４ ５ 

オ  同じ仕事の男性より、研修や出張の機会が少ないこと １ ２ ３ ４ ５ 

カ  同じ仕事の男性より、転勤などの人事異動で不利であること １ ２ ３ ４ ５ 

キ  女性には、補助的、雑用的な仕事しか与えられないこと １ ２ ３ ４ ５ 

ク  結婚退職の慣習があること １ ２ ３ ４ ５ 

ケ  出産退職の慣習があること １ ２ ３ ４ ５ 

コ  定年の年齢が男女で違うこと １ ２ ３ ４ ５ 

 

問７ 女性が働き続ける環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 男女とも労働時間の短縮を促進 

２ 育児休業制度・介護休業制度の定着・促進 

３ 労働の場での男女平等の推進 

４ 保育所・学童保育などの育児環境の充実と経済的負担の軽減 

５ 介護サービス、介護施設などの充実 

６ 働き続けることへの家族の理解・協力 

７ 男性の家事・育児の分担 

８ その他（                                                        ） 

 

問８ 女性が再就職・起業しやすい環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 再就職・起業準備のための講座やセミナー、技能訓練の充実 

２ 再就職・起業制度の促進 

３ 求人情報の提供や女性が働ける新しい職場、職域の開発 

４ 保育所・学童保育などの育児環境の充実 

５ 再就職・起業することへの家族の理解・協力 

６ その他（                                                        ） 
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【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問９ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のようなことがありま

すか。ア～コの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 さ
れ
た
経
験
が 

あ
る 

見
た
こ
と
が
あ
る 

話
に
聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

そ
う
し
た
こ
と
は

な
い 

ア  嫌がっているのに性に関する話を聞かせる １ ２ ３ ４ 

イ  異性の身体にさわる １ ２ ３ ４ 

ウ  宴会でお酌やデュエットを強要する １ ２ ３ ４ 

エ  上司が地位を利用した性的誘いをする １ ２ ３ ４ 

オ  結婚予定や出産予定をたびたび聞く １ ２ ３ ４ 

カ  ヌード写真を見せたり、ヌードや水着のポスターなどを見える所に貼る １ ２ ３ ４ 

キ  職場の女性を「女の子」や「オバサン」と呼ぶ １ ２ ３ ４ 

ク  容姿について不快なことを言う １ ２ ３ ４ 

ケ  年齢について、とりたてて話題にしたり、からかったりする １ ２ ３ ４ 

コ  その他（                  ） １ ２ ３ ４ 

  

【現在働いている方、または、働いた経験のある方にお聞きします。】 

問１０ マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされることや、職場で受

ける精神的、肉体的な嫌がらせ）に関して、あなたの職場では以下のようなことがありますか。ア～キ

の各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。 

（○は各項目に一つ） 

 さ
れ
た
経
験
が 

あ
る 

見
た
こ
と
が
あ
る 

話
に
聞
い
た
こ
と

が
あ
る 

そ
う
し
た
こ
と
は

な
い 

ア  妊娠中や産休・育休明けなどに、休暇を取ることなどについて

心無いことを言う 
１ ２ ３ ４ 

イ  妊娠・出産がきっかけで、解雇や契約打ち切り、自主退職への

誘導等をする 
１ ２ ３ ４ 

ウ   妊娠中や産休・育休明けなどに、残業や重労働などを強いる １ ２ ３ ４ 

エ  妊娠・出産がきっかけで、望まない異動をさせる １ ２ ３ ４ 

オ  妊娠・出産がきっかけで、雇用形態を変更する １ ２ ３ ４ 

カ  妊娠・出産がきっかけで、給料を減らす １ ２ ３ ４ 

キ  その他（                     ） １ ２ ３ ４ 
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問１１ 育児や家族介護を行うために、法律に基づき育児休業や介護休業を取得できる制度があります。あな

たは、この制度を活用して、育児休業や介護休業を取得したことがありますか。（○は各項目に一つ） 

 

 

 

 

 

問１２ 家庭生活における役割分担について、どのように考えますか。ア～クの各項目について、それぞれ    

あてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 主
と
し
て
男
性

が
よ
い 

共
同
し
て
分
担

が
よ
い 

主
と
し
て
女
性

が
よ
い 

ど
ち
ら
が 

し
て
も
よ
い 

ア  家事（炊事・洗濯・掃除など） １ ２ ３ ４ 

イ  子育て（子どもの世話、しつけ、教育など） １ ２ ３ ４ 

ウ  介護（高齢者の世話、病人の介護など） １ ２ ３ ４ 

エ  地域の行事への参加 １ ２ ３ ４ 

オ  自治会、PTA活動 １ ２ ３ ４ 

カ  生活費の確保 １ ２ ３ ４ 

キ  家計の管理 １ ２ ３ ４ 

ク  高額な商品や土地・家屋の購入の決定 １ ２ ３ ４ 

 

  

 取
得
し
た
こ
と
が
あ
る 

取得したことがない 

（主な理由を一つ選んでください） 
働
い
た
こ
と
が
な
い 

そ
の
よ
う
な
制
度
が
な
か
っ
た 

制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た 

取
得
し
な
く
て
も
対
応
で
き
た 

（
有
給
休
暇
で
対
応
し
た
場
合
を
含
む
） 

取
得
し
た
か
っ
た
が
、
周
囲
の
事
情
な
ど
に

よ
り
取
得
で
き
な
か
っ
た 

自
分
の
仕
事
や
業
績
に
支
障
が
出
る 

取
得
す
る
と
収
入
が
下
が
る 

在
職
中
に
育
児
・
介
護
の
対
象
者
が
い

な
か
っ
た 

ア  育児休業 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

イ  介護休業 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

２ 家庭生活についてうかがいます 
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 その理由について、ご自由にお書きください。 

問１３ あなたの家庭での実際の役割分担はどうですか。ア～クの各項目について、それぞれあてはまる番 

号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 主
と
し
て
男
性 

共
同
し
て
分
担 

主
と
し
て
女
性 

該
当
し
な
い 

ア  家事（炊事・洗濯・掃除など） １ ２ ３ ４ 

イ  子育て（子どもの世話、しつけ、教育など） １ ２ ３ ４ 

ウ  介護（高齢者の世話、病人の介護など） １ ２ ３ ４ 

エ  地域の行事への参加 １ ２ ３ ４ 

オ  自治会、PTA活動 １ ２ ３ ４ 

カ  生活費の確保 １ ２ ３ ４ 

キ  家計の管理 １ ２ ３ ４ 

ク  高額な商品や土地・家屋の購入の決定 １ ２ ３ ４ 

 

問１４  家庭生活の考え方について、あなたは「実生活」では何を優先していますか。また、「希望」では何

を優先したいですか。（○は各項目に一つ） 

１ 実生活 

１ 家事・子育て・介護を優先している 

２ どちらかといえば、仕事や趣味よりも家事・子育て・介護を優先している 

３ 仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいである 

４ どちらかといえば、家事・子育て・介護より、仕事や趣味を優先している 

５ 仕事や趣味を優先している 

 

２ 希望 

１ 家事・子育て・介護を優先したい 

２ どちらかといえば、仕事や趣味より家事・子育て・介護を優先したい 

３ 仕事や趣味と家事・子育て・介護の優先度は同じくらいにしたい 

４ どちらかといえば、家事・子育て・介護より、仕事や趣味を優先したい 

５ 仕事や趣味を優先したい 

 

問１５ あなたの家庭での家事分担の状況について、あなたはどう思いますか。（○は一つ） 

１ 満足している 

２ まあまあ満足している 

３ どちらとも言えない 

４ やや不満である 

５ 不満である 

６ その他 

 
 

（理由） 
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【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１６ あなたと配偶者（パートナー）の子育てのかかわりは十分である（あった）と思いますか。 

（○は各項目に一つ） 

１ あなた自身について 

１ 十分である（あった）  ３ あまり十分ではない（なかった） 

２ ある程度は十分である（あった）  ４ 十分ではない（なかった） 

 

 

                        かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思い

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 配偶者（パートナー）について 

１ 十分である（あった）  ３ あまり十分ではない（なかった） 

２ ある程度は十分である（あった）  ４ 十分ではない（なかった） 

             
 
                        かかわりが十分でない（なかった）のは何が原因だと思い

ますか。（あてはまるものすべてに○） 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 仕事が忙しすぎるため 

イ 育児休業制度が不十分または利用しにくいため 

ウ 趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため 

エ 子どものことや家庭のことにあまり関心がないため 

オ 子どもの世話が面倒だと考えているため 

カ 子育ての大変さを理解していないため 

キ 子どもとどのように接したらよいかわからないため 

ク 子育てに関する知識や情報が乏しいため 

ケ 子育ては主に配偶者（パートナー）がするべきものだと

思っているため 

コ その他（                ） 

ア 仕事が忙しすぎるため 

イ 育児休業制度が不十分または利用しにくいため 

ウ 趣味や自分の個人的な楽しみの方を大切にするため 

エ 子どものことや家庭のことにあまり関心がないため 

オ 子どもの世話が面倒だと考えているため 

カ 子育ての大変さを理解していないため 

キ 子どもとどのように接したらよいかわからないため 

ク 子育てに関する知識や情報が乏しいため 

ケ 子育ては主にあなたがするべきものだと思っているた

め 

コ その他（                ） 
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その理由について、ご自由にお書きください。 

【子育て中の方、または、子育て経験のある方にお聞きします。】 

問１７ あなたの家庭での子育て分担の状況について、あなたは満足していますか（していましたか）。 

（○は一つ） 

１ 満足している（いた） 

２ まあまあ満足している（いた） 

３ どちらとも言えない 

４ やや不満である（あった） 

５ 不満である（あった） 

 6 その他 

 
 

（理由） 

 
 
 
 

 

問１８ 子どもにどの程度の教育を受けさせたいと思いますか。女子と男子に分けて、あてはまる番号を選ん

でください。子どもがいない場合は、子どもがいると仮定して選んでください。（○は一つ） 

 中 学 

ま で 

高 校 

ま で 

短 大・専門

学 校 ま で 

大 学 

ま で 

大 学 院 

ま  で 

子 ど も に 

任 せ る 

わ か ら 

な い 

ア 女子 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

イ 男子 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

問１９ 学校教育についてどのように考えますか。ア～カの各項目について、それぞれあてはまる番号を選ん

でください。（○は各項目に一つ） 

 
 
 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
は
思
わ
な
い 

そ
う
は
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

ア 中学校は男女共学のほうがよい １ ２ ３ ４ ５ 

イ 高校は男女共学のほうがよい １ ２ ３ ４ ５ 

 ウ 学校においてもっと積極的に男女平等教育を 

進めたほうがよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

 エ 学校で出席をとる時など、男子が先、女子が後

というのはおかしいことだ 
１ ２ ３ ４ ５ 

オ 女性の校長・教頭をもっと増やすべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

 カ 学校では、男子・女子ともに「さん」をつけて

呼んだほうがよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
 
 

３ 教育についてうかがいます 
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問２０ 次のようなことが配偶者（パートナー）の間で行われた場合、それをどのように感じますか。ア～サ

の各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 
 

 ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
力
に
あ
た
る 

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も 

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る 

暴
力
に
あ
た
る
と
は 

思
わ
な
い 

ア  何を言われても無視をする １ ２ ３ 

イ  電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監
視する １ ２ ３ 

ウ  配偶者（パートナー）が大切にしているものを、わざと壊したり
捨てたりする １ ２ ３ 

エ 「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ないくせに」「役立
たず」などと人格を否定することを言う １ ２ ３ 

オ  大声でどなったり、殴るふりをしておどす １ ２ ３ 

カ  殴る、蹴るなどの暴力をふるう １ ２ ３ 

キ  命の危険を感じさせるほどの暴力をふるう １ ２ ３ 

ク  見たがっていないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる １ ２ ３ 

ケ  避妊に協力しない １ ２ ３ 

コ  おどしや暴力によって、性的な行為を強要する １ ２ ３ 

サ  生活費を渡さないなど、経済的に困窮させる １ ２ ３ 

 
問２１ 新聞・雑誌・テレビ・インターネット（パソコン・携帯電話）などのメディアにおける性・暴力表 

現についてどのように思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 女性の性的側面を過度に強調するなど、行き過ぎた表現が目立つ 

２ 女性に対する犯罪を助長するおそれがある 

３ 性・暴力が子どもたちの目に触れないように配慮されていない 

４ 男は仕事、女は家庭、男は強く、女は弱いなど固定的な男女のイメージにとらわれている 

５ 女性の性を商品化し過ぎている 

６ 特に感じない 

７ その他（                                                        ） 

 

 

 

 

４ 配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力についてうかがいます 
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【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】  

問２２ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）に対して、次のようなことをしたことがありますか。 

ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 何
度
も
あ

っ
た 

一
、
二
度

あ
っ
た 

全
く
な
い 

ア  何を言われても無視をした １ ２ ３ 

イ  電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監
視した １ ２ ３ 

ウ  配偶者（パートナー）が大切にしているものを、わざと壊したり
捨てたりした １ ２ ３ 

エ 「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ないくせに」「役立
たず」などと人格を否定することを言った １ ２ ３ 

オ  大声でどなったり、殴るふりをしておどした １ ２ ３ 

カ  殴る、蹴るなどの暴力をふるった １ ２ ３ 

キ  命の危険を感じさせるほどの暴力をふるった １ ２ ３ 

ク  見たがっていないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せた １ ２ ３ 

ケ  避妊に協力しなかった １ ２ ３ 

コ  おどしや暴力によって、性的な行為を強要した １ ２ ３ 

サ  生活費を渡さないなど、経済的に困窮させた １ ２ ３ 

 

 

 

 

【問２２で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２３ そのようなことをするに至った理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 相手が自分の言うことを聞こうとしないので、行動でわからせようとしたから 

２ いらいらがつのり、ある出来事がきっかけで感情が爆発したから 

３ 相手がそうされても仕方がないようなことをしたから 

４ 相手が自分に危害を加えてきたので、身を守ろうと思ったから 

５ 親しい関係ではこうしたことは当然であるから 

６ 自分が相手を管理する立場であったから 

７ 覚えていない 

８ 特に理由はない 

9 その他（                                                        ） 

 

 

 

 

すべて「全くない」を選んだ方は、 
問２４に進んでください。 
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【配偶者（パートナー）がいる（いた）方にお聞きします。】 

問２４ これまでに、あなたの配偶者（パートナー）から、次のようなことをされたことがありますか。 

ア～サの各項目について、それぞれあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 何
度
も 

あ
っ
た 

一
、
二
度 

あ
っ
た 

全
く
な
い 

ア  何を言っても無視をされた １ ２ ３ 

イ  電話、メール、ＳＮＳ等を利用して、交友関係や行動を細かく監視

された 
１ ２ ３ 

ウ  あなたが大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりされた １ ２ ３ 

エ  「だれのおかげで食べられるんだ」「給料が少ないくせに」「役立

たず」などと人格を否定することを言われた 
１ ２ ３ 

オ  大声でどなられたり、殴るふりをしておどされた １ ２ ３ 

カ  殴る、蹴るなどの暴力をふるわれた １ ２ ３ 

キ  命の危険を感じるほどの暴力をふるわれた １ ２ ３ 

ク  見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せられた １ ２ ３ 

ケ  避妊に協力してくれなかった １ ２ ３ 

コ  おどしや暴力によって、性的な行為を強要された １ ２ ３ 

サ  生活費を渡してくれないなど、経済的に困窮させられた １ ２ ３ 

 

 

 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２５ 問２４のことをされた時に、子ども（１８歳未満）はそれを見たことはありましたか。

（○は一つ） 

１ あった 

２ なかった 

３ わからない 

４ 子どもはいない 

 

【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２６ 配偶者（パートナー）は、子ども（１８歳未満）に対して、あなたがされていたこ

とと同じことをしたことがありますか。（○は一つ） 

１ あった 

２ なかった 

３ わからない 

４ 子どもはいない 

 

 

すべて「全くない」を選んだ方は、 
問２８に進んでください。 
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【問２４で、「何度もあった」、または、「１、２度あった」に一つでも回答した方にお聞きします。】 

問２７  問２４のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。 

（○は一つ） 

１ 相談した  ２ 相談したかったが、相談しなかった 

  ３ 相談しようとは思わなかった 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【あなたの１０代から２０代の経験についてお聞きします。結婚している方、結婚したことのある方については、

結婚前についてお答えください。】 

問２８ １０代から２０代の時に、交際相手がいましたか。（○は一つ） 

１ 交際相手がいた（いる） 

２ 交際相手はいなかった（いない） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「２ いなかった」を選んだ方

は、問３２に進んでください。 

問２７－１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。

（あてはまるものすべてに○） 
問２７－２ だれ（どこ）にも相談できなかった理由

は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ だれ（どこ）に相談してよいのかわからなか

ったから 

２ 恥ずかしくてだれにも言えなかったから 

３ 相談しても無駄だと思ったから 

４ 相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから 

５ 相談窓口の担当者の言動により、不快な思い

をすると思ったから 

６ 自分さえ我慢すれば、このまま何とかやって

いくことができると思ったから 

７ 世間体が悪いから 

８ 他人を巻き込みたくないから 

９ 思い出したくないから 

10 自分に悪いところがあると思ったから 

11 相談するほどのことではないと思ったから 

12 その他（              ）  

１ 家族 

２ 友人・知人 

３ 同じ経験をした人 

４ 職場の上司 

５ 医師・カウンセラー 

６ 弁護士 

７ 公的な相談窓口・電話相談など 

８ 新座市女性困りごと相談室 

９ その他（              ） 
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【問２８で、「１ 交際相手がいた（いる）」と回答した方にお聞きます】            

問２９ １０代、２０代の時に、交際相手からア～カのようなことをされたことがありますか。 

（○は各項目に一つ） 

 １０

代
に

あ
っ
た 

２０

代
に

あ
っ
た 

両
方
と
も

あ
っ
た 

全
く
な
い 

ア 殴られたり、蹴られたり、物を投げつけられたり、突き飛ば

された（される） 
１ ２ ３ ４ 

イ 人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなど

の精神的な嫌がらせをされた（される） 
１ ２ ３ ４ 

ウ あなたやあなたの家族への危害をほのめかすなどの脅迫をさ

れた（される） 
１ ２ ３ ４ 

エ メールやＳＮＳをチェックされたり、メールやＳＮＳの返事

をすぐに返さないと言って怒られたりした（する） 
１ ２ ３ ４ 

オ 性的な行為を強要された（される） １ ２ ３ ４ 

カ お金を貸しても返さない、いつもおごらされることがあった

（ある） 
１ ２ ３ ４ 

 
 
 
 
 
【問２９で「１０代にあった」、「２０代にあった」、または、「両方ともあった」に一つでも 

回答した方にお聞きします】 

問３０ 問２９のことをされた時に、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○は一つ） 

１ 相談した 

２ 相談したかったが、相談しなかった 

３ 相談しようとは思わなかった 

 
【問３０で、「１ 相談した」と回答した方にお聞きします。】            

問３１ 実際に、だれ（どこ）に相談しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族 

２ 友人・知人 

３ 同じ経験をした人 

４ 職場の上司 

５ 医師・カウンセラー 

６ 弁護士 

７ 公的な相談窓口・電話相談など 

８ 新座市女性困りごと相談室 

９ その他（                                                        ） 

 
 

すべて「全くない」を選んだ方は、
問３２に進んでください。 
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問３２ あなたは、市の施策について女性の意見や考え方がどの程度反映されていると思いますか。（○は一つ） 
 
 
 
 

 
そう思う理由は何ですか。（○は一つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３３ 市には各種の協議会、審議会、委員会があり、市民の方に委員をお願いしていますが、このような委

員への就任依頼があった場合、あなたはどうしますか。（○は一つ） 

１ 積極的に引き受ける 

２ 自分の興味のある分野であれば引き受ける 

３ 時間に余裕があれば引き受ける 

４ 家族や周囲の理解が得られれば引き受ける 

５ 引き受けない 

６ その他（                                                        ） 

 
問３４ 問３３の場合以外に、市では、委員を募集する場合があります。このような募集があった場合、あな

たはどうしますか。（○は一つ） 

１ 積極的に応募する 

２ 自分の興味のある分野であれば応募する 

３ 時間に余裕があれば応募する 

４ 家族や周囲の理解が得られれば応募する 

５ 応募しない 

６ その他（                                                        ） 

 

ア 女性議員が少ないため 

イ 行政機関の女性の管理職が少ないため 

ウ 審議会や委員会に女性委員が少ないため 

エ 地域組織のリーダーに女性が少ないため 

オ 女性自身の意欲や責任感が乏しいため 

カ 女性自身が消極的であるため 

キ 男性の意識・理解が足りないため 

ク 社会の仕組みが女性に不利なため 

ケ 女性の能力に対する偏見があるため 

コ その他（                ） 

５ 社会参加についてうかがいます 

１ 十分反映されている 

２ ある程度反映されている 

３ どちらともいえない 

４ あまり反映されていない 

５ ほとんど反映されていない 
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問３６－２ その理由は何ですか。(○は一つ） 問３６－１ その理由は何ですか。(○は一つ） 

 
 
 
問３５ 防災・災害復興対策で配慮して取り組む必要があると思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 避難所に男女別のトイレや更衣室を設置すること 

２ 被災者に対する相談窓口を設置すること 

３ 

 

 

避難所等における暴力を予防するため、巡回警備等を実施すること 

※  過去の大震災では、女性や子どもに対する暴力（ドメスティック・バイオレンス、性犯罪等）が

増加したという調査報告があります 

４ 

 

乳幼児、高齢者、障がい者、病人、妊産婦、授乳中の方などのニーズを的確に把握すること、 

また、物資を支給する際には適切な配慮をすること 

５  避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性の視点が入ること 

６  防災計画・復興計画などを策定するに当たり、防災会議に女性が参画すること 

７  救援医療体制（診察・治療体制、妊産婦をサポートする保健師・助産師の配置）を構築すること 

８ 特にない 

９ その他（                                                        ） 

 
 
 

 
 
問３６ 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。（○は一つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

  

７ 男女平等についてうかがいます 

１ 男は仕事、女は家事・育児に向いているから 

２ 男女の役割をはっきり分ける方が、仕事も家

庭もうまくいくから 

３ 子どものころから、そうした教育をされてい

るから 

４ 子どもを育てるには、女性は家庭にいた方が

よいから 

５ 女性は仕事を持っても、勤労条件に恵まれず、

仕事と家庭との両立が難しいから 

６ その他（             ） 

１ そのとおりだと思う 

２ どちらかといえばそう思う 

３ どちらかといえばそう思わない 

４ そうは思わない 

１ 生まれつき男女の役割は決められていないか

ら 

２ 仕事や家事の能力に男女差はないから 

３ 従来の慣習が薄れ、男女の役割を固定しない

風潮が高まっているから 

４ 仕事の面でも活躍している女性が多くなって

いるから 

５ 男女ともに社会的にも家庭的にも自立するこ

とが望ましいから 

６ その他（           ） 

６ 防災についてうかがいます 
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問３７ 日常生活における男女の役割について、本来どうあるべきだと思いますか。（○は一つ） 

１ 男は仕事、女は家事・育児をする 

２ 男は仕事、女は家事・育児にさしつかえない範囲で仕事をする 

３ 男女とも仕事をし、家事も男女でするが、育児は主に女性がする 

４ 男女とも仕事をし、家事・育児も男女でする 

５ 女は仕事、男は家事・育児をする 

６ 性別で役割を決める必要はない 

７ その他（                                                        ） 

 

問３８ 女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１ 売春・買春・援助交際 

２ レイプ（強制性交）や痴漢行為など女性への性暴力 

３ 配偶者（パートナー）や交際相手からの暴力 

４ 職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

５ 

 

職場におけるマタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止めされる 

ことや、職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ） 

６ 職場におけるパワー・ハラスメント（社会的地位や職権を利用して行う嫌がらせのこと） 

７ 女性のヌード写真などを掲載した雑誌 

８ 人目を引くためだけに女性の性的あるいは外見的な側面を強調して表現している広告 

9 女性の容姿を競うコンテスト 

10 特に感じない 

1１ その他（                                                        ） 
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問３９ 次にあげる分野において、男女の地位は平等であると思いますか。ア～クの各項目について、それぞ      

れあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 

 

 

 

女
性
が
優
遇 

さ
れ
て
い
る 

や
や
女
性
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

や
や
男
性
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

男
性
が
優
遇 

さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

ア  家庭では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

イ  職場では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ウ  教育の場では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

エ  社会活動の場では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

オ  法律や制度では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

カ  しきたりや慣習では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

キ  余暇生活では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

ク  全体としては １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問４０ 男女共同参画社会を実現するために、市がどのような取組を進めたらよいと思いますか。 

   （あてはまるものすべてに○） 

１ 学校における男女平等教育の推進 

２ 女性の社会的な自立を促す講座の開催 

３ 男女共同参画についての広報活動 

４ 経営者、事業主に対する啓発活動 

５ 福祉・健康・労働など女性に関する相談業務 

６ 保育所などの児童福祉の推進 

７ 市の審議会などへの女性委員の登用 

８ 地域活動やボランティア活動への支援 

９ 男女共同参画に関して活動を行っている団体への支援と育成 

１０ 女性起業家の支援と育成 

１１ 高齢者介護などの福祉の充実 

１２ 男女共同参画推進プラザにおける事業の拡充 

１３ その他（                                                        ） 
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問４１ 男女共同参画問題に関する次の取組や用語などをご存じですか。ア～トの各項目について、それぞ 

   れあてはまる番号を選んでください。（○は各項目に一つ） 

 言
葉
も
内
容
も 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

ア 新座市男女共同参画情報紙 Ｆｏｒ Ｙｏｕ １ ２ ３ 

イ 第３次にいざ男女共同参画プラン（平成２８年３月策定） １ ２ ３ 

ウ 新座市男女共同参画推進条例（平成１２年７月１日施行） １ ２ ３ 

エ 女性困りごと相談室（平成１２年１０月１日開設） １ ２ ３ 

オ 

 

男女雇用機会均等法【雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確

保等に関する法律】（昭和６１年施行） 
１ ２ ３ 

カ 

 

育児・介護休業法【育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者

の福祉に関する法律】（平成４年施行） 
１ ２ ３ 

キ 男女共同参画社会基本法（平成１１年施行） １ ２ ３ 

ク ドメスティック・バイオレンス（ DV。配偶者（パートナー）から振るわ

れる暴力）  
１ ２ ３ 

ケ デートDV（交際相手から振るわれる暴力） １ ２ ３ 

コ 

 

ＤＶ防止法【配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律】

（平成１３年施行） 
１ ２ ３ 

サ 男女共同参画週間（毎年６月２３日～２９日の１週間） １ ２ ３ 

シ ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別のこと） １ ２ ３ 

ス ＬＧＢＴ
※

（性的マイノリティのこと） １ ２ ３ 

セ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） １ ２ ３ 

ソ 

 

マタニティ・ハラスメント（働く女性が妊娠、出産を理由に解雇、雇い止

めされることや、職場で受ける精神的、肉体的な嫌がらせ） １ ２ ３ 

タ パワー・ハラスメント（社会的地位や職権を利用して行う嫌がらせのこと） １ ２ ３ 

チ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ 

ツ ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置） １ ２ ３ 

テ 

 

女性活躍推進法【女性の職業生活における活躍の推進に関する法律】（平

成２７年施行） 
１ ２ ３ 

ト 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律（平成３０年施行） １ ２ ３ 

   

※ 「Ｌ」＝レズビアン（女性同性愛者）、「Ｇ」＝ゲイ（男性同性愛者）、「Ｂ」＝バイセクシュアル（両性愛者）、

「Ｔ」＝トランスジェンダー（身体や戸籍上の性別と自認する性別に違和感を持つ人）の頭文字をとった単語 
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問４２－１－２ どのようなことで利用しましたか。（あてはまるものすべてに○） 

問４２ 新座市男女共同参画推進プラザ（志木駅南口前のにいざほっとぷらざ内に平成１４年２月１日に開設）

をご存じですか。また、ここで開催された講座などに参加したことはありますか。 

（○は一つ） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

問４２－１－１ 利用したことはありますか。（○は一つ） 

１ 講演会や映画鑑賞会に参加した 

２ パネル展など展示物を見た 

３ 情報交流コーナーにおいて、男女共同参画に関する図書や情報誌を閲覧した 

４ 女性困りごと相談を受けた 

５ 女性法律相談を受けた 

６ その他（                                                        ） 

２ 男女共同参画推進プラザを知らない １ 男女共同参画推進プラザを知っている 

１ 利用したことがある ２ 利用したことはない 
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ご協力ありがとうございました。 

 最後になりましたが、新座市の男女共同参画に関する取組について、日ごろ感じていることがござ

いましたら、ご自由にお書きください。 



（参考） 調査票 
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